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    　旧魔導帝国への道


    



    



    　　　　　　　　　　１


    



    　ネロとアーシェは、メンシルヴェニアの南にある小さな農村にいた。


    　海を愛する少女カルロッタとの別れ際ぎわに、


    「これ、持っていってくれ。あたしにはもう必要ないから」


    　と言って渡された革袋には、水筒や毛布のほかに、地図とコンパスも入っていた。


    　おかげで進むべき方角に迷うことはほとんどなく、旧ガルディア魔導帝国を目指す旅は、意外なほど順調だった。


    　二人が今いるこの農村は、近くに狩猟に適した森があるため、狩りの季節になると外から訪れる者も少なくないらしい。おかげで村人はよそ者を特別警戒したりしないし、村に一軒だけある商店には、村人たちのための生活雑貨以外にも、旅に必要なものがそれなりにそろっていた。ネロたちは食料の補給に、その店に立ち寄っていた。


    　店の主あるじは二十代前半と思われる若い女で、布で出来た小さなものを手に、カウンターから声をかけてきた。「お待たせ。我われながら上う手まく出来たと思うよ」


    　女主人が手にしていたのは、人形に着せるような小さなワンピースだった。カウンターの上には、魔法生物の月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハが微動だにせず横たわっていた。月光揚羽は今、〝妖よう精せいの人形〟ということになっているのだ。しゃべることはもちろん、まばたきすら許されない。


    　女主人は月光揚羽をひょいとつまみ上げて、小さなワンピースを着せた。


    「うん、ばっちりだね。時間があったらパンツも仕立て直してあげるんだけど」


    　ワンピースの後ろ側が大きく開いている。背中から生はえた月光揚羽の羽が邪魔にならないような作りだ。女主人が、売り物の人形の服に手を加えて、特別に作ってくれたのだ。


    「わぁ素敵。とっても可愛かわいいわ。ねぇネロ」


    　月光揚羽を受け取ったアーシェが喜びの声を上げる。


    　それから瞳ひとみを閉じて、胸に手を当て、深く息を吐いた。高ぶってきた心を冷ましているのだろう。ネロは「えぇ」と頷うなずき、女主人に礼を言った。「素晴らしい腕前ですね。こちらのお店は服の仕立てなんかもしてるんですか？」


    「ふふふ、まぁね」と、女主人は得意げに胸を張る。「うちはこの村に唯一のお店だからね。欲しいと言われたものはなんでも仕入れるし、頼まれたらなんでもやるのが代々の信条なんだ。その代わり、もらうものはもらうよ」


    　ネロは小さなワンピースの代金を快こころよく支払った。さらに堅パンや干し肉など、保存の利く食べ物も大量に買い込んだ。女主人は上機嫌で、瓶詰めのレンズ豆をおまけしてくれた。


    「こんなにたくさん買ってくれたお客は久しぶりだよ。ところであなたたち、これからどこへ行くんだい？　今のが二人分の食料だとすると、ずいぶん遠くまで行くつもりなんだね。──っていうか、そもそもあなたたち、二人だけで旅してるのかい？」


    　女主人は興味津々でカウンターから身を乗り出す。ネロは苦笑いをしながらアーシェと顔を見合わせ、こういうときのためにあらかじめ用意しておいた作り話を語った。


    「僕たちは姉弟なんです。両親が死んでしまったので、イリュシオンにいる親しん戚せきを頼ることになりまして、その旅の途中なんです」


    　イリュシオンとは、今いるメンシルヴェニアの南に位置する国だ。旧魔導帝国とは方角が近いので、他人から[image: ]せん索さくされたときは、こう答えることにしていた。


    　大抵の者は、「それは気の毒に。こんな子供だけで旅をするなんてねぇ」などと同情してくれた。しかし、この女主人は違った。瞳ひとみをギラリと光らせ、薄笑いを浮かべて言った。


    「姉弟だなんて噓うそだろう？　あたしの目は誤魔化せないよ」


    「……え？」


    　ネロは思わず言葉を失う。隣のアーシェも、息を呑のんで硬直する。


    　女主人はアーシェの頭にじっと視線を送った。アーシェの頭には上着のフードが深くかぶさっている。


    「さっきね、そのお嬢さんのかぶっているフードの奥がちらっと見えたんだ。ほら、あたしはカウンターに座っていて、目線が低かったから」


    　両手の人差し指を立てて、自みずからの額ひたいにあてがい、


    「だからお嬢さんの額から小さな角つのが二本生はえているのが見えたんだ。あなた、角つの人びと様だったんだね」


    　ネロには角が生えていないから、姉弟でないことは明白だ。


    「いや、そ、それは……」


    　あたふたとネロが口ごもっていると、女主人は楽しそうに目を細める。


    「当ててみようか？　あなたたち……駆け落ちしたんだろう!?」


    「……は？」


    　呆あつ気けにとられるネロに構わず、女主人は続ける。「そちらのお嬢さんは、角人様でありながら、人間の坊やを好きになってしまったんだね？　身分違いの恋、許されざる恋、だから二人は手に手を取って、誰だれも知らない場所へと逃避行──。切ないわぁ。お姉ねえさん、キュンキュンしちゃう。大丈夫よ、このことは絶対、誰にも言わないから」


    「ち、違います。僕たちは、あの──」


    　なにやら妄想をふくらませている彼女に、ネロは慌てて誤解を解こうとする。だが、


    「えぇ、実はそうなの」


    　アーシェの手が伸び、ネロの腕を抱き寄せる。「お父様はあたしとネロの恋を許してくれなかったわ。だからあたしたち、家を捨てたの。二人で暮らせる場所を探して旅をしているの」


    　ネロは驚いた。顔が真っ赤になった。僕と、アーシェの──恋？


    　口をぱくぱくさせていると、ネロにだけ聞こえるようにアーシェが囁ささやいてくる。「そういうことにしておきましょう。話を合わせたほうが余計に疑われなくていいじゃない」


    　そして片目をぱちりとつむった。


    　作り話を真に受け、「やっぱりねぇ」と頷うなずいている女主人を見て、くすっと笑う。どうやらアーシェはこの状況を楽しんでいるようだ。やれやれと、ネロは額ひたいに滲にじんだ汗を手で拭ぬぐう。


    「お姉ねえさんはあなたたちの味方だよ。これも持っていきな」


    　女主人は魚の干物も一枚おまけしてくれる。それから急に深刻な顔となり、こう言った。


    「だけどさ、イリュシオンに行くのはやめたほうがいいんじゃないかな。あの国は、あまりいい[image: ]うわさを聞かないよ」


    　この村はイリュシオンとの国境ともほど近い。だから、向こうの国の情報がいろいろと流れてくるそうだ。イリュシオンでは、王おう侯こう貴族が贅ぜい沢たくをするために重税を強しいていて、多くの民が苦しんでいるという。


    「おまけに最近になって、元から高かった関税がさらに高くなってね、行商人たちの足がすっかり遠のいちゃったんだ。この村に来てくれる行商人も減っちゃって、うちの店も迷惑してるんだよ。あなたたち、行くなら別の国にしたほうがいいんじゃない？」


    「そうなんですか。そうですね、ちょっと……考えてみます」


    　ネロは、女主人の忠告を素直に聞くふりをした。


    「なんなら、この村に住んだら？　店を手伝ってくれるなら、一部屋貸すよ？」という女主人の誘いを丁重に断り、二人は店を出て、村をあとにした。


    



    　村から離れ、人目がなくなると、月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハはアーシェの手の上で、両腕両足をぐぐぐっとまっすぐに伸ばした。


    「あーもう、じっとしてるの疲れたよ。人形のふりは二度とごめんだからね？」


    　首をコキコキと鳴らしながら立ち上がると、ふわりと飛んで、アーシェの頭の上に着地する。ワンピースのスカートをつまんで、難しい顔をした。


    「なんかこれ、ひらひらしてて飛びづらいなぁ。着なきゃダメ？」


    「え？　いや、ダメってことはないけど、アゲハ、裸でずっと寒そうにしていたじゃないか。服を着ていたほうがいいだろ？」


    「うーん、まぁ、確かに裸でいるよりは暖かいけど……」


    「あら、いいじゃない、アゲハ」と、アーシェが言う。「とっても可愛かわいくて似合ってるわ。あたしもそんなワンピースが欲しくなっちゃった」


    「……そう？」月光揚羽はうつむき、右に左に首を動かして、ワンピースを着た自分の姿を確認する。「ネロはどう？　可愛かわいいと思う？」


    「え……う、うん、可愛いと思うよ」


    「そっかー……」


    　月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハはくるりと一回転する。スカートの裾すそがひらりと舞い上がる。


    「うん、じゃあ気に入った」


    　そう言って、嬉うれしそうに笑った。


    　無邪気な現金さに、ネロとアーシェはぷっと吹き出す。


    　そこに悪意などなかったし、月光揚羽も呆あきれられたとか、馬ば鹿かにされたとか、そんなことはちっとも思っていないようだ。


    　皆、楽しいから笑っている。


    　しばらく、くすくすと笑い合った。


    　やがて月光揚羽は、笑い疲れたように座り込んで、アーシェの頭のフードをぐいっとめくった。アーシェの額ひたいがあらわになる。額の両端から伸びた二本の角つのが、前髪の下からにょきっと顔を出している。


    「アーシェの角、だいぶ大きくなったよね。フードをかぶったくらいじゃ、またさっきみたいに誰だれかに見つかっちゃうんじゃない？」


    　今や角は、親指ほどの大きさに成長していた。
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    　角つのが生はえ始めた頃ころのアーシェは、ことあるごとに角を触っては、憂ゆう鬱うつそうなため息を漏もらしていた。鏡を見るのが怖いわと不安をこぼし、たんこぶみたいに、そのうち小さくなって消えてくれないかと本気で願っていた。


    　落ち込んでいる彼女を、ネロは一生懸命慰めた。「そんなに気にすることないですよ、アーシェ」「モーガンさんだって角が生えているけど綺き麗れいじゃないですか」と。


    　しかし、その言葉で、アーシェは逆にへそを曲げてしまう。


    「ネロはモーガンさんみたいな人が好きなのね。ああいう大人っぽい顔立ちなら、確かに角も似合うでしょうね。けど、どうせあたしは子供っぽいわ！」


    　アーシェだってモーガンのことが嫌いなわけではない。だが、ネロがほかの女性を褒ほめたことが気に入らなかったようだ。アーシェが機嫌を直すまで、ネロは必死に弁解を続けた。ネロとしては、子供だから角が似合わないなどとは思わなかったが、そんなことを言えばアーシェが子供っぽいと認めることになる。なんとか別の切り口で説得しなければならなかった。


    「えっと、つまり、その…………そう！　アーシェもいずれ、ミドナさんみたいな素敵な大人の女性になりますよ。だから、あの、大丈夫です！」


    　最終的にはこの言葉が決め手となった。


    　亡き母親であるミドナを褒められることは、アーシェにとっても喜ばしいことだった。そういうことならとようやく納得し、ネロはほっと安あん[image: ]どのため息をこぼしたのだった。


    　ここ最近、アーシェがフードをかぶって角を隠すようになったのは、単純に人目につきたくないからである。その大きさを確かめるように、二つの突起を指でさすり、アーシェは頭の上の月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハに向かって「そうね」と呟つぶやく。


    「これからもっと目立つようになったら、もうネロとあたしが姉弟って設定は通じないわ。ねぇネロ、だったら今後は、さっきのお店で言った設定でいきましょう。あたしとネロは恋の逃避行中──ね？　あたしが昔読んだ本に、そういう物語があったわ」


    　アーシェは、かつて読んだという物語になぞらえて、自分たちの新しい設定をあれこれと考えていく。アーシェはとある国の領主の娘。ネロはその召し使い。アーシェの母親はすでに亡くなり、父親の領主は、ゆくゆくはアーシェを王族の息むす子こに嫁入りさせようと考えている……。


    （父親……アーシェのお父さんか……）


    　ネロはふと思った。ミドナが魔法使いである以上、父親が角つの人びとでない限り、アーシェに角が生えてくるわけがない。となると、領主かどうかはわからないが、アーシェの父親は貴族階級である可能性が極めて高かった。


    （でも角人は、魔法使いを貶おとしめる世界を作った張本人だ。その一人が、貴族の身分にありながら、〝魔女〟に自分の子供を産ませたりするだろうか……？）


    　もちろん角人にもいろんな者がいるということは、モーガンと知り合ったネロにはわかっている。魔法使いを愛する角人など絶対にいない、とは言いきれないだろう。


    　自分の父親についてなにか知っていることはないのかと尋たずねてみたが、アーシェは首を横に振った。ミドナはそのことに関して一切口を閉ざしていたという。母親のどこか申し訳なさそうな態度から、〝この質問はママを困らせる〟と子供心に察したアーシェは、それ以上追求することをやめた。知りたいという気持ちも捨てた。もとより、物心ついたときからいないのが当たり前だった父親への興味は、すぐにどうでもよくなったのだそうだ。


    　しかしネロは気になった。アーシェの父親がどこかの貴族で、それなりの権力を持っているなら、アーシェに安全な生活を与えることもできるのではないか？　アーシェがこの旅の目的を果たし、死者を蘇よみがえらせる魔法の力にしっかりと目覚めたら、ミドナから父親のことを聞き出すこともできるだろう。あるいはその父親はすでに亡くなっているのかもしれないが、もしそうでないなら訪ねていってみようか？　向こうにも角つの人びととしての立場があるだろうが、実の娘が可愛かわいくない親など──


    （いや、そうとは限らないか……）


    　ネロはハンスのことを思い出した。魔法使いの母親と、人間の父親の間に生まれた彼のことを。彼の父親が、人間同士の暮らしを諦あきらめられずに、彼とその母親を捨てたことを。


    　アーシェの父親も、魔法使いのミドナとアーシェを煩わずらわしく思って捨てたのだろうか？　角人が〝魔女〟と関係を持ったなどと世間に知れたら大スキャンダルになるだろうから、その可能性は充分にあるだろう。


    　自分の父親が角人であるとわかった今でも、アーシェがそのことに興味を示そうとしないのは、自分たちは捨てられたのかもという不安から目を背そむけているのかもしれない。


    「それでね、あたしが読んだその本では、角人の少女と人間の少年は、結局死に別れてしまうの。初版では二人は結ばれて幸せになる結末だったらしいけど、国の偉い人から〝けしからん内容だ〟って咎とがめられて──ねぇ、ネロ、聞いてる？」


    「え？　あ……は、はい、聞いてますよ」


    「ほんとに？　ならいいけど……。あ、そうそう、新しい設定のことなんだけどね」


    　アーシェはまた、二人の新しい設定の話──令嬢アーシェと召し使いのネロのなれそめなど──を語りだす。とても楽しそうだ。物語を考えたりするのが好きなのだろうか。


    　夢中になって話し続けるアーシェに、ネロは微笑ほほえみと相づちを何度も返した。そして思う。


    （アーシェの父親が不在なのは、なにかやむを得ない理由があってのことなんだ。生きているなら、きっと今も、どこかでアーシェたちの身を案じているに違いない）


    　そうであってほしいと心から願った。


    〝魔女〟は世界に嫌われている。アーシェは生まれたときから、すでに充分なほどの悲しみを背負っている。


    　もうこれ以上、彼女の人生に不幸の種が埋まっているなど、考えたくなかった。


    　終わらないアーシェの話を聞きながら歩きだす。農村の田園風景が終わると、森と草原が行く手に広がった。このまま南下すればイリュシオンとの国くに境ざかいにたどり着くが、もちろん目指す方向はそちらではない。


    　南にある程度進んだら、街道を外はずれて今度は東に向かうのだ。メンシルヴェニアとイリュシオンとの国境線に沿うように歩いていけば、やがて足を踏み入れるだろう。


    　かつてガルディア魔導帝国と呼ばれた地に。


    　その皇都跡へ行けば、アーシェの不完全な魔法の力が完全覚かく醒せいする。その力、死霊魔法により、ネロの亡き妹アンゼリカが蘇よみがえるのだ。


    　それはネロにとって、もっとも大事な願いである。生きる意味といってもいい。


    　アンゼリカが蘇ったときのことを考えると、夜もなかなか寝つけぬほどに気が高ぶった。


    　そして、そのときには、アーシェの母親ミドナも蘇っているはずである。泣きながら幼おさな子ごのようにミドナに抱きつくアーシェの姿が、ネロにはありありと想像できた。一日も早く、その想像を現実のものにしなければならない。


    　ネロはアーシェの喜ぶ姿が見たかった。


    　それもまた、今のネロの、心からの願いだった。


    



    　　　　　　　　　　２


    



    　エスタルトの兵士モーガン・フォルスタインは、未いまだ任務の途中だった。


    　自国の王城から盗まれた〝真実の書〟なるものを取り戻すことが、彼女に課せられた任務である。モーガンは賊の男ハンスを追いかけ、あと少しで真実の書を手にすることができるところだった。しかし、ギルダという魔法使いの女に先を越された。みすみす目の前で真実の書を持ち去られてしまったのだ。


    　ギルダの手がかりを求めて、モーガンはメンシルヴェニアの王都に来ていた。


    　メンシルヴェニアの軍人であるレントという角つの人びととはちょっとした知り合いだった。レントは三十三歳の若さで騎士長を務めているほどの優秀な男だ。彼の手引きで、王城に隣接する王立図書館の、一般人は立ち入りできない地下区域へとやってきた。レントのあとについていくと、天井まで届く書架にぐるりと囲まれた、丸い大きな部屋へと通される。部屋の中央の机には、無数の本が塔のように積み重ねられ、いくつもある本の塔の隙すき間まから、書物に読みふける老人の顔が垣かい間ま見みえた。レントは言った。「あれが我わが国一の宮廷学者殿だ。ご覧のとおり本に囲まれて生きているが、どこで仕入れてくるのか世俗の情報にも通じている。なんでも訊きいてみるといい」


    　モーガンは机のそばまで静かに歩み寄り、宮廷学者に深く頭を下げて、ギルダという魔女に心当たりはないか尋たずねた。宮廷学者は六十歳近い人間の男で、ぎこちない動作で椅い子すから立ち上がり、少し緊張したようなたどたどしい口調でしゃべりだした。


    「私は学者である以上、自分に答えられる質問を受けた場合は、いついかなるときもそれに答える義務があると思っております。食事中でも、便所で用を足している最中でも、三日間徹夜をして、今まさにベッドに倒れ込もうとする瞬間だろうとです」


    　老学者はなにかに急せかされるような早口でさらに述べる。


    「しかし、誰だれにでも、というわけにはいきません。知識は扱う者次第で、非常に危険な武器とも兵器ともなりますからな。もちろん質問の内容によっては、そのような心配は杞き憂ゆうに過ぎないのですが、先ほどのあなたの質問は、おいそれと答えるわけにはいかない種類のものです」


    　魔女や魔導帝国に関する知識は非常にデリケートなものだ。うかつなことを言って異端者と見なされれば、いかに高名な学者といえど──いや、高名な学者だからこそ──ただではすまないだろう。老学者は言葉を切り、問いかけるような視線をレントに向けた。


    「あぁ、ご心配には及びませんよ、先生」レントはひょいと肩をすくめる。「彼女の名はモーガン・フォルスタインです。あなたならご存じなのでは？」


    「モーガン・フォルスタイン？」


    　老学者はぱちくりとまばたきし、モーガンの顔をまじまじと見つめた。〝極秘〟任務中のモーガンとしては、自分の身元を必要以上に明かしたくはなかったが、こうなってはやむを得ない。小さく頷うなずき、老学者の顔をじっと見つめ返す。


    「……あぁ、東の隣国カスパールが侵攻してきたとき、援軍として来てくれたエスタルトの部隊におられた方ですな。もちろん存じておりますぞ」


    　ぽんと手を打つ老学者に、モーガンは少々の驚きを禁じ得なかった。確かに数年前、メンシルヴェニアに援軍として派遣されたことがある。が、それほど目立った手て柄がらを上げたわけではなかった。他国の学者に自分の名前が知られているとは想像もしなかった。


    「さすがはこの国一番の宮廷学者。博識でいらっしゃる」レントはにこりと微笑ほほえんだ。「このモーガンは、まだ一介の騎士だった俺を、自みずからの身を挺ていして守ってくれたんです。人柄は俺が保証します。どうか彼女の質問に答えてやってくれませんか」


    　ふむ──と、老学者は呟つぶやく。


    　モーガンを頭のてっぺんからつま先まで興味深げに観察し、なにやら納得したように頷いてから、彼は口を開いた。


    「私の知っている限り、ギルダという名の魔女といえば──それはかの魔導帝国の皇帝になり損そこねた者のことですな」


    「皇帝に……なり損ねた？」


    「さようです」


    　老学者が言うには、三百年前まで大陸全土を掌しよう握あくしていた魔導帝国の最後の皇帝の娘の名がギルダというらしい。魔導帝国は代々女性が皇帝の位を継ぐことになっていた。ギルダは次期皇帝の第一候補だった。角つの人びとの反乱により魔導帝国が滅亡しなければ、おそらく皇帝の位を継ぐことができていただろう。


    「その魔女、ギルダが未いまだ生きている可能性はあるでしょうか？」


    　モーガンが尋たずねると、老学者より先にレントが呆あきれた声を出す。「おいおい、先生の今の話では、つまりギルダとは三百年前の魔女のことだぜ？　とっくに死んでるだろ」


    「恐れながら、その考えは少々──正確ではありませんな」


    　老学者は眉み間けんに皺しわを寄せて首を振った。


    「魔導種、つまり魔法使いは呼吸によって体内に魔力を生成します。そして魔力ある限り、魔法使いは人間や角つの人びとよりも遥はるかに長生きをします。記録によれば千年生きた魔女もいるそうです。その点では、ギルダが未だ生存していても不思議はありません」


    　だが、しかし──と言って、老学者は続ける。


    「魔導帝国が滅びた際、貴族階級の魔法使いは、赤子に至るまで残らず処刑されました。もちろん皇族もです。次期皇帝だったギルダも、このとき間違いなく処刑されたことでしょう。少なくとも、処刑を免除された者がいるという記録を、私は見たことがありません」


    「そうですか……」


    　モーガンは老学者に丁てい寧ねいに礼を述べ、王立図書館をあとにした。


    



    「それで、これからどうするんだ？」


    　尋ねてくるレントに、モーガンは答えた。


    「旧魔導帝国の地に行ってみようと思います。皇都の城跡を調べれば、ギルダについてなにかわかるかもしれませんから」


    　真実の書を奪っていったあの女が、三百年前の魔女ギルダであるか否いなかわからない。しかし、ほかにこれといった手がかりのない以上、たとえ無駄足になっても行ってみるしかなかった。


    「お世話になりました。ありがとうございます」


    　城内厩きゆう舎しやまでたどり着くと、モーガンはレントに深く頭を下げる。


    「なぁに、たいしたことじゃないさ」


    　レントはかぶりを振ると、右手を伸ばして、モーガンの顔に大きく刻まれた傷きず痕あとへ触れる。


    「この傷は、お前が俺をかばってくれたときについたものだ。お前の美しい顔に傷痕を残してしまった責任が俺にはある。一生かけても償つぐないきれないが、俺にできることがあるならなんでも言ってくれ」


    　指先が傷痕を優しくなぞる。


    　モーガンはすっと身を引き、レントの指から離れた。


    「この傷は、私が未熟だったためについたものです。レント殿のせいではありません」


    　きっぱりと言い、愛馬ミスティルテインの手た綱づなを取る。主人の帰りを待っていたミスティルテインは嬉うれしそうに一声嘶いなないた。


    　城門を潜くぐると、モーガンはもう一度レントに頭を下げてから、ミスティルテインにまたがった。レントはモーガンを見上げて言う。


    「お前がどんな任務を帯おびているのかは知らないが、そいつが終わったら国に帰る前に、また訪ねてきてくれ。俺の知っている、最高に美う味まい店でご馳ち走そうするよ」


    「わかりました。楽しみにしています」


    　モーガンはかすかに微笑ほほえみ、ミスティルテインの腹を蹴けって、並なみ足あしの合図を送る。ミスティルテインは緩ゆるやかに歩きだす。


    　遠ざかっていくモーガンの背中を眺めながら、レントは顎あごに生はえた髭ひげを撫なでさすり、しみじみと感じ入るように呟つぶやいた。


    「まったく、いい女だねぇ」

  


  
    



    　荒野の古城
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    　メンシルヴェニアの領地と、旧ガルディア魔導帝国の境目に、国境線を示すようなものはなにもない。目印となる川が流れているわけでも、長城や堀が延々と続いているわけでもない。


    　しかしネロは、自分たちが旧魔導帝国の地に足を踏み入れたことをはっきりと理解していた。辺りの風景が今までと一変していたのだ。


    　見渡す限り、どこにも木が生えていない。


    　しおれかけた背の低い植物が、薄茶色の大地をところどころ覆っていた。


    　アーシェは辛つらそうに眉まゆ根ねを寄せて、ため息と共に呟く。


    「旧魔導帝国の土地は荒野になっているって聞いたけど……これも三百年前の魔法使いのせいなのね」


    　魔導帝国が滅びる際、攻め落とされる寸前の皇城で、敗北を覚悟した魔法使いたちは大地に呪のろいをかけたという。以来、豊ほう穣じような恵みをもたらしていた土地は[image: ]やせて荒れ果て、人が暮らしを営めるような場所ではなくなった。かつての皇都周辺はさらに酷ひどいことになっているらしい。砂漠と化しているという[image: ]うわさも聞く。


    　そのため、魔法使いに替わって世界の為い政せい者しやとなった角つの人びとたちは、この土地を放棄した。


    　呪のろわれた旧魔導帝国は、どの国の領土にも属さない、見捨てられた不毛の領域となっている。


    　どこまでも広がる荒涼とした景色に圧倒されながらネロは言った。


    「僕たち、ついにここまで……あともう少しですね」


    　これまでの旅路に比べれば、目的地である皇都跡までの距離はあとわずか。おそらく数日のうちにたどり着くだろう。あと数日で──旅が終わる。苦労が報われ、願いが叶かなう。


    　ネロはごくりと唾つばを飲み込んだ。


    「……そうね、あと少しね」


    　アーシェは頷うなずき、今はまだ見えぬ目的地に向かって強い眼まな差ざしを送る。


    　そして胸に手を当て、大きく深呼吸した。左目の奥に、かすかな青い光が、火花のようにちりちりと瞬いている。旅の終点を意識して、彼女の心も騒いでいるのだろう。


    　旧魔導帝国の地に入ったネロたちは、ミドナが死に際ぎわに残した手紙を改めて読んだ。数枚にわたるその手紙には、アーシェの魔法の力を覚かく醒せいさせる儀式について、それから皇都の場所を示す簡単な地図などが記されていた。


    　ミドナの残した手紙はもう一通あったが、そちらのほうは封筒が未いまだ蜜みつ蠟ろうで封じられたままである。


    〈アーシェの儀式が終わるまで、決して見てはならない〉


    〈見れば、すべてが無駄になる〉


    　封筒にそう書かれていたからだ。


    



    　　　　　　　　　　２


    



    「……これっぽっちだと全然食べた気がしないわ。余計お腹なかが空すいてきちゃう」


    　薄い干し肉を指でつまんで、アーシェはため息をついた。


    　旧魔導帝国の地に入ってから二日目、数切れの干し肉とわずかな水という質素な夕食のひととき。


    　アーシェのいた城より持ち出した〝霊薬の小こ瓶びん〟によって、水は、滋養強壮の魔法の水へと変わっている。体力を維持するだけなら、この水を飲むだけでも充分なのだが、空腹感だけはいかんともしがたかった。だが、この先は食料を補給できるような町や村は存在しない。可能な限り節約しなければならなかった。


    　ネロは、最後の一口の干し肉を名残なごり惜しそうに呑のみ込んで、苦笑いをする。


    「〝賢者の袋〟のおかげで、飲み食いに困ることは、ここまでほとんどなかったですからね。この空腹に耐えることが、僕たちの旅の最後の難関なのかもしれません」


    　賢者の袋とは、ただの土をどんな金属にでも、金貨にでも銀貨にでも変えられる魔法の道具である。お金の心配がなくなったため、これまでの旅はなかなかに快適だった。ネロたちはお金のありがたさというものを心から理解した。そして今はお金の無力さを思い知っている。お金自体は、いくらあっても、食べてお腹なかの足しにすることはできないのだ。


    　ネロは水筒の魔法の水をそっと口に含む。柑かん橘きつ類の果物を搾しぼったような仄ほのかな甘味と酸味が喉のどに染み渡る。


    　アーシェもネロの真ま似ねをして、自分の水筒に口をつけた。カルロッタからもらった旅の一式には水筒も含まれていて、ネロとアーシェは、二つになった水筒のそれぞれを自分用として持つことにしたのだ。


    　魔法の水を飲み終えたアーシェは、水筒の重さを確かめるように持って、チャポチャポと中身を揺らしてみる。


    「……結構軽くなってきたような気がする。大丈夫かしら」


    　ネロの水筒も、残りはもう半分を切っているだろう。本来なら、ここで引き返さなければ、帰りの分の水が足りなくなってしまう。


    （旧魔導帝国に入ってから、自然の水場を一度も見ていない。川も湖も、どこにもない）


    　植物に覆われていない剝むき出しの地面は、雨や風で表面の土がどんどん削られていく。土の層が薄くなれば、雨水を溜ため込む保水力が低下し、結果、大地はひからびていく。


    　おそらく今後も、川や湧わき水などで給水できる機会はまずないだろう。


    　それでもまだ先を目指すのは、ミドナの手紙に描かれた地図によれば、皇都跡までの道のりの途中に小さな古城があるからだ。その古城には〝涸かれない井戸〟がある、という注釈が地図に添えてあった。その古城で水の補給ができる、と。


    　地図どおりなら、ネロたちが旧魔導帝国の地に入ったところから南南東の位置に、その古城はあるらしい。しかし、注意深く歩いてきたつもりだが、今のところ、それらしいものは見当たらなかった。


    「水筒の水がなくなる前に、その古城が見つからないとまずいわよね……」


    「そうだよ、僕も困る」


    　月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハが憮ぶ然ぜんとした顔でアーシェの頭の上に寝っ転がっていた。


    「アーシェの血が最近ちょっとドロッとしてきたよ？　僕はもっと、すっきりとした飲み口が好みなんだけどなー」


    　月光揚羽はアーシェの血を吸い、血に含まれた魔力を吸収することで生きている魔法生物だ。大事なのは魔力の補給なのだが、どうやら血の味にもこだわりがあるようだ。


    「きっと充分な水分を摂とってないからだよ。健康にもよくないよ？」


    　血の味の好みはともかく、月光揚羽の言うことにも一理ある。水を我慢しすぎて脱水症状になってからでは遅いのだ。


    　ネロは言った。「今はしょうがないよ、アゲハ。もうしばらく我慢して。地図どおりの場所に古城があるなら、そろそろ見つかるはずだからさ」


    　きっと明日には見つかるだろう──


    　という結論で話を締め、一同は早々に眠ることにした。


    　砂漠ほどではないだろうが、植物のまばらな荒野という土地も気温の変化が急速だ。つまり熱しやすく冷めやすい。ようやく春らしくなった今の時季、太陽の出ている昼間は、まるで初夏のような暖かさになった。それが日没後には、冬が忘れ物を取りに戻ってきたかのような肌寒さとなる。


    　カルロッタからもらった旅の一式のおかげで毛布も二枚になった。だが、旧魔導帝国の地に入ってから、一枚では寒いとアーシェがだだをこねだす。といっても、ネロの毛布もよこせというわけではなかった。


    「──今夜も冷えるわ。ねぇネロ、やっぱり一枚より二枚のほうが温かいわね」


    　背中越しに聞こえるアーシェの声は、どこか楽しげだ。


    　今二人は、寄りかかれるような木が見当たらぬため、互いの背中を預け合って地面に座っている。毛布を二枚重ねにして、二人の身体からだをまとめて包み込んでいる。


    「……そうですね」


    　結局、毛布が一枚しかなかったときと同じ状態だった。心臓の鼓動がドクンドクンと高まっているのが、ぴったりとくっついた背中から伝わってしまうのではと心配になる。


    　しかしアーシェは相変わらず、特に照れた様子もなかった。未いまだにネロのことを異性として意識していないようである。


    （もしかしたらアーシェは、これから先もずっと、僕のことを異性だと思わないのかもしれないな……）


    　ネロはあくまで家族のような存在。いつかアーシェが一人で生きていけるようになったら、ネロの手を離れて、ネロ以外の男性と恋に落ちるのかもしれない。


    　ネロの胸がちくっと痛む。


    （それが嫌いやだっていうのか？　じゃあ、どうなりたいんだ？）


    　自分でもよくわからなかった。アーシェのことは異性として意識しているし、アーシェを守るために全力を尽くしてきた。アーシェには幸せになってほしいし、笑っている彼女をとても可愛かわいく思う。


    （僕はやっぱり……好きなのかな）


    　ただ、ネロとアーシェの関係には大前提がある。


    〝アーシェが死霊魔法を使いこなせるようになったらアンゼリカを蘇よみがえらせる〟


    〝だからネロはアーシェを守る〟


    　この約束が二人の関係の原点なのだ。二人を最初に繫つないだのは利害関係だった。


    　もし仮に、旧魔導帝国の皇城が想像以上に荒れ果てていて、アーシェに儀式を施ほどこすための地下室も崩ほう落らくした土と石に埋まっていたら？　儀式が行えなければ、アーシェの魔法の力は覚かく醒せいしない。アンゼリカは蘇よみがえらない。


    　そのときネロは、アーシェに対する想おもいを持ち続けることができるだろうか？


    （……わからないな。そんなことは、そのときにならないと）


    　仮定があまりに重すぎて、深刻すぎて、今のネロには想像できなかった。


    　そんな先のことよりも、ネロは別の、もっと差し迫った問題について考える。


    （旧魔導帝国の皇城よりも、井戸があるという古城が無事であるほうが今は大事だ）


    　その古城も、やはり三百年前から放置されているはず。まだ健在なのだろうか。なんの補修もされないまま長年風雨に晒さらされ続け、ついに耐えきれず崩壊していたらどうしよう？


    　いかに〝涸かれない井戸〟があっても、井戸そのものが瓦が礫れきの下に埋まってしまっていては手が出せない。あるいは、そこが崩れた城跡であることにすら気づかず、通り過ぎてしまうかもしれない。どちらにせよ水の補給ができなければ、皇城でアーシェの儀式をつつがなく済ませたとしても、そのあと帰ってこられなくなる可能性がある。人間は水を飲めないと三日ほどで死んでしまうそうだ。


    （明日、井戸があるという古城が見つからなかったら、いったん引き返すことを考えたほうがいいかもしれないな）


    　焦ってもろくなことにはならないさ。


    　心の中でそう言い聞かせる。逸はやる気持ちと、背中に感じるアーシェのぬくもりのことはいったん忘れて、ネロはかすかに生じた眠気に集中し、身をゆだねた。


    



    　翌日、ネロの心配は──半分だけだが──アーシェの歓声と共に解消された。


    「見て、ネロ、あれ！　あれがお城じゃない!?」


    　ネロたちは広大な平地を歩いていた。かつては草の生おい茂る大平原だったかもしれない。奥深い森だったかもしれない。でも今は一本の木も生はえていないから、視界をさえぎるものはなにもない。


    　アーシェの指差す先、遥はるか遠くに緩ゆるやかな丘があり、その上に建造物と思わしきものが確かに見えた。じっと目を凝こらして数秒──


    「あれは……城壁でしょうか？」


    「きっとそうよ！　ほら、塔みたいなのもあるわ！」


    　にわかに心が躍りだす。水の補給ができるということ以上に、ミドナの手紙に書いてあることが正しいとわかったのが嬉うれしかった。手紙に従うことで、自分たちは目的地に向かって正しく進んでいるのだ。


    　二人は喜び勇んで丘へ向かった。朝から歩き詰めで、そろそろ昼食のための休憩を取ってもいい頃ころ合あいだったが、期待に背中を押されて足取りはむしろ速まる。


    　ただでさえ少し汗ばむような陽気のなか、せっせと足を動かせば、息は乱れ、喉のどは渇いた。


    　額ひたいに浮き出た汗を拭ぬぐって、アーシェは前を向いたまま呟つぶやく。「ネロ、あそこに〝涸かれない井戸〟があるのを間違いなく確認したら、あたしその瞬間、水筒の中に残っている水を一気に飲み干すわ……！」


    　ネロは頷うなずく。そのときはネロも、腹がたぷたぷになるまで飲んでやろうと心に決める。


    　近づいていけば、丘の上に見えたのは間違いなく城壁だった。


    　そして思ったよりも早く着いた。相当に離れているのかと思ったら──違った。建造物が想像したよりも小さくて、遠くにあるように見えていたのだ。


    〝小さな古城〟と、ミドナの手紙に書いてあったとおり、城にしては小さかった。古びていた。石で造られた城壁のあちこちが欠けて崩れ落ち、地面に瓦が礫れきが散乱している。三百年の歳月により、かつての堅けん牢ろうさはだいぶ失われてしまったのだろう。


    　しかし、やすやすと乗り越えられるほど大きく倒壊している箇所は今のところ見当たらない。なんとか城壁としての体裁を保っているという感じだ。


    　まるでこの城は、ネロたちが来るのを知っていて、今日まで必死に持ちこたえていた──そんな感傷がふと脳裏をかすめる。


    「ふーん、アーシェの住んでいたお城の城壁より、だいぶ低いんじゃない？」


    　城壁のてっぺんを見上げながら、月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハが言った。


    　城壁の高さは、二階建ての家の屋根と同じくらいだろうか。城壁の範囲はほぼ正方形で、四つの角から塔が伸びている。あの塔から四方を見張っていたのだろう。


    　確かに、アーシェのいた城の城壁の高さには及ばない。が、素手でこれをよじ登るのはさすがに厳しい。


    「門はどこかしら。探しましょう」アーシェが先に立って歩きだす。


    　城壁に沿って歩いていくと、すぐに城門が見つかった。


    　大きな木製の門もん扉ぴがそびえていた。だが、状態は城壁以上に劣化が進んでおり、板を張り重ねただけの不格好な修繕がなされていた。おや？　と、ネロは首をかしげる。


    （張りつけてあるこの板は、そんなに傷んでないな。それに打ちつけられている釘くぎも、わりと新しいもののようじゃないか）


    　この修繕が施ほどこされたのは、つい最近？　少なくとも三百年前だとは思えない。


    　だとしたら、いったい誰だれが──


    「門から離れて！」


    　その声は稲妻の如ごとく上から響いた。


    　敵意のこもった鋭い声。


    　ネロもアーシェも、ぎょっとして思わず顔を上げる。月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハは、後ろに下ろしていたアーシェのフードの陰に慌てて飛び込む。


    　門の上、城壁のてっぺんに、鎧よろいをまとった人物がいた。胸壁の凸でこ凹ぼこの隙すき間まから身を乗り出し、こちらを見下ろしている。


    　その者は胸ブレスト甲プレートに籠手ガントレツトと、鉄製の厳重なる防具を身につけていて、いかにも戦場の兵士といった装いだった。きっと脛当てグリーブも装備しているに違いない。しかし、兜ヘルメツトはかぶっていなかった。


    　だからすぐにわかった。


    　少女だ。ネロと同い年か、あるいは年下かもしれない。


    　そして頭からは三本の角つのが生はえていた。角つの人びとだ。


    　角人少女は、獣けものが唸うなるような声で問いただす。「あんたたち、なんなの？　ここへなにしに来たの？」
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    　相手は明らかにこちらを警戒している。しかし、ネロのほうこそ不思議だった。いったいこの少女は何者なんだろう。この城に住んでいるのか？　こんな呪のろわれた不毛の地に？

  


  [image: ]


  
    　考えてもわからない。とにかく話をするしかなかった。


    　ネロは敵意がないことを示すように、努めて真しん摯しな態度で呼びかけた。


    「あ──あの、僕たちは、旅人なんです」


    「旅人……？」角つの人びと少女の眉み間けんに皺しわが寄る。


    「そうなんです。わけあって、えっと、旧魔導帝国の皇都跡を目指していまして、それでちょっと、ここに立ち寄ったんです。あの、ここには井戸がありますよね？」


    　角人少女はじっとネロを見つめながら、やがて小さく頷うなずいた。よかった、やっぱりあったんだと、ネロは嬉うれしくて跳び上がりそうになった。


    　アーシェはすでにぴょんと跳び上がっていた。「やったわ、ネロ！」歓声を上げ、リュックサックから出した水筒の口を開ける。早速一気飲みするつもりだ。


    「アーシェったら、まだ早いですよ」ネロは思わず微笑ほほえみ、城壁の上に向かってまた呼びかけた。「すみません、とりあえず中に入れてもらえますか？」


    　だが、角人少女は首を横に振った。「駄目だよ」


    「え？」


    　予想外の返答だった。


    　乾いた風がびゅうと吹き抜け、城壁にぶつかって砂すな埃ぼこりを舞い上げる。目に入ってチクチクと痛む。咳せき込み苦く悶もんするネロたちに構わず、角人少女はさらに述べた。


    「悪いけど、あんたたち怪しすぎるよ。子供が二人だけで〝呪のろわれた地〟に来ているなんて、それだけでも普通じゃないのに、旧魔導帝国の皇都跡？　そんなところに行って、なにするつもりなの？」


    「そ……それは……」


    　目の痛み、喉のどのむずむずが収まり、咳せきが止まっても、ネロは答えられなかった。


    　正直にすべて話すわけにはいかなかった。アーシェが魔法使いであることを明かさなければならなくなるからだ。なにか上う手まい言い訳はないものだろうか。


    　どうしようかと顔を見合わせ、ネロとアーシェは黙り込んでしまう。アーシェの考えた〝駆け落ちした二人〟という設定では、皇都跡を目指す理由が説明できない。だが、こんなところで人に会うとは思わなかったから、ほかにはなにも考えていなかった。


    　角人少女は、見下ろすというより、卑いやしい者を見下すような冷たい眼まな差ざしとなった。ふんと鼻を鳴らす。「そんな適当な噓うそで、よく人を[image: ]だませると思ったもんだね。それともこのあたしが、よほどの間抜けだと、舐なめられたってこと？」


    「違うわ！　あたしたち、噓なんかついていない！　あたしたちは──」


    　アーシェは角人少女に向かって叫んだ。だが、それ以上はなにも言えなかった。うつむいて、悔しそうに唇くちびるを嚙かむ。


    「アーシェ、落ち着いてください」ネロは城壁の上の彼女に聞こえないように囁ささやいた。アーシェは胸に手を当てる。「……わかっているわ」と言って、静かに息を吐く。


    　その間も、角つの人びと少女の瞳ひとみは氷のように冷たいままだ。


    「噓うそをついていないなら、納得のいく説明をしてくれる？　それができないなら、あたしはあんたたちを信用したりしない。この門は絶対に開けないよ」


    　頑かたくなだった。このままではらちが明かない。今度はネロのほうから問いかけた。


    「あの、この城はあなたの──あなたの家が所有するものなんですか？　ここは、魔導帝国時代に造られたものなんじゃないんですか？」


    「……こんな城とは縁もゆかりもないよ。知らないけど、きっとあんたの言うとおり、かつての魔法使いたちが造ったものだろうね」


    　角人少女の視線が宙を泳ぐ。ばつが悪そうに、声が少しだけ小さくなった。「でも、今は、あたしたちが使っている」


    「なによそれ！」アーシェが声を荒らげた。「それってつまり、勝手にこのお城に居座っているってことじゃない。だったらあたしたちが中に入るのを止める権利なんかないはずよ。ネロ、構わないわ。あたしたちも勝手に入りましょう」


    　城門に両手を当て、アーシェは渾こん身しんの力を込めて押し開こうとする。


    　だが、当然といえば当然だが、内側に閂かんぬきがかけてあるらしく、城門は動かなかった。角人少女は呆あきれたように笑う。「無駄無駄。諦あきらめてとっとと立ち去りなよ」


    　それでもアーシェは諦めず、食い縛った歯の隙すき間まから気合いの唸うなり声を漏もらす。


    「ふんぬぅ～」


    　城門は開かない。


    　だが、ミシミシと軋きしみだした。


    　角人少女の顔色が変わる。「えぇッ……あ、あんた、もしかして角人なの!?」


    　二本の角が生はえ始めて、アーシェの膂りよ力りよくは以前より遥はるかに強くなった。角人としての超人的な身体能力が目覚め始めているのかもしれなかった。今の彼女なら、傷みの進んだ木製の門もん扉ぴくらい破壊しかねない。


    「ちょっと、ねぇ、やめて！　その門を壊したらただじゃおかないんだから！　やめてったら！　あ、あ、やだ、ほんとに壊れちゃう！」


    　角人少女は目を剝むいて、なかば悲鳴のように叫んだ。先ほどまでの兵士然とした態度はどこかに飛んでいって、年相応の少女のようにあたふたし、きゃあきゃあ騒ぐ。


    　それでもアーシェは知らん顔で、容赦なく全力で押し続けた。「聞こえない。なーんにも聞こえないわ！」


    　メキメキ、ミシッ。


    　今にも壊れそうな音が鳴り響く。もう無理だ、これ以上は耐えられないと、城門が泣き叫んでいるようだった。


    「やめてって言ってるでしょ！　もう、あったまきた！　その門が壊れたら、ジェロームさまの領民が危険に晒さらされることになるんだから！　そんなこと絶対にさせない！」


    　角つの人びと少女は腰に提げていた長剣ロングソードを[image: ]さやから引き抜いた。胸壁の縁へりに足をかけて大きく身を乗り出す。あの高さから飛び降りるつもりか。


    　ネロは慌ててアーシェの腕をつかんだ。


    　角人少女が攻撃してきたら、ネロは迎え撃つしかない。だが、ことを荒だてるのは不本意だった。戦えば最悪、どちらかが死んでしまうかもしれない。子供といえど、角人はそれほど恐ろしい相手なのだと、ネロは知っていた。


    「ちょっ……アーシェ、待って！　いったんやめてください！」


    　今のアーシェの腕力はネロを遥はるかに上回っている。引っ張ってもびくともしないが、アーシェは険しい眼まな差ざしでネロを睨にらみ、ようやく城門から手を離した。


    「なんで止めるのよ！」


    　憤ふん慨がいして詰め寄ってくるアーシェの、左目がぼんやりと青い光を放ち始めている。仕草でそのことを伝えると、アーシェはあっと小さく叫び、両手で顔を隠してしゃがみ込んだ。


    「あの……僕たちは水の補給をしたいだけなんです！　もしも中に入れてもらえないのなら、水筒をお渡ししますので、水を入れてきてくれませんか！」


    　ネロは肩から提げた水筒を、精一杯高く掲げてみせる。


    　この願いすら断られたら、ネロたちは水を補給するために、一度メンシルヴェニアに戻るしかなかった。冗談じゃない、とネロは思う。一刻も早くアンを蘇よみがえらせたいというのに！


    　その思いを視線に込めて、角人少女の瞳ひとみをまっすぐに見つめる。


    　角人少女も、ネロの真意を探るように見つめ返す。


    　やがて胸壁にかかっていた彼女の足が、すっと後ろに下ろされた。角人少女は全身の力を抜くように深く息を吐く。長剣ロングソードを[image: ]に収め、その右手をネロに向かって差し出した。


    「……いいよ、水を[image: ]くんできてあげる。その水筒、ここまで投げられる？」


    　二階建ての屋根の高さだ。ちょっと難しいかもしれない。ネロはうーんと首をかしげる。


    「わかった。じゃあ、水筒が入れられる籠かごのようなものを下ろすよ。ちょっと待ってて」


    　そう言って、角人少女は背中を向けた。


    「ありがとうございます！　……あ、あのっ！」


    「……なに？」


    　首だけよじって振り返った彼女に、ネロは言った。「僕は、あの……ネロです！　この人はアーシェ！」


    「そう」


    　角人少女はネロとアーシェを交互に見ると、城壁の向こう側へさっさと降りていった。


    「……あたしはマルガレット」と、一言残して。


    　無駄な戦闘を避けることができて、ネロはほっと胸を撫なで下ろした。


    「なによ、なんなのよ、あの子。偉そーにしちゃって！」


    　アーシェは気が収まらぬようで、鼻息を荒らげながら、水筒の水をぐびぐびとあおった。先ほど宣言したとおり、全部飲み干すつもりだろう。ネロも自分の水筒の口を開けた。せっかく補給してくれるのだから、空からにして渡さなきゃもったいない──


    　不意に大声が上がった。


    　来たぞーッ！


    　声は城壁よりももっと高いところから聞こえてきた。おそらくは城の四方に建っている塔からだ。怯おびえと緊張の入り交じった、男の声だった。いったいなにが来たんだ？　と、ネロは辺りを見回す。


    　門の正面である西の方角に、いくつもの小さな人影が見えた。丘の上である、こちらに向かってやってくる。二十人ほどだろうか。馬に乗っている者もいる。


    　凄すさまじい勢いで駆け戻ってきた角つの人びと少女マルガレットは、胸壁にしがみつきながら身を乗り出して、やってくる一団を見据えた。


    「なんなの……ねぇ、籠かごは……？」


    　アーシェが呼びかけても、こちらを見ようともしない。


    「あいつら……よくもジェロームさまを……!!」


    　獣けもののように歯を剝むき出し、怒りと憎しみに燃える瞳ひとみで、マルガレットは近づいてくる者たちを凝視し続けた。
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    　それは兵士の一団だった。


    　城門から少し離れたところで前進を止める。馬に乗った、隊長と思わしき鎧よろいずくめの男が、鉄の兜ヘルメツトを脱いで声を張り上げた。


    「門を開けよ！　降伏するのだ！　さすれば、反逆者ジェローム・ブライアント以外の命は保証しよう！」


    「そんな言葉には[image: ]だまされないよ！　処刑はされなくても、ここにいるみんな、捕まったら収容所に入れられて、一生強制労働なんでしょう！　ろくな食事ももらえず、日の出前から夜遅くまで働かされて、心も身体からだもすり減らして、数年のうちに命を落とすんだ！」


    　マルガレットが怒鳴り返す。


    　隊長は[image: ]あざけるように笑い、肩をすくめた。


    　そして右手を挙げる。


    「──ならば今死ね！　皆殺しだ！」


    　右手を前に倒し号令をかける。板金鎧プレートメイルを装備した二十人ほどの歩兵たちが、長槍ロングスピアや戦斧バトルアツクスを手に、前進を再開した。


    「ネ……ネロ、このままだと、まずいんじゃないかしら……？」


    　アーシェが震ふるえながらネロの背中にすがる。


    　迫り来る歩兵たちの殺気が伝わってくる。拡散する殺気が周囲の空気を塗り替えていく。これはきっと、戦場の空気だ。殺し合いが始まる予兆だ。


    　ネロはアーシェの手を握る。


    「逃げましょう。ここにいたら、僕たちまで巻き込まれてしまいます」


    　彼らの事情はよくわからない。ただ、あのマルガレットという少女は、偉そうにしていてちょっと嫌な感じはあったが、兵士に追われるような悪人ではないように思えた。まるで自分のようだと、ネロは感じた。あり得ない濡ぬれ衣ぎぬを着せられ、軍から命を狙ねらわれるようになった自分と──。だが、それだけでマルガレットに荷か担たんするのは軽々な判断だと思われた。兵士を敵に回すということは、彼らの国を敵に回すということなのだから。


    「そう……でも、水はどうするの？　まだ、[image: ]くんできてもらってないわ」


    「しょうがないです。いったん離れて、あとでまた来ましょう」


    　ネロは、城壁に立つマルガレットをもう一度見上げた。彼女を見捨てるようで胸が痛んだ。


    （だけど僕はアーシェを守らなきゃならない。他人の戦いに下へ手たに首を突っ込むのは……）


    　アーシェの手を引っ張り、迷いを振り切るように走りだそうとする。


    　しかしアーシェは、城門の前から少しも離れないうちに立ち止まって、逆にネロの手を引っ張り返してきた。


    　驚いて振り返ると、アーシェが泣きそうな顔をしていた。


    「あ、あの……あのね……」


    　おずおずと口を開く。


    「あたし……また、わがまま言おうとしている。あのマルガレットって子、会ったばかりだし、偉そうだし、なんで兵士に追われてるのかも知らないわ。でも……」


    　アーシェの顔がくしゃくしゃに歪ゆがむ。


    「あたしにもよくわからないの。ネロは正しいと思うわ。だけど……あの子、このままだと殺されちゃうかもしれない。そう思ったら、このまま逃げていいのかって……」


    　アーシェの、うっすらと涙の滲にじんだ左目が、青い光を放ち始めた。


    　それは彼女の苦悩によるものだと、ネロは察した。


    　アーシェは〝死〟というものを恐れる気持ちが人一倍強い。目の前で殺されそうになっている者がいれば、放ほうっておくことができなかった。


    　だが、結局、それで戦うことになるのはネロだ。


    　だからアーシェは苦しんでいるのだろう。[image: ]かつ藤とうしているのだろう。


    　歩兵たちはすぐ近くまで来ていた。彼らは視線と短い言葉のやり取りでそれぞれの役割を決め、戦斧バトルアツクスを持った者たちが先頭に出る。生なま半はん可かな防具など叩たたき切ってしまいそうな重く分厚い刃で、城門を破壊しようというのだろう。そして、長槍ロングスピアを持った二人の歩兵が、ネロたちに向かってきた。やはり、〝皆殺し〟の対象に入れられたようだ。


    「ごめんなさい……」


    　震ふるえる唇くちびるで呟つぶやくアーシェに、ネロは言った。


    「いいんです。本当は僕も、このまま逃げるのは心苦しかったですから」


    　おかげで吹っ切れた。


    　ネロはアーシェを守る壁となって立ちはだかり、腰から提げた魔剣ストームブレイドを抜いた。アーシェは左目を見られないよう、歩兵たちに背中を向けて退く。


    　城壁の上から「あッ……!?」という声が聞こえた。マルガレットが驚きの目でこちらを見ていた。だがすぐに目を背そむけ、腰に提げた長剣ロングソードを抜き放つと、胸壁を蹴けって飛び降りる。重たい鉄の防具をまとっていながら、少しもよろけることなく着地すると、雄お叫たけびを上げ、敵に向かって猛然と駆けだした。幼く見えても、彼女はやはり角つの人びとなのだ。


    （さっき、見られたかな？　アーシェの左目が光っているのを。……まあ、今考えてもしょうがない）


    　大きく息を吸って、ネロは戦いに意識を集中する。その問題は後回しだ。


    　ネロの戦う意思に反応して、魔剣がその力を発動する。力は波動となって右腕から広がり、ネロの内側を駆け巡めぐって、身体能力を数倍に増幅させる。


    　力の波動の影響は脳にまで及び、精神活動を加速させた。思考速度が高速化した結果、相対的に時間の感覚が減速する。ネロに向かってくる槍やり兵へいが、まるで水の中を歩くような緩慢な動きになった。


    　世界が、ゆっくりに。


    「血の代償を──くれてやる！」


    　ネロが宣言すると、ストームブレイドの柄つか頭がしらから無数の〝触しよく手しゆ針しん〟が伸びて、ネロの腕に次々と突き刺さった。触手針は血を吸い上げ、代わりにさらなる力を発揮するのだ。


    　ストームブレイドの刀身から黒い靄もやが染み出す。


    　こちらに向かってくる二人の槍兵は、あと数歩のうちに、ネロを攻撃の間合いに捕らえようとしていた。その顔はまったくの無表情で、兵士でもない子供を殺そうとしていることになんの感情もないかのようだった。ただ、瞳ひとみだけは、ギラギラとした殺意の輝きを帯びている。前進しながら二人同時に、まったく同じ動きで槍を構える。


    　次の瞬間、ネロはストームブレイドを真横に振り抜いた。


    　黒い靄が尾を引き、一本の軌跡を虚こ空くうに描く。


    「……行け！」


    　従順な猟犬に命じるが如ごとく、ネロは一声発した。


    　そして軌跡は、槍やり兵へいたちに向かって勢いよく放たれる。黒い突風と化して。


    　世界がゆっくりに見えるネロには、槍兵たちの変化がはっきりと視認できた。


    　無表情だった彼らの顔が困惑に歪ゆがんでいた。武器の間合いにおいて圧倒的に有利なはずの自分たちが先に攻撃を受けるなど想像だにしていなかったのだろう。なにが起こっているのかわからないという顔のまま──黒い突風の一撃をまともに喰くらっていた。


    　激しい金属音が耳をつんざく。


    　黒い突風は、横に並んだ二人の槍兵へ、等しく同時に[image: ]きばを剝むいた。槍兵たちは後方に弾はじき飛ばされ、宙を舞い、地面に叩たたきつけられた。


    　ネロは素早く近づいて、二人の様子を確かめる。彼らの板金鎧プレートメイルの胸の部分に、横一文字の大きな凹くぼみが刻まれていた。二人とも白目を剝いてぴくりとも動かない。殺してしまったのだろうかと不安になる。


    〝だァァァ──────ッ!!〟


    　裂れつ帛ぱくの気合いが響いた。城門に群がる十数人の兵士たちを、マルガレットが必死に相手取っていた。斧おの兵へいの一人が戦斧バトルアツクスを振り上げて襲いかかる。マルガレットはそれをすんでのところでかわし、がら空あきになった相手の脇わき腹ばらに長剣ロングソードの一撃を叩き込んだ。多少ぎこちなかったが、それなりに訓練された動きだ。子供でも、一応は兵士としての修行を積んでいるのだろう。


    　だが、せっかくの一撃に長剣ロングソードのほうが耐えてくれなかった。


    　長剣ロングソードは半分ほどの長さであえなく折れてしまった。


    　斧兵の男は身体からだをくの字に曲げて苦く悶もんの叫びを上げるが、その目はまだ殺意の光を失っていなかった。振り下ろした戦斧バトルアツクスを、マルガレットに向けて再び振るう。


    〝クッ……!!〟


    　マルガレットは先の折れた長剣ロングソードを突き上げた。


    　刀身の断面が斧兵の喉のど元もとに深くえぐり込まれる。


    　その直後、戦斧バトルアツクスの刃がマルガレットに当たった。マルガレットは鉄の籠手ガントレツトで、なんとかそれを防御していた。


    　斧兵の首が奇妙な角度に曲がり、口から血を吐いて、彼は地面に倒れ伏した。


    〝囲めーッ！〟


    　残りの斧兵が引き下がり、槍兵たちがマルガレットを扇おうぎ状に包囲する。折れた長剣ロングソードを構え、マルガレットは追い詰められた獣けもののように唸うなるが、それでも城門の前から一歩も動こうとはしない。


    　ネロはストームブレイドを横よこ薙なぎに振り抜いた。「行け！」


    　黒い突風が後ろから槍兵に襲いかかり、三人を巻き込んで弾けた。吹き飛ばされた三人がぶつかってくるのを、マルガレットは〝うわッ〟と悲鳴を上げつつ、とっさに身を引いてかわす。


    　すべての歩兵たちがいっせいにネロのほうを見た。離れたところで状況を眺めていた隊長は、ネロがなにをしたのかをようやく理解したようで、大口を開けて馬上で凍りついていた。


    〝マルガレットさん、こっちへ！〟


    　ゆっくりの世界にいる彼女にもわかるように、ゆっくりの言葉で指示すると、ネロはまたすぐアーシェのそばに駆け戻った。腰を限界までひねり、ストームブレイドを大きく後ろに引いて構える。一瞬の間、マルガレットは逡しゆん巡じゆんしたが、槍やり兵へい三人が倒れて崩れた扇おうぎ状の包囲を抜けて、こちらに向かって駆けてきた。


    〝伏せて！〟


    　ネロの言葉に従い、マルガレットがなかば転倒するように地に伏した瞬間、ネロは腰の発ば条ねを最大に活いかし、歩兵たちに向けて渾こん身しんの力で黒い突風を射出した。
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    　歩兵たちの半数が戦闘不能になり、残りの者も大小様々な傷を負って、隊長はようやく撤退を決意した。死者は、マルガレットに首を叩たたき折られた、あの斧おの兵へいだけだったようだ。


    　ネロの戦う意思が収束するのにあわせて、触しよく手しゆ針しんが柄つか頭がしらの中にしゅるしゅると戻り、ゆっくりの時間が解除される。ネロはストームブレイドを腰の[image: ]さやに収める。


    　疲れた。頭が少しクラクラする。ストームブレイドに血を吸われるといつもこうだ。ネロは額ひたいから噴き出した汗を拭ぬぐって、ふぅと一息つく。


    　敗走する兵士たちが丘を下っていくのを注意深く眺めていると、アーシェが駆け寄ってきた。


    「ネロ～、大丈夫ぅ？」


    　と、その横を走り抜けて、マルガレットが先にネロの前にやってきた。立ち止まると、真剣な顔でじっと見つめてくる。「……あなた、ネロっていったよね？」


    「……え、えぇ」


    　マルガレットのほうが背が低いので、下から覗のぞき込むようにまじまじと目を合わせてくる。ネロは少し恥ずかしくなり、顔を逸そらして、一歩下がろうとした。だが、それに待ったをかけるように、マルガレットが両手を伸ばして、ネロの右手をがっちりとつかんだ。「ねぇネロ、あなたって……やっぱり魔法使いなの？」


    　マルガレットの視線が一瞬、ネロの腰のストームブレイドに向けられる。


    　ネロは慌てて首を振った。「い……いいえ、違います。さっきのは僕が魔法を使ったんじゃなくて、この剣の──魔剣の力を使ったんです。僕はただの人間です」


    「魔剣の力、ふぅん……。それ、ほんとね？　信じていいんだね？」


    　こくこくとネロが頷うなずくと、マルガレットの顔にみるみる笑みが広がる。そして元気よく叫んだ。「みんな、大丈夫！　この子は人間だよ！　あたしたちを助けてくれた勇者だよ！」


    　不意に後ろから大歓声が上がる。びっくりして振り返ると、城壁の上にいつの間にかたくさんの人が並んでいて、手を振りながら口々に感謝の言葉を叫んでいた。見張りの塔の窓から身を乗り出して、ネロに向かって帽子を振り回している者もいた。


    （な、なんだ、こんなに人がいっぱいいたのか……!?）


    　ざっと見ただけでも、二、三十人はいそうだ。大人から子供まで年はバラバラ。ただ、女性の姿のほうが多いようだ。皆、着古された質素な身なりをしている。どこかの農村にいそうな人たちである。


    　マルガレットは未いまだネロの右手を放そうとせず、


    「あいつらを追い払ってくれてありがとう、ネロ！　ジェロームさまに代わってお礼を言うよ！　あ、さっきは怪しいだなんて疑っちゃってごめんなさい。水が欲しいんだよね。井戸まで案内するよ。せっかくだから少し休憩していったら？　お昼ご飯はもう食べた？　たいしたものはないけれど、もしよかったら──」


    　ほとんど息継ぎもせずにしゃべり続けながら、じりじりと距離を詰めてくる。ネロは困惑した。近い、近いよ、このままじゃお互いの顔がぶつかっちゃいそうだ。


    「ちょっと！　なんなのあなた、ネロから離れて！」


    　ようやく追いついたアーシェが、息を乱しながら横からネロを抱き寄せて、力任せに引っ張った。ネロをつかむマルガレットの手が強引に振りほどかれる。マルガレットはアーシェを睨にらみつける。


    「ただ、お礼を言っていただけじゃない！　あなたには関係ないでしょ！」


    「か……関係なくないわ！　あたしとネロは、その……駆け落ちしてるのよ！」


    　マルガレットは怪け[image: ]げんそうに眉まゆ根ねを寄せる。


    「ネロ、それ、本当なの？」


    「え……えぇ、まぁ……」


    　ネロの曖あい昧まいな返事に、マルガレットはますますいぶかしげな眼まな差ざしとなり、再びアーシェを見据えた。アーシェの、額ひたいの両端を。


    「……あんた、本当に角つの人びとなの？　それ、二本角？」


    「そうよ、ほら」アーシェは前髪を上げて、親指ほどの角を堂々と披露した。そして、フッと鼻で笑う。「あら、あなたは三本角ね？」


    　角人の身体能力の高さは、角の本数に表れてくる。基本的に角の数が少ないほうが強い。ただし、一本角は角人の神を表しているといい、実在した記録はないそうだ。つまり二本角が実質最強なのである。アーシェは胸を張ってマルガレットを見下ろす。


    　挑発を受けてマルガレットの顔がみるみる赤くなった。


    　マルガレットはアーシェを睨み、人差し指を突きつける。


    　アーシェの顔の、左目に。


    「でも、あんた魔女でしょ。さっき青く光ってたの、あたし見たんだからね。魔女が角つの人びとなんてあり得ない。その角、偽にせ物ものなんでしょ！」


    　マルガレットはアーシェの角をむんずと握り、右に左に揺さぶった。たまらずアーシェは悲鳴を上げる。


    「痛い痛い！　やめて、なにするの!!」


    「うるさい！　角人を[image: ]かたるなんて、この不届きな魔女め！」


    　二人の少女は取っ組み合いを始めて、ネロは弾はじき出されてしまう。しまいにはマルガレットがアーシェに馬乗りになり、これでもかとアーシェの角を乱暴に弄いじくり回した。


    「嫌いや！　離して！　ネロ、なんとかして！」


    　アーシェは必死にもがきながら、涙目になって助けを求める。


    「マルガレットさん、やめてください！　その角は本物です！」


    　ネロはマルガレットの腕をつかみ、必死に呼びかけた。少し時間はかかったが、なんとかアーシェの上から引き離すことに成功する。しかしマルガレットはまだ不満そうだった。


    「ネロ！　あなたどうして魔女なんかと一緒にいるの!?　こんな魔女なんかと──」


    　ネロは慌ててマルガレットの口を両手で塞ふさいだ。


    　いったいなにを争っているのだろうかと、城壁の上の人々がこちらをじっと見ている。ネロはアーシェの手を取って立たせてあげると、二人を引っ張って、城壁からさらに離れた位置まで移動した。ここなら、なにを話しても、彼らには聞こえないだろう。


    　アーシェの怒りはまだ冷めておらず、左目に燃えるような青い光をたたえていた。二人とも一触即発の空気のなか、今にも飛びかからんばかりに激しく睨にらみ合っている。


    　ネロはため息をついて言った。


    「マルガレットさん、確かにアーシェは魔法使いです。でも、僕の旅の大切な仲間で……その……友達なんです。だから、どうかアーシェを、そんな目の敵かたきにしないでください。僕たちは水だけいただいたら、すぐに立ち去りますから」


    「えっ」マルガレットは目を丸くする。「い……行っちゃうの？」


    「はい。さっきも言いましたけど、僕たちは旧魔導帝国の皇都跡へ行かなきゃならないので」


    「あなたはさっき、全然信じてくれなかったけどね」アーシェは服についた砂を払い落としながら、ぶつぶつと棘とげのある声で言った。「まったくもう、せっかく助けてあげたのに、どうしてこんな目に遭わなきゃならないのかしら」


    「あ、あんたが助けたわけじゃないでしょう！」


    「えぇそうよ、どうせあたしは見ていただけですー！」


    　べーっと舌を出すアーシェ。ネロはもう一度、ため息をこぼす。


    「マルガレットさんには申し訳ないですけど、僕は最初、面倒に巻き込まれないように逃げるつもりでした。あなたを助けようって言いだしたのはアーシェです。魔法使いだって、困っている人がいたら助けたいって思う人もいるんです。それはわかってください」


    　少々強い口調でぴしゃりと言った。


    　マルガレットは「う……」と唸うなり、[image: ]しかられているみたいにしゅんとうつむく。


    「わ……わかったよ。魔女にもいい人がいるなんて、ちょっと信じがたいけど、ネロがそう言うなら信じる……」


    「ありがとうございます」ネロはにこりと微笑ほほえんだ。「ついでに〝魔女〟っていうのもやめていただけると、とても嬉うれしいです」


    　かつての魔導帝国は代々女帝が君臨していた。女の魔法使いのほうが、男より強い魔力を持っていることが多かったこともあり、人間たちは、魔法使いの女を特に恐れ、忌いみ嫌っていた。〝魔女〟とは、そういう歴史的背景より生まれた、悪意のこもった差別語なのだ。


    「あぁもう、わかったよ！　もう二度と〝魔女〟とは言わない！」


    　マルガレットは観念したように何度も首を縦に振った。


    　そしてアーシェに向かって右手を差し出す。


    「じゃあ、これからあたしは、あなたのことを人間と同じように扱う。だから、はい、さっきのことはこれで全部水に流そう」


    　アーシェはまだ腑ふに落ちない様子だったが、ネロが目ま顔がおで促すと、おずおずとマルガレットの手を握った。二人は握手を交わす。


    「うん。なら、とりあえず城の中に入ろう。二人とも、お昼ご飯はまだ？　まだだよね？　たいしたものはないけどご馳ち走そうするよ」


    　一同は城門に向かって歩きだした。


    「ところでさ」マルガレットが思い出したように尋たずねてくる。「ネロは人間なんでしょう。それでアーシェは角つの人びとの魔法使いって、いったいどういう接点なの？　あなたたち、本当に駆け落ちしてるの？」


    「あ……いや、駆け落ちっていうのは噓うそなんです」


    　他人から余計な疑いをもたれないために作った噓の設定なのだと説明した。


    　マルガレットは、「なーんだ、作り話だったんだ」と言って笑った。


    　なんだかとっても嬉しそうだった。


    「その設定はね、あたしが考えたのよ」


    　アーシェが自慢げに胸をそらし、〝令嬢アーシェ〟と〝召し使い少年ネロ〟の出会いについて語りだす。と、後ろに下ろしたフードと背中の隙すき間まからなにかがぽとりと落ちた。音に気づいたネロは、立ち止まって振り返り、地面を見る。


    　月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハだった。


    　マルガレットと出会ったあのときから、ずっとフードの陰に隠れたままだったようだ。マルガレットがアーシェに馬乗りになったとき、アーシェの背中と地面に挟まれてぺしゃんこになってしまったのだろう。


    「だ……大丈夫、アゲハ!?」


    「アゲハ？　……やだ、すっかり忘れてたわ！」


    　アーシェが目を丸くして、口元を手で押さえる。


    「なにそれ……人形、じゃないの？」マルガレットが覗のぞき込んで首をかしげた。


    　ネロはそーっと月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハを拾い上げる。手のひらの上で、月光揚羽はぐったりと白目を剝むいていた。幸い、その後しばらくして、月光揚羽は息を吹き返す。


    「え、え……よ、妖よう精せいっ？」マルガレットが目をまんまるに見開いて戸と惑まどうなか、月光揚羽が機嫌を直すまで、アーシェはぺこぺこと謝らなければならなかった。
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    　城の中には実に五十人ほどの人間がいた。そのうちの大多数は未いまだ興奮冷めやらぬようで、兵士たちを撃退したネロを大歓迎し、その強さを褒ほめ称たたえた。だが、疲れ果てたようにあちこちの壁に寄りかかっている者たちもいて、ネロのほうなど見向きもせず、暗い顔でうつむいている。


    　マルガレットのほかには、もう一人、角つの人びとがいるそうだ。彼女の祖父だという。


    「お爺じいちゃんはこの塔の中にいるよ。足を怪け我がしちゃって動けないんだ」


    　遠くからも見えた、あの大きな塔が、城壁に囲まれた敷地の中央に堂々とそびえていた。ネロとアーシェは三階にある一室に案内される。「塔は五階まであるみたいだけど、最上階へ続く階段の天井が崩れて、瓦が礫れきに埋まって、そこまでは上のぼれないんだよね」と、マルガレットが肩をすくめながら説明した。それからネロたちを置いて、いったん部屋をあとにし、鎧よろいを脱いだ普段着の姿で戻ってくる。


    　その後、ネロたちは、マルガレットと彼女の祖父と一緒に食事をした。井戸の水があるおかげで、煮物やスープなどの、料理らしい料理を食べさせてもらえた。マルガレットの祖父ニコラス・フランドルは、齢よわい六十を越えているそうだが、かつては勇猛な軍人だったらしく、その身体からだは熊くまのように大きい。顔には厳格な性格を表すような無数の皺しわが刻まれていて、ネロもアーシェも、つい緊張してしまう。角はマルガレットと同じく三本だ。


    　ニコラスはネロに向かって深く頭を下げた。「ネロくんとやら、この城にいる者たちを救ってくれて礼を言う。ありがとう」


    　それからテーブルの隣に座ったマルガレットの頭にぽんと手を置くと、強こわ面もての頰ほおを緩ゆるめ、優しげに目を細める。「孫も助けてくれたそうだね。この恩は、老い先短いわしの一生では返しきれないだろうな。申し訳ない」


    　大きな手がわしわしとマルガレットの髪をかき回すと、マルガレットの首がぐらぐら揺れた。マルガレットは「お爺じいちゃん、もー」と、迷惑そうな顔をするが、本気で嫌いやがっているわけではないのがネロには見て取れた。祖父と孫娘の微笑ほほえましい一幕だ。マルガレットの両親はすでに亡くなっていて、ニコラスがたった一人の身内なのだそうだ。


    　食事をしながら互いに簡単な自己紹介をした。マルガレットは十四歳で、ネロと同い年だった。ニコラスは、自分たちがこの城に立てこもっている理由を話し始めた。


    「わしらは西のイリュシオンから来た。わしはジェロームさまの家臣、そして下にいる人々は、ジェロームさまの領民だったんだ」


    　ジェローム・ブライアント侯こう爵しやく──イリュシオンの、旧魔導帝国に隣接している領地の一つを治めていた貴族である。


    　ネロは、メンシルヴェニアの農村で聞いた話を思い出した。


    （イリュシオンでは、税が重くて国民が苦しんでいるらしいな。そうやって吸い上げた税で、王や貴族が贅ぜい沢たくな暮らしをしているんだとか）


    　ニコラスも同じことを言った。五年ほど前に王位を継いだ現在の王は、かつてない暗君だったらしく、民の幸せどころか国益すら顧かえりみず、逆らう側近はことごとく処刑して、重税で私腹を肥やし始めた。


    　ブライアント侯爵は、そのような王の意向に異を唱えたのだという。


    　彼は先代王の時代と同じだけの税を国に納め、それ以上の徴収を拒否した。


    　当然、暗君の逆げき鱗りんに触れることとなる。激怒したイリュシオン王は、ブライアント侯爵から爵しやく位いと領地を剝はく奪だつし、反逆者討伐の名目で軍隊を送り込んだ。元侯爵となったブライアントも、家臣の騎士と共にこれを迎え撃ったが、王命により各領地より集められた兵士は大群を成なし、とても一領主の持つ兵力で太刀打ちできるものではなかった。家臣の騎士は次々と倒され、あるいは降伏していく。窮地に立たされたブライアント元侯爵は、最後まで彼を信じると決めた領民たちとニコラス、マルガレットを連れて、旧魔導帝国の地に逃げ込んだ。そして放置されていたこの城を見つけ、中に立てこもったのだそうだ。それが、つい二日前のこと。


    「酷ひどい王様ですね……許せないな……！」


    　ネロは憤いきどおる気持ちを吐き出すように呟つぶやいた。ネロも、故郷であるエスタルトの王の理不尽な命令により、父と妹を殺された。マルガレットたちの境遇には深く同情する。


    「それで、そのジェロームさまっていうのは、今どちらに……？」


    　アーシェが尋たずねる。と、マルガレットとニコラスは途端に暗い表情となってうつむいた。先ほど下で見た、壁に寄りかかってうなだれている人たちと同じ顔だ。


    　マルガレットの瞳ひとみにかすかな涙が浮かんだ。ぽつりと呟く。


    「亡くなられてしまったんだよ……」


    　ブライアント元侯爵は旧魔導帝国の地へと逃げ込む際、ニコラスと共に、領民を守るためのしんがりを務め、敵兵と激しい戦闘を繰り広げた。そして致命的な深手を負ってしまったのだそうだ。


    「わしは右脚の骨をちょっと折られただけですんだのだが、ジェロームさまは喉のどに矢を受けてしまわれてな。即死ではなかったが、血が喉から肺に流れ込み、呼吸困難になって……わしですら目を覆いたくなってしまうほどの、本当においたわしい最期だったよ」


    　そのときの無念さを思い出すかのように、ニコラスは力なくかぶりを振った。


    　ブライアント元侯こう爵しやくの遺体は、この上の四階にある大広間の中央にひとまず安置されているという。


    「そうだったんですか……。それで、あなたたちはこれからどうされるんですか？」


    　ネロの問いに、マルガレットもニコラスも口をつぐんだ。重苦しい沈黙が訪れる。


    　間が持たずに、ネロは再び料理に手をつけた。ジャガイモとベーコンのスープはいつの間にかすっかり冷めていた。


    　皆が黙ると、不意に騒がしい人声が耳に入ってきた。塔の外からだ。はっきりとは聞き取れないが、言い争っているような声だった。


    　荒々しい足音と共に一人の男がやってきて、なにが起きているのかを報告した。〝外に出せ〟と騒いでいる者たちがいるのだそうだ。


    　ニコラスの眉み間けんの皺しわが、彼の苦悩を表すように深くなる。しばらくして、


    「どうしても出ていきたいというのなら、出してやりなさい」


    　やってきた男にそう伝えると、手のひらを額ひたいに当て、深いため息をこぼした。


    　マルガレットが辛つらそうに語りだす。「本当はね、旧魔導帝国を経由して、あたしたち、メンシルヴェニアに亡命する計画だったんだ。メンシルヴェニアにはブライアント家から有力貴族に嫁とつがれた方がいるから、そのつてを頼って、あたしたちが受け入れてもらえるように、メンシルヴェニア王にお願いするつもりだったの」


    　イリュシオンは近隣諸国に、亡命者を返還するよう、様々な働きかけをすると思われる。闇やみ雲くもに亡命しても、捕まってイリュシオンに強制送還される可能性が高い。


    「でも、ジェロームさまはもうおられない。だから代わりにあたしがメンシルヴェニアに行って、ブライアント家の血縁の方にお願いしてみることになったんだ。聞いていただけるかどうかはわからないけど……」


    　下へ手たをすればメンシルヴェニアとイリュシオンの戦争に発展しかねない問題なのだ。ブライアント元侯爵が直じき々じきに要請すれば、血縁者も動いてくれるかもしれないが、赤の他人である小娘がお願いして、聞き入れてくれるかどうかは怪しい。


    　状況は極めて深刻だ。


    「それは……あの……」


    　ネロはスプーンを置き、せわしなく目を泳がせた。ああ、こんなとき、大人はなんて言うのだろう。哀れみなどではなく、ただ純粋に気の毒に思ったとき、その気持ちをなんと伝えたらいいのだろう。軽はずみに「頑張ってください」などと言っていいものだろうか。しかし視線をあちこち彷徨さまよわせても、どこかにその答えが書いてあるわけでもなく、


    「大変ですね……」


    　そう言うのが精一杯だった。


    「うむ……そう、大変なんだよ。ありがとう」


    　ニコラスは小さく頷うなずくと、ネロに向かって優しく微笑ほほえんだ。


    「すまないね、食事中にするような話じゃなかった。せっかくの料理も冷めてしまっただろう。温かいものによそい直してもらおうか？」


    「い、いえ、大丈夫です、もう……」


    「おや、そうかい？　もしかして口に合わなかったかな？」


    　ネロは慌てて首を振る。「いえ、あの、もう充分いただきましたのでっ……」


    「もう、ごちそうさまなの？　じゃあ、あたしデザート取ってくるよ」マルガレットが、沈んだ場の空気を追い払うように、明るい声で言った。勢いよく席を立つ。「収穫したばかりの美お味いしいオレンジがあるんだ。お爺じいちゃん、いいよね？」


    「ああ、もちろん。頼んだよ」


    　マルガレットは元気に頷いて、部屋から飛び出していった。


    　ネロは、ちらっとアーシェのほうを見た。アーシェは困ったようにうつむいて、所在なげにもじもじと身体からだを揺らしていた。アーシェの皿の料理も半分近く残っている。


    （こんな荒れ地の城に立てこもって、食料の補給なんてできるわけない。もしかしたらみんな、お腹なかを空すかせながら我慢して、一生懸命節約してるのかも……）


    　今、自分たちに振る舞われた料理には、何人分の食料が使われているのだろう？


    　そう考えると、食べ残すほうが失礼だとは思っても、これ以上はどうしても食欲が湧わかなかった。
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    　オレンジは、皇都跡に着くまでの道中でいただく〝お土産みやげ〟にして、ネロたちは井戸に案内してもらった。マルガレットに連れられて、塔の一階の一角から階段で地下に下りると、石壁の部屋の真ん中にぽつんと井戸があった。


    　ランプの明かりに照らしてみると、井戸の壁面の一部に鉄のプレートが埋め込まれていて、〝涸かれない井戸〟という文字が彫り込まれていた。


    　アーシェの服の胸元に隠れていた月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハが、周囲の様子をうかがいながら外に出て、くんくんと鼻をひくつかせる。


    「魔力の匂においがするね。この井戸には、なんらかの魔法の力が働いているよ」


    　おそらくこの井戸は、地下水が湧き出ているのではなく、魔法の力によって水そのものを生み出しているのだろうと、月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハは説明してくれた。魔導帝国時代の、今は失われてしまった魔法技術だ。


    　水筒に水を[image: ]くみながら、アーシェはそっとネロに耳打ちする。


    「あたしの魔法のこと、マルガレットに話してもいいかしら……？」


    　アーシェの言いたいことは想像できた。ネロも先ほどからずっと考えていた。


    「いいと思います」ネロは頷うなずいてみせる。


    　アーシェはマルガレットに向かって、静かな口調で質問した。


    「ねぇ、マルガレット。あなたたちの領主……ジェロームさまが蘇よみがえったら、あなたがメンシルヴェニアに行かなくていいのよね？　その、ジェロームさまが直接行ってお願いしたほうが、ことが上う手まくいくはずなのよね？」


    　マルガレットには、その質問の意図がわからない。


    　だから小首をかしげて、しばらくしてから、寂しげに微笑ほほえんだ。


    「そうだよ。ジェロームさまが蘇ってくださったら、どんなにいいだろうね。きっとあたしたちを安全な場所まで導いてくださったと思うよ。ううん、そんなことよりも……生きていてほしかった。あたしはまだ、ジェロームさまに全然恩返しができてなかったんだもん」


    　マルガレットの母親は数年前に病気で亡くなったが、父親はもっと前、マルガレットが生まれる前に、すでにこの世を去っていたのだそうだ。


    「お父さまとジェロームさまは親友同士だったんだって。だから、親友の娘であるあたしのことを、ジェロームさまはなにかと気にかけてくださったんだよ。あたしの誕生日には必ずプレゼントを持って、お祝いに来てくださったし、あたしに王都の有名な学校へ行くよう勧めてくださった。学費もすべて援助するって言ってくださったの」


    　ブライアント侯こう爵しやくは、ことあるごとにマルガレットに言ったそうだ。


    　お前は私にとって実の娘のようなものだ──と。


    「あたしは六歳のときから、王都の全寮制の学校へ通うようになったの。でも、四年目の夏に王様が代わってから状況が変わってね──」


    　新しい王の横暴に反対する者たちが蜂ほう起きして、王都は内乱状態になった。マルガレットを始め、多くの生徒たちが戦火を避けるため、故郷へ帰らざるを得なくなった。


    　内乱が国王軍の勝利に終わったあとも、マルガレットは王都の学校へは戻らなかった。治安維持の名目で、王都は軍の厳重な管理下に置かれ、王の意向に逆らったと見なされた者は、子供だろうが容赦なく投獄された。そのような場所に戻るべきではないと、マルガレットの家族も、ブライアント侯爵も考えたのだ。


    「あたしはそれでもよかった。ジェロームさまのおそばにいられるほうが嬉うれしかったし、勉強も苦手だったから。あたしは武術の修行をして、お爺じいちゃんみたいな強い兵士になって、ジェロームさまのお役に立とうと思ったんだ。それがあたしの恩返しだって決めたの」


    　しかしマルガレットは未いまだ兵士としては未熟なまま、戦に参加することも叶かなわず──ブライアント侯こう爵しやくは地位も領地も奪われ、追われ、戦死した。


    「なんにもできなかった。あたしは、あんなに優しくしていただいたのに……一つの恩も返せなかった……」


    　マルガレットの瞳ひとみが、いつしか大粒の涙をたたえていた。


    　小さな肩がふるふると震ふるえる。ランプの明かりで瞳のしずくが光り、頰ほおを滑り落ちていく。


    　アーシェは、そんなマルガレットをじっと見つめながら言った。


    「あたしの魔法で……ジェロームさまを蘇よみがえらせることができるかもしれないわ」


    　マルガレットは、濡ぬれそぼった瞳でアーシェを見た。


    　やがてその瞳が、大きく見開かれる。


    「ほんとに……？　ほんとにジェロームさまを蘇らせられるの……!?」


    　真偽を確かめるようにネロへと視線を向けた。ネロは頷うなずき、アーシェに代わって説明する。


    「旧魔導帝国の皇都跡に行くことができれば、アーシェは死者を蘇らせる魔法が使えるようになるかもしれないんです。絶対に──とは言えませんが、少なくとも僕は信じています。僕は死んでしまった妹を蘇らせたくて、アーシェと一緒に旅をしてきたんです」


    　ネロの話を聞いているうちに、マルガレットの頰が紅潮してくる。


    　夢でも見ているような、焦点の合わぬ瞳をして、うわごとのように呟つぶやいた。


    「ジェロームさまが、蘇る……！」


    　ランプを持つ手が小刻みに揺れだす。


    「マルガレットさん、もし僕たちを信じてくれるなら、メンシルヴェニアに行くのは少し待ってください。皇都跡でなにがあるかわかりませんから……一週間、僕たちがここに戻ってくるまで待っていてくれませんか」


    　さらに、ブライアント元侯爵の遺体がこれ以上腐敗しないよう、なんとか上う手まく保存しておく必要があることも伝えた。


    　マルガレットはまるでネロの声が聞こえていないように、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。


    　だが、しばらくして──


    　こくんと頷いた。


    



    　水の補給を終えたネロたちは、マルガレット、ニコラス、そして大勢の人たちに見送られながら古城をあとにした。ニコラスからは「これから、どこへ行くつもりなんだい？」と尋たずねられたが、ネロが言葉を濁していると、それ以上は特に[image: ]せん索さくもせず、ただ、旅の安全を祈ってくれた。


    　アーシェが浮かない顔をして呟く。


    「お城にいた人たち、あたしたちに残ってほしそうだったわね」


    　城門を潜くぐるネロたちに、彼らは恨めしそうな眼まな差ざしを送ってきた。捕らえて、逃げられないようにする視線が身体からだに絡からみついてくるみたいな気がした。


    　月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハが、アーシェの頭の上に寝そべりながら言う。


    「〝あたしたち〟っていうか、ネロにでしょ？　あの城でまともに戦えそうなのは、もうあのマルガレットって子だけみたいだったからね」


    　脚の骨が折れているニコラスは、杖つえを使ってようやく地上まで降りてきていた。戦闘がまだ無理なのは、誰だれの目にも明らかだった。


    　戦う術すべを持たぬ民たちにしてみれば、ネロに残ってもらって、自分たちを守ってほしかったのだろう。おそらくイリュシオンの兵隊は、近いうちにまたやってくる。ネロの存在を考慮して大軍を率いてくるかもしれない。人間の兵士だけでなく、あのモーガンのような強つわ者ものの角つの人びとが大勢やってくることも考えられる。


    「急ぎましょう。できるだけ早く皇都跡で儀式を済ませて、また戻ってこないと」


    　ネロは振り返った。


    　丘の上の古城はだいぶ小さく見えた。なんとも頼りなく感じられるほどに。あの中で怯おびえ、震ふるえている五十人近い命が、ネロたちの肩にかかっているのだ。


    （一刻も早く戻って、ブライアント元侯こう爵しやくを蘇よみがえらせてあげないと……）


    　そのとき、おや？　と思った。


    　古城の城壁の陰から、小さな影が飛び出して、丘を駆け下りていく。


    　影はこちらに向かってやってきた。猛烈な速度で近づいてくる。影が大きくなる。


    「ネロ、あれ……！」


    　アーシェも気づいて、指を差した。あれは──馬だ。白馬だ。


    　白馬に、鎧よろいをまとった人物が乗っていた。おおぃおおぃと叫びながら手を振っている。


    　マルガレットだった。


    　砂すな煙けむりを上げながらみるみる距離を詰め、ネロたちの目の前で止まると、白馬は後ろ脚だけで立ち上がって勇壮に嘶いななく。マルガレットは手た綱づなを締めて白馬を御ぎよした。「どうどう、デュランダル、どうどう──」


    「マ……マルガレット、あなた、どうして来たのっ？」


    　驚くアーシェの問いに、マルガレットはひらりと白馬から飛び降りて、嬉うれしそうに答える。


    「お爺じいちゃんがね、〝行ってきなさい〟って言ったんだ！」


    　ネロたちがいなくなったあと、マルガレットは、アーシェのことをニコラスに話したのだそうだ。死者を蘇らせる魔法が使えるようになるかもしれないこと。ブライアント元侯爵を蘇らせてくれる約束のこと。そして、アーシェは魔法使いだけれど、世界にはいい魔法使いもいるということ──


    「お爺じいちゃんはあたしの言うことを信じてくれた。そして、あなたたちについていって、旅のお手伝いをしなさいって、あたしに言ったの」


    「え……でも、それじゃあ、あの城は誰が守るんですか？　マルガレットさんがいなくなったら、ニコラスさんだけじゃ──」


    「マルガレットでいいよ、ネロ」


    　さんづけなんて水くさいと、マルガレットはネロの肩をバンバンと叩たたいた。角つの人びとの力を加減できないのか、かなり痛い。が、ネロが顔をしかめても、マルガレットはまるで気づいていないように満面の笑えみを浮かべた。


    「お爺ちゃんなら大丈夫。〝脚を怪け我がしているが、一週間ほど時間を稼ぐくらいなら、わし一人でもなんとかなる〟だって」


    　角人の自然治癒力は、人間の常識を遥はるかに超える。ニコラスの話では、あと二、三日もすれば、杖つえなしでも少しは歩けるようになるそうだ。そうなれば多少の戦闘も可能だという。


    「本当に？　凄すごいのね、角人って……」アーシェが感嘆の声を上げた。


    「お爺ちゃんは特別頑タ強フなんだよ。若い頃ころは〝不死身のニコラス〟って呼ばれてたんだって」


    　マルガレットは腰に手を当てて、えっへんと胸を張る。


    「そういうわけだからさ、あたしもついていくよ。イリュシオンの兵士を追い払ってもらった恩もまだ返してないのに、ジェロームさまを蘇よみがえらせてくれるのを、なにもしないでただ待っているだけなんて、とんでもないことだってお爺ちゃんに怒られちゃったよ。我わが家の家訓は〝受けた恩は倍にして返せ〟だからね」


    　それじゃ、これからよろしく──と、マルガレットは強引に話をまとめてしまった。


    　ネロとしても、マルガレットの同行を拒否する理由は特にない。恩返しがしてほしいわけではなかったが、だからといってあえて断る必要もないだろう。


    「……アーシェ、どう思いますか？」


    「どうって……あたしは、ネロがいいと思うなら、別に構わないけど……」


    「僕は賛成しないな」


    　月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハが不機嫌そうに呟つぶやいた。先ほどぺしゃんこに潰つぶされた原因は、マルガレットがアーシェを押し倒したから──つまりマルガレットにも責任はある。そのことを根に持っているのかと尋たずねると、月光揚羽は渋い顔をして首をひねる。


    「よくわからない。でもね、アーシェが、ジェロームさまとやらを蘇らせてあげる約束をしたときから、なにかがもやもやしてるんだ。そんな約束しちゃいけないって、心の中で誰だれかが叫んでいるみたいな……」


    「なに、あんたまだ怒っているの？　さっきは悪かったって。仲良くしようよ、アゲハ」


    　マルガレットは、アーシェの頭の上から月光揚羽の身体からだをひょいとつかみ取る。


    「で、結局アゲハってなんなの？　物語に出てくるような妖よう精せい？」


    「……僕は月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハ。アーシェのお母さんが造った魔法生物だよ」


    「へー」


    　マルガレットは月光揚羽のワンピースの裾すそをつまんで、ひらりとめくり上げた。「あ、パンツ[image: ]はいてないんだ。なんで？」


    「ほっといてよ！」


    　胴体をつかまれたまま、月光揚羽はバタバタと手足を振り回した。


    　この二人はどうにも相性がよくないようだ。ネロはやれやれとため息をついた。
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    　ネロたちを追い、マルガレットが馬で飛び出していったあとの古城にて。


    　敷地の中央にそびえ立つ塔、その最上階から地上を見下ろす人物がいた。


    　彼女はいつからそこにいたのか。階段が瓦が礫れきに埋まって、誰だれも上のぼれないはずのその場所に。


    　年の頃ころは三十前後。ドレスをまとった彼女の姿は、王宮舞踏会に集つどう貴婦人のように、とても上品で美しかった。胸元では黒水晶のペンダントが、濡ぬれたようなつややかな光沢を帯びて、彼女の白い肌を際きわ立だたせている。


    　駆けていくマルガレットを見やりながら、


    「なんだか、変なのがくっついていっちゃったわねぇ」


    　小さく肩をすくめる。「……まぁいいわ」


    　最上階は、その昔、この城に駐留していた軍隊の、最高責任者の私室だったようだ。場違いなほど豪ごう奢しやな家具が、時の流れに逆らえず、腐食し、風化し、散乱している。


    　その部屋のバルコニーに彼女は立っていた。遠ざかって豆粒のような人影になっていくネロたちを眺めていた。


    　彼女の左手には一冊の本があり、古びてはいるが、革張りの表紙には金による装飾が施ほどこされている。それが貴重な書物であることをうかがわせる。


    「真実の書よ──」


    　まるで呼びかけに答えるように、本の表紙が自動的に開いた。さらにページまでもがぺらぺらと勝手にめくられていく。


    「アーシェの現在地と旧魔導帝国の皇都跡を地図に示して」


    　なにも書かれていないページまでめくられると、本はかすかに光り、真っ白なページに炙あぶり出しのように、とある地図が浮き出てきた。それは旧魔導帝国を表した簡単な地図で、そこには二つの印がついていた。


    　彼女は地図を見て、満足そうに微笑ほほえむ。


    「この本のおかげでようやくあの子の居場所がわかったと思ったら、私が手を出すまでもなく、皇都跡に向かってくれていたなんて──運命が味方してくれているって、こういうことかしら？」


    　二つの印、その片方の横には〝皇都跡〟、もう片方の印の横には〝アーシェ〟と書き添えられていた。地図によれば、メンシルヴェニアとの国境を越えてから皇都跡までの道のりの、半分以上を進んだことになっている。


    「もうちょっと、あともう少しよ。アーシェ、頑張って」


    　彼女はうふふっと声に出して笑う。あどけない少女のように、それでいてどこか妖よう艶えんに。


    　本を閉じて、再び荒野の遥はるか先を望んだ。


    「さてと、それじゃあちょっと先回りして、あの子が来るのを待ってようかしら」


    　左目が青白い光を放つ。


    　その目の周囲に、植物の蔓つるを思わせる文様が浮き出て、生き物のようにずるずると[image: ]はい出してくる。彼女はバルコニーの手すりにひらりと跳び乗った。細長いわずかな足場の上で、彼女の身体からだが外側に傾いていく。ついに、手すりから落ちる。


    　彼女はまだ笑っていた。


    　その身体がふわりと宙に浮き、次の瞬間、鳥のように飛んでいく。


    　大空を駆け抜けて、ネロたちの向かった方角へ。

  


  
    



    　今は亡き皇都
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    　マルガレットの白馬デュランダルには、水も食料もしっかりと積まれていたので、同行者が増えたとはいえ、さらなる節約を強しいられるような状況にはならなかった。


    　むしろ、ネロとアーシェが交替でマルガレットの後ろに乗せてもらうことで、歩く疲労を抑えられ、今まで以上のペースで進めるようになったのだ。


    　カポカポとリズミカルな足音が鳴り響くなか、手た綱づなを握るマルガレットが、首をよじって、後ろのネロに尋たずねた。


    「ところでさ、皇都跡にたどり着いたらどうするの？　アーシェの魔法の力を覚かく醒せいさせるためには、なにかしなきゃいけないんでしょ？」


    「え、えぇ……」ネロは間近に迫ってくるマルガレットの顔から逃げるように上体を引いて、小さく頷うなずいた。「皇都跡に着いたら、皇城の地下にあるという〝儀式の間〟を探します」


    「儀式の間？　そこで、覚醒のための儀式を行うってこと？」


    「そうよ。詳しいことは、ママの手紙に書いてあるわ」


    　地面を歩くアーシェが、ネロの代わりに答える。ネロに迫るマルガレットを咎とがめるような、やや刺とげ々とげしい口調だった。しかし、アーシェの態度にマルガレットはまるで気づいていないようで、「手紙って？」と、あっけらかんとした顔で尋たずねる。


    　アーシェの目つきが険しくなり、ネロは慌ててマルガレットの背中を押し返した。


    「ア……アーシェの母親のミドナさんが、亡くなる前に書き残してくれていたんですよ。ね、アーシェ？」


    「……えぇ」


    　アーシェはまだ少し不機嫌そうにしながら、背中のリュックサックを下ろして中をまさぐり、二封の封筒を取り出す。「えっと……こっちよ。こっちの封筒の手紙に、儀式の流れが記されているわ」


    　マルガレットは、アーシェの手にある封筒を見て、ふーんと呟つぶやいた。


    　そして、二封のうちの、もう片方の封筒に興味を示す。


    「そっちの封筒はなんなの？」


    「こっちは……この封筒にもママが書いた手紙が入っている……はずよ」


    「入っている、はず？」


    「こっちの手紙はまだ見ちゃいけないのよ。だから封も開けてないわ」


    　アーシェは手を伸ばして、封筒の表に〝儀式が終わるまで、決して見てはならない〟と書かれているのを、馬上のマルガレットに示した。


    「見れば、すべてが無駄になる……えー、なにそれ、ちょっと怖いんだけど」


    　マルガレットは気味が悪そうな、それでいて好奇心をそそられたような顔をする。「じゃあ、その封筒の手紙になにが書いてあるのか、二人とも全然知らないわけ？」


    　ネロとアーシェは同時に頷うなずいた。


    　その反応に、マルガレットはぷっと吹き出す。


    「あなたたちって、なんていうか……ほんとに素直で正直者なんだね。あたしだったら我慢しきれなくて見ちゃうかもしれないなぁ。だって気になるじゃない？」


    「それは、あたしだって……もちろん気になってたけど……」


    「でしょう？　ねぇ、それ、なにが書かれていると思う？　心当たりはあるの？」


    　マルガレットは興味津々のようだ。アーシェは困り顔で首をかしげ、


    「ネロは、どう思う……？」


    「え……ぼ、僕が、ですか？　そ、そうですねぇ……」


    　ネロは、うーんと首をひねった。


    　儀式が終わったあとということは、そのときはもう、アーシェは魔法を使えるようになっているわけだ。その状態なら見てもいいということは、魔法の使い方でも書いてあるのだろうか。たとえば、なにか注意点があるとか──


    　しかし、それでは腑ふに落ちない。その程度のことを儀式の前に知ると、どういう因果ですべてが無駄になってしまうというのだろう？


    「……すみません、魔法に関しては、僕はまったくの無知ですから。アゲハはなにか心当たりないのかな？」


    「ううん、さっぱり、ぜーんぜん」アーシェの頭の上で、月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハが首を振る。


    　しばらくの間、一同はそれぞれに思案に暮れた。月光揚羽は早々に諦あきらめて、青空に流れる雲を仰あおぎながら、大口を開けてあくびをしていたが。


    　するとアーシェが、ハッとした顔で「まさか……」と呟つぶやいた。


    　ネロ、マルガレット、そして月光揚羽は、アーシェの言葉の続きを待つ。


    　期待の視線を受け、アーシェは「あ、いや……」と、言いづらそうに口ごもった。


    「その……確信があるわけじゃないんだけど……」


    　そう前置きしてから、閃ひらめいたことを述べる。


    「〝長旅、ご苦労さま。よく頑張ったわね〟って書いてあったりして……」


    　ネロはぽかんと口を開けた。


    　苦難を乗り越えた二人へのねぎらいの言葉。それは確かに、目的を果たす前に見てしまっては意味のないメッセージだ。その場合、無駄になるのは手紙に込めたミドナの思おも惑わくである。


    　不穏な警告文で脅かしておいて、中身は実はねぎらいの言葉だったという──誰だれかの誕生日を、本人に内緒でこっそり準備するような悪いた戯ずら心ごころ。


    「ミドナさんって……そういうことをする人なんですか？」


    　ミドナのネロに対する態度には、目上の者としての厳しさがあり、ともすれば高圧的なものだった。そんな愛あい嬌きようのある悪戯をするような人物には見えなかったのだが。


    　しかし、娘から見た人物像はまた違うようだった。「うーん、そういうことをしても特に不思議じゃないわ。ママってときどき、あたしもびっくりするくらいのお茶目さんだったから。あたしの誕生日のこと、すっかり忘れたふりして、実は一か月前から内緒でずーっと準備していたなんてこともあったし」


    　ネロは呆あつ気けにとられる。あぁ、ほんとにそういうこと、してたんだ。


    　ミドナも娘の前では、子煩ぼん悩のうな一人の母親だったのだろう。愛いとおしいがゆえに、ちょっとした悪戯などで驚かせたくなってしまうほどの。


    　だとしたら、その手紙も──ネロは考える。


    　もう、見ちゃおっか？


    「もう、見ちゃったら？」


    　マルガレットの言葉が、ネロの背中を押す。


    　一瞬、沈黙の間が生じた。無言になったアーシェもきっと同じことを思ったに違いない。


    「え、見るの？　それはやめたほうがいいと思うよ？　なんだかわかんないけど、すっごく嫌いやな予感がするもの」


    　なにかに怯おびえるように、月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハはぶるぶると首を振った。


    　確かに──もしこれがミドナの悪いた戯ずらなどではなかったら、本当に深刻な、取り返しのつかない事態に陥ってしまうかもしれない。


    （ここまで来て、そんな危険を冒してどうする。頭を冷やせ）


    　高ぶる好奇心に身体からだが火ほ照てっていた。ネロは水筒をつかんで、魔法の水を一口あおる。


    　どうせ、あと数日のうちに皇都跡へと着く。儀式が終われば、なにも気にすることなく、その手紙を見ることができる。あとちょっとの我慢じゃないか。


    「……今はやめておきましょう。警告を無視したりしたら、あとでミドナさんを蘇よみがえらせたときに怒られちゃうかもしれませんから」


    「そ……それもそうね。ママは怒るととっても怖いんだから」


    　ミドナに怒られた記憶が脳裏をよぎったのか、アーシェは首をすくめて苦笑いをする。マルガレットはつまらなそうだが、月光揚羽は満足げに何度も頷うなずいた。


    「うんうん、それがいいよ。マルガレットは無責任な発言を慎むように！」


    「な……なによぉ、あたしだって、別に、そんな本気で言ってたわけじゃないし」


    　すねたように唇くちびるを尖とがらせるマルガレット。


    　それを見て、今度はネロたちはくすくすと笑った。


    



    　その日の夜、ちょっとしたもめ事が起こった。


    　さてもう寝ようと、いつものようにネロとアーシェが寄り添って毛布に身を包むと、


    「あ……あたしも入れてよ！　仲間外はずれにされてるみたいで、なんか悲しくなってくるじゃない！」と、マルガレットがごねだした。


    　仕方がないので、三人で均等に背中を合わせ、三角形の中心からそれぞれの角に顔を向けるように座って寝ることにした。だがしかし、しばらくすると、またもマルガレットが不満を漏もらす。


    「背中がぐらぐらして落ち着かない。こんなんじゃ眠れないよ！」


    「いい加減にして！　あなたがうるさくて、あたしたちこそ眠れないわ！」


    　真夜中の荒野で、二人の少女の口喧げん嘩かが続く。


    　最終的には、マルガレットの馬の横たわる背中に、三人で寄りかかって眠ることにした。ネロを真ん中に、少女たちがそれを左右から挟んで。


    　ネロはやれやれと思いながら、夜空を見上げて、眠気がやってくるのを待った。


    （アーシェもちょっと大人げないというか……マルガレットより一つ年上なんだから、もう少しお姉ねえさんっぽく振る舞ってくれてもいいだろうになぁ）


    　まるで、手のかかる妹が二人いるみたいだ。


    　アーシェを異性として意識しつつあるネロだったが、このときばかりはそう思った。


    　そして翌々日、古城をあとにして三日目のこと。


    　ネロたちはついに目的の地へとたどり着く。
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    　三日目の昼過ぎ。


    　ミドナの描いた地図と方位磁石を頼りに歩いていくと、やがて地形は荒野から砂漠に変わった。三百年前に大地にかけられた呪のろいの中ちゆう枢すうへ近づいているのだと、ネロは思った。日差しに焼かれた砂の地表から熱気が立ち上のぼり、全身にまとわりついてくる。汗が噴き出す。まるで真夏の陽気のようだ。


    　暑さに耐えながら歩き続けた。誰だれもが無言となった。ネロは足がふらついて、アーシェのリュックサックに差していた戦[image: ]ウオーハンマーを借り、杖つえ代わりにして歩いた。今までろくに使ったことのない戦[image: ]ウオーハンマーが初めて役に立った。


    　そして日が傾き、西の空が赤く染まる頃ころ。


    　砂すな煙けむりに霞かすむ視界の中、かつて栄華を極めた魔導帝国の皇都は、その姿を現した。


    　夕ゆう映ばえに照らされた石の城壁を見上げ、ネロたちは感嘆の声を上げる。


    　城壁はマルガレットのいた古城のものより遥はるかに高く、まるで天まで届きそうだった。それがぐるりと皇都を囲っている。城壁都市だ。


    　あのてっぺんまで、どうやって石を積み上げたのだろう？　城壁の高さは、見る者にこの皇都と、そこに住まう皇帝の、侵しがたき威光を知らしめようとしているみたいだった。


    　そして、さらに驚いたのは──


    　城壁に釣り合うように造られた巨大な城門の、門もん扉ぴの下から半分がなかった。破損していた。ギザギザにささくれ立った断面が、これが無残なる破壊であることを示していた。


    　もはや門としての役割を完全に失っている。破壊された断面を見ると、門扉はネロの肩幅以上もある、分厚い材木で造られていた。いかな攻城兵器を使おうと、人間の力でこのように破壊するのはまず不可能だろう。


    「これは……もしかしたら、角つの人びとが壊したのかな……？」


    「多分そうだよ」と、月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハが言った。かつて魔導帝国の皇都は、角人たちの襲撃を受けた。これはそのときの傷きず痕あとだろう。


    　三百年前のこと。当時の角人は、自我を持たず、生きた兵器として、創造主である魔法使いの命じるままに戦うことしかできなかった。その角人たちに、なにかが起こった。突如として彼らは自我に目覚めたのだ。いったいなにが起こったのか──大陸中のすべての国が国教と定めている角人の宗教では、要約すると〝それは神の御み業わざである〟と教えている。


    　自我に目覚めた角つの人びとは、魔法使いにとって自分たちは家畜と同程度のものでしかないことを理解し、悲しみ、情けなく思い、悔しく思い、最後に激しい怒りを覚えた。


    　そして角人は反乱を起こした。角人の収容施設を制圧し、皇都に攻め込み、皇帝の首を討ち取った。──それがネロも学校で教わった、この世界の歴史である。


    「中に入ってみよう。皇都の中でも激しい戦闘が行われたって、学校の授業では習ったよ」


    　一同は破壊された門を潜くぐって、皇都内に足を踏み入れた。


    　夕暮れ時の今、高い城壁から伸びた影は、皇都跡をすっぽりと呑のみ込んでいた。日光を遮さえぎられた内部は、外の砂漠よりも一足先に熱を失い、空気がすっと涼しくなる。


    　だが、砂漠の熱気から解放されたことに喜ぶ暇ひまはなかった。


    　薄うす闇やみの中に浮かび上がる、かつての皇都の町並みは、ぞっとするほどもの悲しい雰囲気を帯びていた。あちこちで建物や塀が崩れ、煉れん瓦がと木材の破片が山と積まれている。大きな屋敷の壁一面が倒壊して、部屋の中身や折り返す階段などが外から丸見えになっていて、まるで女の子が遊びに使う、人形の家のようになっているところもあった。


    　これほど凄せい惨さんな痕こん跡せきが残っているのに、ネロには戦いの喧けん噪そうも、熱気も、なにも感じられなかった。ただただ静かで寂せき寞ばくとしている。三百年前にこの都市は死んだのだ。白馬デュランダルの蹄ひづめの音だけがコツコツと、空虚な町並みに反響する。


    　死を象徴するように、人骨が至るところに散乱していた。粉々に砕けた肋ろつ骨こつや頭ず蓋がい骨こつが見つかった。大抵の頭蓋骨には角が生はえていなかった。


    「魔法使いか、人間の死し骸がいってことかな……」


    「人間の死骸なんてほとんどないはずだよ。人間だって、角人ほどではなくても、魔法使いに隷れい属ぞくさせられていたんだから。倒すべきは悪あしき支配者である魔法使いで、当時の角人たちはなるべく人間を巻き込まないように配慮しながら戦ったって、あたしは学校で習ったよ」


    　そこまで言って、マルガレットはばつが悪そうな顔になる。


    「あ……ご、ごめん、アーシェ……」


    「ううん、いいの」アーシェは気にしないでと言って首を振った。「昔の魔法使いが酷ひどいことをしていたっていうのは、あたしもママから教えられたもの。魔導帝国は滅ぼされてもしょうがなかったんだって……」


    　その顔は微笑ほほえんでいたが、少し辛つらそうにも見えた。


    　ひらひらと舞いながら、月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハが焦じれたように言う。


    「……ねぇ、そんなことより、早く皇城へ行ってみようよ。真っ暗になったら、僕の明かりだけで地下への入り口を探すのは大変かもしれないよ？」


    「そうだね……うん、アゲハにしては珍しくまっとうな意見だ」


    　からかうつもりはなかったが、目を伏せてうつむいてしまったアーシェのために、ネロはあえて冗談めかして言った。アーシェは顔を上げてちょっとだけ笑った。マルガレットもほっとしたように笑う。だが、


    「僕が正しいことを言うのがそんなにおかしいのっ？」


    　月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハは、ほっぺたをふくらませながら空中で地団駄を踏み、皇都の中心に向かって飛んでいってしまった。


    「あ……ご、ごめん、悪かったよ」


    「ごめんなさい、アゲハ、待って」


    「ちょっと、勝手に先行かないでよ。はぐれたら大変じゃない」


    　ネロたちは慌ててあとを追いかけた。月光揚羽を怒らせてしまったようだが、進むべき方向は間違っていなかった。


    　皇城は、皇都の中心にある。ミドナの手紙にはそう書いてあった。


    　月光揚羽の機嫌を取りながら歩いていくと、中心地にたどり着くまで、それほど時間はかからなかった。皇都といっても、一般的な城壁都市と比べて、それほど広くはない。いかに栄華を誇った魔導帝国でも、これほど高い城壁で都市を囲うには限度があったのだろう。


    　道のりは一直線で、出入り口から続く大路を歩いていけば迷うことはなかった。「これじゃ侵入した敵が簡単に皇城へたどり着けちゃうじゃない。皇帝の居城がある都なのに、防衛のことなんてまるで考えないで造られたみたいだね」と、呆あきれたようにマルガレットが言った。


    　それに対し、アーシェはかぶりを振って否定する。


    「防衛のことなんて考える必要がなかったのよ。この皇都が造られたときにはもう、すでに敵なんていなかったんだから」


    　アーシェが昔、ミドナから聞いた話によると、この皇都は、魔導帝国が大陸全土を平らげたときに、それを記念して造り直されたのだそうだ。もしかしたら、敵が攻めてくることを前提にしないで建設されたのかもしれない。


    （ということは、皇都を囲うあの城壁も、本当に皇帝の威光を示すためだけに、あれほど巨大になったってことなのか？）


    　ネロには、当時の魔法使いたちの驕おごり高ぶる心が垣かい間ま見みえたような気がした。その慢心のせいで、反旗をひるがえした角つの人びとたちに、ろくな反撃もできず敗北したのかもしれない。


    　今、ネロたちの前には内城壁があり、そのずっと先に皇城がそびえている。城は中央の棟と、その左右の棟、三つの建物で構成されているようだ。


    　大陸を統一した皇帝の絶大な権威を表す最高のモニュメントだったに違いない。


    　だが。


    　城の中心にある、おそらくはこの皇都の中で一番高かったであろう尖せん塔とうが──


    　真ん中からぼっきりと折れていた。


    　折れた尖塔の上の部分は、左隣の棟の屋根に倒れ込み、もろともに崩壊していた。


    　愕がく然ぜんとしてアーシェが呟つぶやく。「あれも、角人がやったっていうの……!?」


    「昔の角つの人びとは、今よりずっと短命だったんだって。その代わり、ほとんどが二本角で、その力も今の二本角よりずっと強かったらしいよ。きっと大砲なんか使わずに、手持ちの武器とか、あるいは素手で破壊したんじゃないかな」


    　角人たちが尖せん塔とうの内部からいっせいに殴り、蹴けり、鉄の槌ハンマーなどを打ちつけて、あの巨大な尖塔を叩たたき割ったというのか。ネロもアーシェも驚きに声が出なくなる。


    　──と、


    「歴史の考察なんてどうでもいいよ。さぁ早く皇城の中に入ろう？」


    　月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハはまたも先走り、内城壁の門を素早く潜くぐり抜けていった。ネロたちは月光揚羽を追いかけて再び走らなければならなくなる。


    　確かに、ぐずぐずしている暇ひまなどない。月光揚羽は正しい。だが、


    「ねぇネロ、なんだかアゲハったら、変に焦ってないかしら？」


    「えぇ、ちょっと、いつものアゲハらしくないですね……」


    　理由はわからないが、ここ数日、月光揚羽の様子が少しおかしいように感じられる。わりとマイペースな性格で、魔力のこもった血を吸わせてもらっていれば、ネロたちの旅の目的自体にはそれほど興味なさそうだったのだが。


    　さっきだって、少し前の月光揚羽なら、あの程度の冗談であれほど怒ったりはしなかった。


    　首をかしげつつ門を潜る。三人は、なにもない殺風景な広場を駆け抜けた。ほかの場所はどこも石畳が敷かれていたが、この場所は地面が剝むき出しだった。もしかしたら大庭園が広がっていたのかもしれない。そんなことを考えながら、ネロはアーシェと、皇城の中央棟にある一番大きな出入り口から中へと足を踏み入れた。


    「デュランダル、ここでおとなしく待っててよ。できるだけ早く戻ってくるから」


    　マルガレットも少し遅れてあとに続く。
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    　城内に入ると、大きなホールの真ん中で、月光揚羽が羽を青く輝かせながら待っていた。


    「砕けた石の壁やらなにやら、いろいろ落ちてるから、足元には気をつけたほうがいいよ？」


    　中は、すでに明かりがなければ、まともに身動きが取れないほど暗い。


    　ホールを見渡すと、あちこちの壁が崩れ、柱が倒れて砕け、その近くには長衣ローブに包まれた人骨が転がり、血の跡と思われる黒い染みがこびりついていた。


    　アーシェがリュックサックからミドナの手紙を出して、月光揚羽の明かりに照らす。ネロとマルガレットも覗のぞき込む。


    　数枚にわたる手紙の中には、城内の簡単な地図が描かれたものもあり、そこには地下への秘密の入り口が記されていた。その先に儀式の間がある。


    　地図に従って、出入り口の正面にある大階段を上り、さらにまっすぐ進んだ。壁や床などには大理石が使われていて、月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハの青い光を反射し、冷たく輝いている。マルガレットが身体からだをぷるるっと震ふるわせ、「なんか、寒いね」と、もじもじしながらはにかんだ。


    　アーシェが目をぱちくりさせる。


    「マルガレット、おしっこしたいの？」


    「バ、バカ！　はっきり言わないでよ！　もう、バカッ！」


    　一瞬でマルガレットの顔が真っ赤になった。


    　ネロは反応に困り、聞こえなかったふりをして足を速めた。誰だれがバカよ、あんたがバカよと言い争いを始めた二人から距離を置いて、どんどん先へと進む月光揚羽に並ぶ。


    「まったく、緊張感のない二人だよ。ねぇアゲハ──」


    「しっ」


    　人差し指を口元に当て、月光揚羽はネロの言葉を遮さえぎった。


    「なにか音が聞こえたような……」


    　そして、後ろで騒いでいる二人にも注意する。「静かにッ！」


    　[image: ]しかりつけるような鋭い声に、ぎょっとして口をつぐむアーシェとマルガレット。


    　刹せつ那な、かすかな音が耳元をすり抜けた。


    　それは女のか細い泣き声のようにも聞こえた。


    「え……だ、誰か、いるの……？」アーシェが怯おびえたように呟つぶやく。


    　ネロたちは今、中央棟の二階の廊下を歩いていた。ミドナの描いた地図によれば、この廊下の終わった先に儀式の間への入り口はある。


    　そこに誰かがいる？　誰が？　敵、味方？


    　恐れと期待を抱きながら、ネロたちは廊下を通り抜けた。


    　すると一気に広い場所に出た。とても大きな塔の中だった。内部はまったくの空くう洞どうで、内壁に沿って螺ら旋せん階段が上と下に伸びている。ネロたちはその踊り場のような場所に立っていた。踊り場の手すりから身を乗り出して、上に向かっていく階段をぐるぐると目で追うと、やがて薄暮の空が見えた。かすかに瞬き始めている星々が見えた。この塔には天井がない。


    「ここって……あの折れた尖せん塔とうか……！」


    　先ほど聞こえた泣き声は、大口を開けた塔の上から流れ込んでくる風の音だった。がらんどうの塔の内壁に反響して、無人の城内に、寂しげな音ね色いろをひっそりと奏かなでていたのだ。なーんだと、マルガレットは呆あきれたように笑う。だがその顔は、ほっとしているようにも見えた。


    　ネロたちは螺旋階段を下りて地上階にたどり着いた。床はやはり大理石で、巻き貝のように渦を巻く巨大な模様が中央に描かれている。


    「間違いないわ。ここよ」


    　ミドナの手紙と照らし合わせ、アーシェは確信を持って頷うなずいた。手紙に記された地図でも、儀式の間への入り口には、巻き貝のような絵が描かれていた。


    「ここが入り口？　扉もなんにもないじゃない」


    　マルガレットがアーシェの横から手紙を覗のぞき込む。巻き貝の絵の横に記された、注釈らしき文を読み上げた。「床にノック。一回、三回、十七回……なにこれ？　ノックすればいいの？」


    　首をかしげつつも、しゃがみ込んで早速大理石の床をコンコンと叩たたき始める。


    　その音を聞きながら、マルガレットの動作を見ていて、ネロは頭の中がむず痒がゆくなるような既視感デジヤビユを覚えていた。なんだろう、ただの気のせいだろうか？　それとも僕は、なにかを知ってて忘れちゃったのだろうか？


    「それが〝秘密の合図〟なんですって」


    　手紙に目を落としたまま、アーシェが言った。


    「秘密の合図で儀式の間へ入れる……らしいわ。手紙にはそう書いてある」


    　秘密の合図──


    　頭の中の歯車がカチッと合わさったように、ネロの記憶は蘇よみがえった。


    「アゲハ、それって確か……！」


    　ちょうどそのとき、マルガレットが最後の十七回のノックを終える。


    　直後、いくつもの光り輝く点が床に現れた。光点は、それぞれが規則的に動きだし、その軌跡は光の線となって残る。床の巻き貝模様と同じくらいの大きさの、半径が大人の身長よりも長い円が描かれる。その中に様々な幾何学模様が描かれる。瞬く間にネロたちの足元に描かれたそれは──魔方陣だ。


    （あのときと同じだ。アーシェの住んでいた城から、不帰の谷の外へ出るための秘密の出入り口……！）


    　だとすると、このままでは危ない。


    　ネロがそう気づいたときにはもう遅かった。


    　足元の感覚がなくなる。まるで突然落とし穴が開いたみたいに、ネロの身体からだは大理石の床の中に吸い込まれた。同じく、魔方陣の中にいたアーシェとマルガレットも──


    「きゃあああああああああああッ！」


    「えええええッッ!?」


    　二人の悲鳴が交ざり合って、床の中に呑のみ込まれていった。
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    　激しい衝撃と共に、ネロはしたたかに尻しり[image: ]もちをついて着地した。


    　鈍い痛みが背中を駆け抜け、苦く悶もんの声で呻うめきながら転がり回る。


    「いったぁい！」「うぎゅう！」


    　アーシェとマルガレットの叫び声や、マルガレットの鎧よろいの擦こすれる音がけたたましく鳴り響いた。


    　そこはほとんどなにも見えないような真っ暗な場所だった。


    　ズキズキと痛むお尻しりを押さえながら上を見ると、例の魔方陣が天井で光り輝いていた。


    　と、その天井をすり抜けて月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハがゆっくりと下りてくる。苦笑いをしながら、気まずそうに頭の後ろをぽりぽりと手で搔かいて、


    「やあ、なんていうか、あの、ごめんね？　僕がもうちょっと早く気づいていたら、ちゃんと注意してあげられたんだけど。巻き貝模様は、魔方陣の大きさを表す目安だったんだね」


    　決まった回数だけノックをすると、秘密の出入り口が開いて、魔方陣の部分が通り抜けられるようになる──そういう仕掛けトリツクだったのだ。つまりノックは巻き貝模様の外に立ってするのが正解だったようだ。


    　月光揚羽の明かりが周囲を照らし、ようやく今いる場所の様子がわかった。ネロは痛みをこらえて立ち上がり、ぐるりと視線を巡めぐらせる。円形の小さな部屋だった。壁に沿って螺ら旋せん状の階段が天井まで続いていた。やれやれ、あれを使えば、こんな痛い思いをしなくてすんだのか。


    　やがて魔方陣が消える。


    「いたたたた……ここが儀式の間なの？」


    「も～、ママったら酷ひどいわ。こういうことはしっかり書いておいてくれないと」


    　マルガレットが、次いでアーシェが起き上がる。


    「ここはまだ違うと思いますよ。儀式の間はきっとこの先でしょう」


    　螺旋状の階段が途切れたところに、人がやっと一人通れるような、縦長の狭い通路が開いていた。ネロたちは一列になって奥へと進む。


    　通路を潜くぐり抜けると、丸い形の大広間に出た。大広間の内周は、ぐるりと、人が腰かけるのに充分な大きさの座席のような階段になっていて、まるで円形劇場アリーナのようだった。ネロたちは階段の最上部に立っていて、大広間を見下ろしている。


    「下になにかあるよ。行ってみよう」


    　月光揚羽に続いて、残りの三人も、円形劇場でいうところの舞台の上まで下りていく。


    　丸い舞台の端のほうに大理石の台座があった。ネロの胸の位置と同じくらいの高さで、床の大理石がそこだけはみ出しているみたいに見える。


    「なんだろう、この凹くぼみ？」


    　台座に興味を示したマルガレットが不思議そうな顔をした。台座の上面に丸い凹みがあり、そこから細い溝が走っていた。溝は台座の側面を経て、床にまで延びている。


    　マルガレットは台座上面の凹みを指先でいじりながら、もう片方の手を顎あごに当てて、いかにも真ま面じ目めそうに呟つぶやいた。「うーん……この大きさだと、ゆで卵を載せるのにちょうどいいかな……？」


    「こんなところで誰だれがゆで卵を食べるっていうのよ」アーシェが呆あきれたような渋い顔をして、ミドナの手紙を広げた。「その凹くぼみにあたしの血を垂らすんですって。あとは部屋の真ん中に立って、決められた言葉を唱えれば、儀式が始まるらしいわ」


    「ふーん、あっそう」


    　マルガレットは少しムッとして尋たずねる。「で、あたしとネロはどうすればいいの？　なにかしなきゃいけないことでもある？」


    「なにもないわ。儀式が始まったら、あたしもただ立っているだけでいいそうよ」


    「……じゃあ、もう始めちゃいますか？」


    　ぐずぐずしていてもしょうがない。アーシェが魔法の力に目覚めたら、すぐさまニコラスたちの待つ古城に取って返さなければならないのだ。「それがいいよ。そうしよう。さぁ早く早く」と、月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハもアーシェを促す。


    「そうね、うん、じゃあそうしましょう」


    　アーシェはリュックサックを下ろして、舞台の隅に置いた。


    「なら、先に始めちゃってて。あたしはちょっとデュランダルの様子を見てくるから」


    　そう言うとマルガレットは、そそくさと階段を上のぼっていく。


    「え？　あ、あの、明かりがなくても大丈夫ですか？　あと、外に出るには、さっきと同じ秘密の合図を……！」


    　慌てて呼びかけるネロに、マルガレットは大丈夫大丈夫と背中を向けたまま答えて、あの狭い通路に飛び込んでいった。


    　アーシェがぽつりと呟つぶやく。


    「おしっこが我慢できなくなったのね……」


    「──バカァッ!!」


    　通路の奥から、マルガレットの怒鳴り声が響いた。


    



    　マルガレットの言うとおり、早速儀式の準備を始めることにする。


    　ネロは魔剣ストームブレイドを抜いて、切っ先を差し出した。「気をつけてくださいね」


    　アーシェは頷うなずき、ストームブレイドの鋭い刃先に左手の親指をそっと当てる。


    　深呼吸し──ギュッと顔をしかめた。アーシェの肩が小さく跳ねる。


    「……毎日、アゲハに血を吸わせてあげているけれど、自分で自分を傷つけるのはやっぱり嫌いやなものね」


    　アーシェの親指の先に赤い筋が走っていた。


    　台座の上で、右手の親指と人差し指で左手の親指を挟み、ぐっと力を入れる。


    　赤い筋から血が[image: ]あふれ出して玉になった。


    　玉はゆらゆらと揺れながら大きくなり、やがてポタリと凹みの中に滴したたり落ちる。


    「……!?」


    　アーシェは息を呑のんだ。


    　血のしずくが、乾いた土に水をまいたかのように、大理石の台座にすっと染み込んで消えた。


    　次の瞬間、そこから淡い光が生じる。


    　光は、液体のように凹くぼみの中に溜たまって、やがて[image: ]あふれ出し、凹みから延びた溝を流れていった。まるでレールに乗ったトロッコのように台座の側面から床へと走り抜ける。


    　溝は舞台の縁ふちに沿うように彫られていて、溝を流れる光は、線となって円を描いていく。


    　さらに円の内側にも溝は引き込まれ、いくつもの筋に分岐し、角を曲がり、カーブし、別の筋と交差して絡からみ合う。光の線はいつしか舞台の床に魔方陣を描き出していた。先ほどの、秘密の入り口を開く魔方陣よりもさらに大きく、描かれた幾何学模様は遥はるかに複雑だった。


    　儀式の妨さまたげにならぬよう、ネロと月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハは急いで舞台から階段の上に移動した。


    　アーシェは魔方陣の中心に立つ。


    　その手にある、ミドナの手紙の一文を、緊張に少し震ふるえる声で読み上げる。


    「我われは命ずる」


    　それが儀式の始まりを告げる言葉だった。


    　その言葉を唱えれば、ネロたちの旅のすべてが終わる。


    「我わが血をもって、第五の盟約を──」


    　だが、そのとき、予想もしない横よこ槍やりがアーシェを遮さえぎった。


    「あら、それじゃダメよぉ。第五の盟約ではあなたたちの願いは叶かなわないわ」


    　えっ……!?


    　ネロたちはいっせいに声のしたほうを見た。


    　外へと通じる、あの狭い通路のすぐそばで、一人の女が階段の最上段に腰かけていた。


    　脚を組んだ、くつろいだ姿勢で、微笑ほほえみながらこちらを見下ろしている。


    　一言も発せず、ネロは立ち尽くした。我が目を疑うとはまさにこのことだった。その女の顔ははっきりと覚えている。その女が今ここにいるわけがない。


    　アーシェの手から手紙がはらりと落ちた。


    　愕がく然ぜんとして、これ以上ないほど目を剝むき、息を詰まらせたようにかすれた声で叫ぶ。


    「……ママッ!?」


    



    　　　　　　　　　　５


    



    　女の顔は、アーシェの母親であるミドナそのものだった。


    　相変わらず美しく、そして彼女は、無邪気な子供のように悪いた戯ずらっぽい笑えみを浮かべていた。


    （ミドナさん……？　本当に、ミドナさんなのか？　だってあの人は、確かに亡くなっていたじゃないか……！）


    　ネロは間違いなく見た。あの綺き麗れいな死に顔を。ミドナの遺体は、ネロの妹の遺体と一緒に、防腐の結界が張られた保存庫の中で静かに眠っているはずだった。


    　もし、蘇よみがえったのだとしたらどうやって？　そんな方法があるなら、ネロたちのこれまでの旅はなんだったのか。それとも、あのときは魔法かなにかで死んだふりをしていたとか？　いったいなんのために？　ネロにはわけがわからない。混乱の極みだった。


    「ネロ、ネロ……！」


    　月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハがネロの周りをぐるぐる飛び回る。手のひらを差し出すと、月光揚羽はその上に降りて親指にしがみついてきた。悪お寒かんに襲われているかのようにぶるぶると震ふるえている。


    「ネロ、僕、怖いよ。あれは本当にミドナさまなの？　もしミドナさまなら、僕を造り出してくれたご主人様なのに、あの人を見ていると、胸が潰つぶれてしまいそうなほど不安になるんだ。どうしよう、どうしようって、頭の中で誰だれかが騒いでるみたいなんだよ」


    「……僕にも、わからないよ」


    　ネロは力なくかぶりを振る。


    　その横をアーシェが駆け抜けた。階段を一気に上のぼった。「ママ!!」と、つまずいて倒れるように、女の胸に勢いよく飛び込む。


    「ママがいる。生きている。どうしてか全然わからないけど──」

  


  [image: ]


  
    　アーシェは女の胸にぐいぐいと顔を擦こすりつけ、涙声を震ふるわせながら叫んだ。


    「でも嬉うれしい！　ずっと会いたかった！」


    　女もアーシェを抱き締めた。そして優しく頭を撫なでてあげた。


    　だが、その手の動きは──気のせいかもしれないが──かつて見たミドナのそれとは少し違っているようにネロには思えた。ミドナがアーシェの頭を撫でるときは、娘を愛いとおしむ気持ちが指先にまではっきりと表れていた。この女の撫で方は、まるでペットの動物を可愛かわいがっているときのような感じだった。


    　ネロは女を見据えて大声で呼びかける。


    「あ……あなたは、本当にミドナさんなんですかっ？」


    　女はネロを一いち瞥べつし──うふふっと声に出して笑った。


    　無む垢くな少女のような笑い方だったが、なぜか盛り場の裏路地などで男を誘う妖よう婦ふのようにも見えた。ますますミドナらしくない。そして彼女は首を横に振る。


    「その質問に対する答えは〝いいえ〟ね」


    「えっ……？」


    　驚き、顔を上げるアーシェ。その左目は青く輝き、蔓つるの文様がざわめいている。


    　そんなアーシェをまっすぐ見つめて、女は告げた。


    「私の名はギルダ。あなたたちの言うミドナは私の姉ねえさんよ」


    「ママの、妹……!?」


    　ギルダはえぇと頷うなずいた。「私と姉さんは双子の姉妹なの」


    「ママが双子……そんなの初めて聞いたわ……！」


    「あの人は、あなたに私のことなんか話したくなかったでしょうからね。ああ、その理由はあとで教えてあげるわ。今はほかにもっと知りたいことがあるんじゃなくて？」


    　そのとき、舞台に浮かび上がっていた魔方陣が、音もなくその光を失って消えた。ただの溝に戻った。時間切れ、ということだろうか。


    「ギルダさん」ネロは呼びかけ、自分も階段を上がろうとする。だが、それを察して、月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハが哀願するような眼まな差ざしを向けてきた。嫌いや々いやと首を振る。月光揚羽はまだ怯おびえ、震えていた。ネロは最初の一段に片方の足だけをかけて話を続けた。「さっき、僕たちの願いが叶かなわないって言いましたよね？　それはどういうことですか？」


    「どうもこうも、言葉どおりよ」


    　ギルダはネロを焦じらすように、すらりと伸びた脚をゆっくりと組み替えてから答えた。「もしもあのとき、〝第五の盟約を果たせ〟と言い終わっていたら、あなたたちのこれまでの努力は水すい泡ほうに帰きしていたのよ。危ないところだったわね」


    　そう言いながら、ギルダはむしろ楽しそうに微笑ほほえむ。


    「あなたたちがやろうとしていた儀式は、ガルディア魔導帝国が健在だった時代の、魔法使いに対する死刑の次に重い刑罰だったのよ。儀式によって次元の穴が開いて、受刑者の体内から、あらゆる魔法的な力や要素が吸い取られちゃうの。魔法使いは体内のすべての魔力を失うと死んでしまうんだけど、そういう魔法使いの体質もなくなっちゃうから、その刑罰で死にはしないわ。要するに、魔法使いを人間にしてしまう儀式ってことね。それが〝第五の盟約〟の意味なの」


    　吸い取られた魔法的な力、要素は、次元の穴を通じて、どことも知れぬ異世界に飛ばされてしまうらしい。二度と取り戻すことはできないのだそうだ。


    　あぁ、なんて恐ろしいのかしら！　と、ギルダは変に芝居がかった動きで、己おのれの肩を抱いて身み震ぶるいした。


    「そんな馬ば鹿かな！」


    　ネロは舞台の中央に駆け寄って、アーシェが落としたミドナの手紙をかき集める。儀式について書かれた文を探す。


    　そこには確かに〝第五の盟約〟と書かれていた。


    「そんな、じゃあママは……そんな大事なことを書き間違えたって言うの……!?」


    　驚きよう愕がくするアーシェに、ギルダは言った。


    「その質問に対する答えも〝いいえ〟ね。あの人は、たとえ死ぬ間ま際ぎわでも、そんなつまらない間違いを犯す人じゃないわ。あの人は、姉ねえさんは、これっぽっちの不注意とも無縁に〝第五の盟約〟と書いたのよ。アーシェ、あなたの魔法を奪って、ただの人間にしてしまうためにね」


    〝ただの〟と言ったときのギルダの声には明らかな侮ぶ[image: ]べつの色が混じっていた。そして彼女は、ネロの手のひらの上で震える月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハを鋭く見据えた。


    「──そうでしょ、姉さんッ？」


    　え……？


    　ギルダの言葉に当惑し、ネロもアーシェも言葉を失う。


    　ただ目を見開き、ネロの手元の月光揚羽を見つめる。


    　時が止まったような静けさのなかで、月光揚羽はもう震えていなかった。


    　ギルダがうふふっと笑う。


    「とぼけたって無駄よぉ」階段に腰かける彼女は、左側のすぐ下に置いてあったなにかを手に取る。それは一冊の本だった。


    「じゃじゃーん、真実の書～」


    　アーシェとネロに、自慢するようにその本を披露する。


    「この本はね、世界のあらゆる〝真実〟を調べることができるのよ。過去の出来事は、すでに確定した〝真実〟だから、当然調べられるわ。だから私は、あなたたち二人が出会ってから今日までのことを全部知っているの。エスタルトの兵隊と戦い、国境地帯を山越えして、人買いの連中に捕まって……えぇ、えぇ、本当に大変だったわね。で、もちろん、姉さんが死んだことも知っているのよ。死んだあと、姉ねえさんがなにをしたかもね」


    「ママが……死んだあとに……？」


    「そうよ、姉さんはね、アーシェに旅に出るよう自分で言っておきながら、死ぬ直前になって急に怖くなったのよ。あなたが外の世界に行ってしまうのが寂しくて、自分が城の中に置いてきぼりにされるのが悲しくて、それで死んだあとに身体からだから魂が抜け出しちゃったの。しばらくはあなたのそばにくっついていたけど、あなたたちの前にそこの月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハが現れた瞬間、その身体に入り込んで取り憑ついたの。まるで寄生虫のようにね」


    　真実の書によれば、月光揚羽はミドナの魂に取り憑かれたことに気づきもしなかったそうだ。そしてミドナの魂は、月光揚羽の中でしばし眠りについたのだという。


    「死霊魔法の使い手でもなかった姉さんにしてみれば、魂となって他人の身体に取り憑くというのは、とても疲れる作業だったでしょうからね。でも今は──ううん、だいぶ前からとっくに姉さんの魂は目覚めているわ。月光揚羽の身体を乗っ取って、あたしたちとお話しすることもできるでしょう。さぁ姉さん、いつまで黙っているのかしら？」


    　ギルダはまるで罪の告発をしているようだった。


    



    　もしも彼女の言っていることが本当なら、ミドナのしたことは、確かにネロたちに対する裏切り行為といえるのかもしれない。しかし、


    「その、真実の書というのが、ほんとにあなたの言うとおりのものであるという証拠を見せてもらわないと、悪いけど信用できませんよ」と、ネロは言った。「僕とアーシェの旅のことをいろいろ知っているみたいですが、それだけじゃあ……」


    「あら、疑り深いのね。じゃあ、ほかになにを調べてほしい？　真実であることなら、なんでも調べられるのよ？」


    「だったら……僕の妹の名前はわかりますか？」


    　ギルダはにこりと微笑ほほえんで「真実の書よ」と唱えた。


    　すると彼女の手にある本が勝手に開き、ページが高速でめくられていった。あるところでぴたっと止まる。


    「教えて、ネロの妹の名前は？」


    　ギルダが本に尋たずねると、返事をするように本は仄ほのかな光を発した。


    　本を覗のぞき込んでいたアーシェが、あっと驚きの声を上げる。


    　ギルダは得意げに微笑んで答えを告げた。


    「あなたの妹の名前は、アンゼリカね。そして、家族や親しいものはアンと呼んでいる。……どう？　合っているでしょう？」


    　ネロは息を呑のんだ。その後も、アンゼリカの誕生日や、ほくろの位置など、家族以外は誰だれも知らないはずのことを質問してみるが、ギルダはすべて正しく答えた。もはや、真実の書が〝真実を表す書〟であるということを、ネロも信じるしかなかった。


    「……だったら、もう一つ答えてください」


    「まだ聞きたいの？　本当に疑り深い子ねぇ。まぁいいわ。なぁに？」


    「僕の父さんは、エスタルトの王子を死に至らしめた罪で処刑されました。でも僕は、父さんはそんなことはしていないと信じています。本当のことを調べてください」


    　エスタルトの王子ノーランは、ネロの父親が作った緋ひ緋ひ色いろ鉄てつの剣を持って戦場におもむいた。しかし緋緋色鉄の剣は折れやすく、それは剣を扱う者にとっては常識だったが、ノーランは構わず緋緋色鉄の剣で戦った。案の定、剣は砕破し、彼は敵兵に討ち取られてしまった。


    　なぜ、そんなことになったのか？


    　緋緋色鉄の剣の製作を依頼した領主の男は、ネロの父親にこう言われたと証言した。


    　──私なら頑丈な緋緋色鉄の剣が作れます。だから、報酬を二倍にしていただきたい。


    　だが、父親がそんなことを言うなんて、ネロは信じていない。あり得ないと思っている。


    「事の真相を探ればいいわけね。そうね、それなら──」


    　ギルダはしばし首をひねってから、真実の書に向かって「ネロの父親が濡ぬれ衣ぎぬを着せられた経緯を教えて」と尋たずねる。本は淡い光を放つ。


    「……ふんふん、なるほど。あなたの言うとおり、あなたの父親は潔白だったようねぇ」


    　エスタルト王は〝王子の死に責任あるものは一族すべて処刑せよ〟と命じた。


    　王子の側近たちは、自分たちの責任を追及されるのではないかと恐れた。緋緋色鉄の剣をいたく気に入り、戦場へ持っていこうとした王子を、彼らは止められなかったのだ。


    　そのため、緋緋色鉄の剣を献上した領主の男に大金をつかませ、噓うその証言をするように頼み込んだのだ。それが真相だった。


    「そのせいで、罪もない父さんとアンは殺されたのか……！」


    　ネロの中で怒りが溶岩のように煮えたぎる。


    　だが、同時に晴れ晴れしい気持ちでもあった。やはり父さんは、人を[image: ]だましてお金を得ようとするような人ではなかった。罪人なんかじゃなかったんだ！


    「じゃあ、それをエスタルトの王様に教えれば、ネロはもう追われる身じゃなくなるのね？　よかったね、ネロ！」


    　アーシェが我わがことのように喜んだ。しかしギルダは、ダメダメと首を振った。「残念だけど、それは無理ね」


    「ど……どうしてですか？」


    「だって、この真実の書は、魔導帝国の皇家の血を引く者にしか使えないんだもの。私はその一人なんだけどね。で、真相を説明するには、この真実の書が本物であることを証明しなきゃいけないでしょう？　嫌いやよ、私、そんなの」


    　私は魔法使いです。今からこの真実の書を使ってごらんに入れます──王の前でそんなことを言えば、屈強な近衛兵たちにすぐさま取り囲まれてしまうだろう。ネロの父親の無実を伝えるどころか、下へ手たをすればその場で殺されてしまう。


    「濡ぬれ衣ぎぬを晴らす方法があるとすれば、噓うその証言をした領主の男が、王子の側近たちに買収されたという証拠を手に入れることね。でも──」


    　ギルダはまた真実の書に尋たずねた。そして、


    「そんな証拠は残ってないって。そいつらも、そんなバカじゃなかったってことね。というわけだから父親の汚名をそそぐことは諦あきらめなさいな」


    「そんな……！」


    　ネロは愕がく然ぜんとした。


    　せっかく父親の無実が証明されたのに、どうすることもできないなんて。


    　悔しかった。手のひらのうえに希望を乗せられて、つかもうとしたらすぐに取り上げられてしまったかのようだった。がっくりとうなだれる。


    　アーシェも、かける言葉もなく黙ってしまった。しかしギルダは、明るい声でパンパンと手を叩たたいた。「まぁまぁ、父親が無実だったってわかっただけでもいいじゃない。それよりあなたたち忘れてない？　ずいぶん話の腰を折られちゃったけど、私、なんの話をしていたんだったかしら？」


    　ネロはハッと思い出す。


    　今のネロの手のひらには、暗い表情でうつむく月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハが乗っていた。


    



    　　　　　　　　　　６


    



    　ギルダは、月光揚羽の身体からだにミドナの魂が取り憑ついていると言った。


    　にわかには信じがたいことだが、真実の書の力は、すでに充分に証明されている。


    「ア……アゲハ……？」


    　ネロが呼びかけると、月光揚羽は口を閉ざしたまま舞い上がった。


    　ゆっくりと──優雅にたゆたうというよりは、さながら足あし枷かせの重りを引きずるみたいに飛んでいく。ネロはそのあとについて階段を上のぼる。無言の月光揚羽に、ネロの心臓はドクドクと乱れ打つ。月光揚羽の後ろ姿は、まるで処刑台に上がる囚しゆう人じんのようだ。


    　アーシェの前で月光揚羽は止まった。


    　うつむいて、上下に小さく揺れながら宙にとどまる。


    　アーシェが両手を出すと、静かにその上に着地した。


    「アゲハ……？」


    　今度はアーシェが呼びかけた。


    　月光揚羽はそれにも答えず、伏し目がちの、後ろめたそうな視線をギルダに向ける。胸元で煌きらめく黒水晶のペンダントを見据える。


    「どうやって呪じゆ詛そ返しをしたのかと思ったら……とうとう魔神の魂を見つけてしまったのね」


    　ようやく開かれたその口から出てきたのは、月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハの言葉ではなかった。


    　ギルダが不敵な笑えみを浮かべる。「魔神は古き魔法を司る者。その魂のもとで命じれば、姉ねえさんお得意の古代魔法もまるで形なしよ。魔封じの呪のろいを跳ね返すなんてわけなかったわ」


    「魔神……呪い……二人ともなにを言っているの？」


    　アーシェは、ミドナが呪いを受けていたことを知らない。ミドナが苦しんでいたのは〝凶星憑つき〟という病気だと信じていた。だから今の会話を理解できずに戸と惑まどっている。


    　しかしネロは、ミドナの口から本当のことを聞かされていた。ミドナはある人物に呪いをかけていて、その呪いが形を変えて自分に返ってきたのだと語った。


    　今の二人のやり取りは、そのことを言っているに違いない。ということは、月光揚羽の中にミドナがいるというのは本当なのだろうか。二人が姉妹だということも事実なのか。


    （だとしたら──ミドナさんは実の妹に呪いをかけていたのか!?）


    　そんなことをする人だとはとても思えなかった。だが、それ以外に解釈のしようがない。


    「ごめんなさい、アーシェ」


    　月光揚羽の口から、またもミドナらしき言葉が紡つむぎ出される。


    「黙っていたのは事情があったからなのよ。今はまだ、言えないのだけど……」


    　アーシェの腕がぶるぶると震ふるえる。「ほんとに……ママなの……？」


    　月光揚羽は、謝るように、小さく頷うなずいた。


    　それでもまだ、ネロは半信半疑だった。わからないことが多すぎる。「アゲハがミドナさんだというなら……どうしてアーシェに取り憑かなかったんです？」


    　アーシェと一緒にいたかったのなら、そのほうが直接的だ。


    　月光揚羽はネロのほうへと振り返る。


    　重たげなまぶた、辛つらそうな眉み間けんの皺しわ、憂いを帯びた眼まな差ざしは、ネロが出会ったときの、身体からだを[image: ]むしばむ呪いに苦しんでいたミドナのそれと同じだった。


    「お前の言うとおり、最初はそうしようかと思ったわ。命の巡めぐっている肉体から離れて魂のまま漂っていると、いずれ心を忘れてしまい、自分が何者かもわからぬ亡霊になってしまうからね。でも、アーシェに取り憑いたら、アーシェの顔を見ることができなくなるでしょう？」


    　この子の、可愛かわいい私のアーシェの顔が、二度と見られなくなるなんて──


    　唇くちびるを嚙かみ、左右に首を振る。


    「いずれはそうなる日が来るとしても、少なくともあのときの私には、そんなことは耐えられなかった。我慢できなかった。だから、あなたたちが月光揚羽と出会ったときに決断したのよ。アーシェは優しいから、魔力をもらえないと生きていけない月光揚羽をきっと見捨てては行かないと思ったからね」


    　それは実に、娘を溺でき愛あいするミドナらしい答えだった。


    　ネロは、この小さな魔法生物の中にミドナの魂が存在していることをほぼ確信する。


    　だが、


    「それなら、どうしてもっと早く言ってくれなかったんです？　僕らの旅にミドナさんがついてきてくれていたとわかれば、とても心強かったですし、アーシェだって間違いなく大喜びしていたと思いますよ。いったい、いつ頃ごろから、アゲハの身体からだを操れるようになっていたんですか？　アーシェが人買いに捕まって危ない目に遭っていたときは……あのときは、まだ無理だったんですよね？」


    「そ、それは、事情があって……さっきも言ったけど、今は言えないのだけど……」


    　ネロはミドナを責めようとしたのではない。しかし、彼女は肩をすぼめ、声も身体もどんどん縮こまっていく。ネロの胸の内に焦りが生じた。これじゃあまるで、ミドナさんには後ろ暗いところがあるみたいじゃないか……！


    　そんなミドナの姿を、ギルダは心から楽しそうに、満足そうに眺め、目を細める。


    「真実の書でそこまで調べたわけじゃないけれど、姉ねえさんはきっと、月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハの中にいることを一生──もう死んでるけど──隠し続けるつもりだったんじゃないかしら？　そのことを明かせば、いつまでもいつまでも責め続けられることになるものね。だってアーシェの魔法の力を奪おうとしたんだから。私が儀式を止めなかったら、実際そうなっていたんだから」


    「噓うそよ！」


    　アーシェが叫んだ。「魔法の力を目覚めさせるために旅に出なさいって、そう言ったのはママだもの！　ママがあたしに噓をつくなんて、誰だれがなんと言おうと、そんなの絶対に信じない！　儀式の言葉も、本当に〝第五の盟約〟では間違っているの？　ギルダさん、あなたが噓をついているんじゃないの？　ねぇママ、そうなんでしょう？」


    　月光揚羽の姿をしたミドナを自みずからの胸元に寄せてかばい、ミドナと同じ顔をしたギルダを、敵意に[image: ]あふれた瞳ひとみで睨にらみつける。しかしミドナは、うつむいたままアーシェの問いには答えなかった。


    「ママ、違うの……？」アーシェはなおも問いかけた。「じゃあ、書き間違えたのね？　あのときのママは病気でとっても苦しそうだったもの。少しくらい書き間違えがあったってしょうがないわ。だから安心して。あたし、そんなことで怒ったりしないわよ？」


    　それでもミドナは黙して答えない。


    　アーシェがかばうほど、むしろ辛つらそうに顔を歪ゆがめる。


    「やれやれ、どうすればわかってくれるのかしら」


    　ギルダは少しだけ困ったみたいに首をかしげ、人差し指を唇くちびるに当てて考え込んだ。それもまた演技のような、わざとらしい仕草だった。きっと、アーシェの反応は予想済みだったのだろう。にっこりと微笑ほほえんで、閃ひらめいたとばかりに手を叩たたく。


    「だったら姉ねえさんのもう一通の手紙を読んでみちゃいなさいよ。私の言葉が信じられなくても、姉さんが直じかに書いた手紙なら信じられるでしょう？」


    「え……ダ、ダメよ！　あの手紙は儀式が終わるまで見ちゃいけないって書いてあったもの」


    「まぁ、呆あきれた。姉さん、よくもここまで手なずけたものねぇ」ギルダは肩をすくめた。「ねぇ、姉さん、まさかこの期ごに及んで、まだあの手紙を見ちゃダメなんて言うつもり？　これ以上は隠しとおせないって、ほんとはもうわかってるんでしょう？　見てもいいわよね？」


    　月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハのミドナは──やはり黙ったままだった。


    〝見てはいけない〟とも言わなかった。アーシェの手の上で、力尽きたようにうなだれている。それが答えだと、ネロは思った。


    　ネロは階段を降りて、舞台の隅に置かれていたアーシェのリュックサックを開けた。「ネロ、ダメよ！」とのアーシェの制止も無視し、中をまさぐって封筒を取り出す。


    〈アーシェの儀式が終わるまで、決して見てはならない〉


    　そう書かれた封筒の、蜜みつ蠟ろうの封を切る。中には丁てい寧ねいに折られた一枚の手紙が入っていた。


    （見れば、すべてが無駄になる……か）


    　ごくりと唾つばを飲み込んで、手紙を開いた。


    　震ふるえて、かすれて、少し読みづらい文字を目で追っていく。


    



    〈この手紙を読んでいるということは、すでに儀式は終わっているのでしょう。


    　ならばもう気づいているかもしれないけれど、私はあなたたちに噓うそをついた。第五の盟約による儀式で、アーシェは魔法の力を完全に失い、普通の人間と同じになっているはず。


    　ネロ、妹を蘇よみがえらせたいという、お前の願いを打ち砕いてしまったことは、本当に申し訳なく思っているわ。せめてものお詫わびに、どうか〝賢者の袋〟をもらってちょうだい。


    　そして、できることなら、これからもアーシェのことを守ってあげて。


    　お前を[image: ]だましたのはこの私。アーシェはなにも知らない。なんの罪もないの。


    　だから、どうかアーシェを嫌わないであげて。


    　図々しいのは承知のうえで、どうか、どうか──〉


    



    　手紙の両端が、くしゃっと音を立てて折れ曲がり、皺しわが寄る。


    　気づかぬうち、手紙を持つネロの手に強い力がこもっていた。


    　つかつかと歩いて、階段を上のぼり、アーシェたちの元へ戻る。


    　無言で手紙を突き出す。


    　アーシェは戸と惑まどい、躊躇ためらった。アーシェの手に乗っていたミドナは、場所を譲るように、うつむいたままゆっくりと宙へ飛び上がる。空っぽになった手の上に、ネロは手紙を置いた。


    　アーシェは、恐る恐る手紙を開く。


    　文面に目を落とすと、すぐにもその目が見開かれた。息を呑のみ、肩が戦慄わななく。


    「……噓うそ……っ」


    　声はか細く、だが、左目の青白い光は彼女の心を映して輝きを増した。蔓つるの文様は、心の乱れそのままに、ざわざわと顔の上でのたうっている。


    　アーシェはともかく、ネロにとってはある程度予想していた文面だった。観念したように黙っているミドナの態度から覚悟はしていた。


    　それでも胸の内に怒りが込み上げてくる。


    「僕は……お金なんかが欲しかったんじゃないッ！」


    　賢者の袋があれば一生お金に困ることはない。土さえあれば大富豪になれるだろう。


    　しかし、ネロの一番の願いは違う。


    　妹を蘇よみがえらせたい。それ以上に望むことなどなかった。それなのに──


    （すべてが無駄だったのか……）


    　この旅自体が、これまでのネロの努力が、最初からまったく無意味だった。


    　怒りの次にやってきたのは徒労感だった。


    　だが、それもすぐにどうでもよくなる。自分の苦労が無駄になったことなど、その次にネロを襲った感情が、津波のように洗い流していった。


    　絶望。


    　ネロの両脚から力が抜け、立っていられなくなった。崩れ落ちるように階段にうずくまり、無意識に頭を抱かかえた。


    「今さら、アンは蘇らないなんて……そんなのってないですよ……」


    　絶望が真っ黒な口を開けて、ネロを呑み込もうとする。


    　と、


    「あら、蘇るわよ」


    　ギルダがなんでもないことのように言った。「アーシェにその気があればね」


    「……え？」


    　顔を上げて、ネロはギルダを見る。ギルダは、ネロではなくアーシェを見ていた。


    「あたしに、その気があれば……？　も、もちろん、あるわ。あたしだってネロの妹を蘇らせてあげたい！　どうすればいいのッ？」


    　アーシェはギルダに詰め寄る。すると、申し訳なさそうにうつむいて宙に漂っていたミドナの顔色が変わった。「ま、待って、アーシェ！　それは──」


    　そのとき、外へと通じる通路から、場違いの陽気な声が響いてくる。


    「いやー、もう、まいったよ。秘密の合図の回数がちょっとわからなくなって、入るのに手間取っちゃった。どう、もう儀式は終わったの？」


    　明かりと共にマルガレットが現れた。


    　その手には角カン灯テラが握られている。馬に積んでいた荷物の中に入っていたのだろう。鎧よろいをカチャカチャと鳴らしながら、通路を潜くぐり抜ける。


    　ぴたっと足を止めて、階段に優雅に腰かけるギルダの姿をまじまじと見つめた。


    「え……誰だれ、この人？」


    



    　　　　　　　　　　７


    



    　ギルダはマルガレットを見て、特にその三本の角つのに目をやり、露骨にため息をつく。


    「この子のために、また一から話さなきゃいけないってことかしら？　ああ、もう、めんどくさいわねぇ」


    　渋々と、これまでの流れを語って聞かせる。とっととすませてしまいたいようで、かなりはしょった説明だ。


    　と、マルガレットは話の途中で大声を上げる。


    「噓うそだった？　じゃあ、ジェロームさまは蘇よみがえらないってこと？　そんな、ここまで来て、冗談じゃないよ！　ミドナさんっていったっけ？　なんでそんな噓ついたの!?」


    　嚙かみつくようなマルガレットの追及に、ミドナは今にも消え入りそうな声で答える。


    「魔法使いとして生きていくことは辛つらいことばかりよ……。そうでしょ、アーシェ？　あなたはここまでの旅で、魔法使いでよかったと思ったことがどれほどあった？　辛いと思ったことの原因のほとんどは、あなたが魔法使いだったからじゃない？　特にあなたは、女の子だから……」


    　この世界では、自然災害や疫病などが発生すると、多くの人がこう考えた。


    〝魔女〟が災いを運んできたのだ──と。


    　それ以外にも、〝魔女〟に対するいわれなき悪評は、挙げていけば切りがない。人々は魔法使いを、悪の帝国によって栄えた者の末まつ裔えいと差別したが、魔法使いの女に対しては〝魔女〟として、さらに特別の迫害を行った。それゆえアーシェは、人前では〝魔女〟であることがばれないよう、常に気を張っていなければならなかった。今でこそ多少は慣れたが、ただでさえ感情の豊かなアーシェは、最初のうちはとても苦労していた。宿屋で、自分たちの部屋に入って、人目がなくなった途端、その辛さに泣きだしたことも何度もあった。


    「確かに……そうかも、しれないわ……」アーシェは頷うなずく。


    「そうでしょう。魔法使いを忌いみ嫌うこの世界では、いっそ魔法使いをやめて人間になったほうが、アーシェが幸せになれると思ったのよ。だから私は……」


    「だから私は？　なによ、世界が悪いって言うの？」聞き捨てならないとばかりにマルガレットが憤ふん慨がいした。「そんなの勝手だよ！　世界中で忌み嫌われる原因を作ったのは、そもそも魔法使いじゃない！」


    「それは……！」


    　ミドナはなにかを言いかける。


    　だが、結局そのまま口を閉ざした。痛いところを衝つかれて反論できなくなったみたいだった。両手を固く握り締め、唇くちびるを嚙かむ。


    　その様子を見て、ギルダがくすくすと笑いだした。


    　マルガレットは嚙みつく標的をギルダに変える。「なにを笑っているの？　ちっともおかしくなんかないよ！」


    「ううん、とってもおかしいわぁ」ギルダは笑いをこらえようともしなかった。「あの姉ねえさんが角つの人びとに責められているなんて、こんなこと、とてもじゃないけど笑わずにはいられないわね。うふふふふ、あぁ、おかしい」


    「……なにそれ、どういう意味？」


    　煙けむに巻くような物言いにさらに腹を立てたのか、マルガレットは険しい顔でギルダに近づく。ネロは慌ててそれを遮さえぎった。


    「落ち着いて、マルガレット、まだ説明の途中なんですよ。最後まで話を聞いてください」


    「でも……！」


    「いいから聞いて。それから、世界に忌いみ嫌われる原因を作ったのは魔法使いかもしれないけど、でもそれは三百年前の魔法使いのことでしょう。先祖の過あやまちの責任を子孫にまで押しつけるのは間違っていると僕は思います。マルガレットは、魔法使いが嫌われるのはアーシェのせいだと言うんですか？」


    　濡ぬれ衣ぎぬとはいえ、妹のアンゼリカは、罪人の娘という理由だけで殺されてしまったのだ。ネロにとって、今を生きる魔法使いの境遇は他ひ人と事ごとではなかった。


    　マルガレットは、うぐっと喉のどを詰まらせたように呻うめく。


    「あ……あたし、そういうつもりじゃ……ご、ごめんなさい……」


    　アーシェとミドナに頭を下げて、しゅんとうつむいてしまった。さっきのは興奮して、つい口が滑ってしまったのだろう。ネロはふぅとため息をついて、ギルダを促した。


    「それで、妹を蘇よみがえらせるにはどうすればいいんですか？」


    　ギルダはふふんと鼻を鳴らして、組んでいた脚をほどく。それから上半身をひねって、彼女の後ろに置いてあったなにかを両手で持ち上げた。


    「妹っていうのは、これのこと？」


    　それは毛布に包まれた大きなもので、ネロはその毛布に見覚えがあった。あっと叫んで、ギルダの腕から奪うようにそれを取り上げる。ずっしりと重い。


    　壊れ物のように注意しながら階段の上に下ろして、毛布の端をめくると──


    　静かに目を閉じたアンゼリカの顔が現れた。


    「どうして？　その子はお城の保存庫に……魔法の錠で結界が張られたはずなのに……!?」


    　アーシェが啞あ然ぜんとしている。ギルダは実に気分よさそうに微笑ほほえんだ。


    「確かに保存庫には、錠と鎖で強力な結界が張られていたわね。でも、この私の手にかかったら、あの程度の結界なんてないも同然よ。──あ、安心して。姉ねえさんの遺体は置きっ放しにしてきたけど、前より数倍強い結界を張り直しておいたから」


    　ネロはほとんど聞いていなかった。愛いとしい妹の久しぶりの顔に見入っていた。


    　肌は生きていたときとほぼ変わらずに瑞みず々みずしい。死後数十日経たったとは思えないほどだ。


    　ただ、その色は、透き通りそうに真っ白だった。月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハの羽の青白い光に溶け込んで消えてしまいそうだった。


    　震ふるえる指で、アンゼリカの頰ほおをそっと撫なでる。


    　冷たく、硬い感触。まるで陶器で作られた人形のよう。


    　そう思うだけで、ネロは泣きだしそうになっていた。


    「あなたの妹を蘇よみがえらせる方法なら簡単よ」と、ギルダは言った。


    「〝第五の盟約〟ではダメ。〝第三の盟約〟で儀式をすればいいの」


    　ネロたちが今いる儀式の間は、遥はるか遠い昔の魔法使いが、異界の魔神と結んだ盟約をもとに造ったのだそうだ。盟約にはいくつもの種類があり、その中には、魔法使いの眠れる力を引き出すというものもある──それが〝第三の盟約〟なのだという。


    「私は姉さんとは逆の考えを持っているわ。魔法はね、素晴らしい才能なの。誰だれに嫌われようと、世界を敵に回したって、その才能をなくしてしまうなんてダメよ。魔法使いが魔法を失うことは間違っているわ」


    　ギルダは真実の書で、アーシェの魔法を奪おうとするミドナの計画を知り、それを阻そ止ししようと思ったのだそうだ。


    「あなたたちが来るのはわかっていたから、私はここで待っていたのよ。でも、ただ待っているのも退屈でしょ？　だから気を利かせて、ネロの妹の遺体を運んでおいてあげたの」


    「要するに……その〝第三の盟約〟なら、アーシェが死んだ人を蘇らせることができるようになるってこと？　なんだ！　じゃあそれ、早くやろうよ！」


    　マルガレットは「よかったね、ネロ！」と、何度も肩を叩たたいてくる。相変わらず力の加減ができていなかったが、潰ついえたと思った希望が蘇った今、ネロも笑顔だった。アーシェもほっとしていた。


    　だが、ミドナだけはこの展開を歓迎しなかった。


    「だ……駄目よ、そんなの。だって死霊魔法は──」


    　困惑し、慌てふためき、アーシェの上着の裾すそをつかんで引っ張った。だがアーシェは、ミドナである月光揚羽の小さな手を払い、静かな、冷たい声で尋たずねる。


    「ママはアゲハのことをどう考えていたの？　あたしが人間になっちゃったら、アゲハに魔力をあげられなくなるわ。どうするつもりだったの？」


    　アーシェの言葉には棘とげがあった。


    　ミドナはぎょっとしたように目を剝むいた。もしかしたら、アーシェからそんな言葉を投げかけられたのは初めてだったのかもしれない。それくらい驚いていた。震ふるえていた。


    「そ……」


    　言葉の棘で刺し貫つらぬかれた傷から血が滴したたり落ちるように、ミドナは苦く悶もんの表情を浮かべながら、ぽつりぽつりと答える。


    「そのときは……この身体からだから出て、あなたに、取り憑つこうと思っていたわ……」


    　魔力を得られなくなった月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハは、いずれひからびて死んでしまうだろう。ミドナは別の身体に乗り移らなければならない。だが、それはミドナの事情だ。


    　月光揚羽はどうなる？　ネロたちにはなにもできない。見殺しだ。


    「そんな、そんなの酷ひどいわ。アゲハが可か哀わい想そうじゃない。それに、アゲハだけじゃない。ママの思いどおりになっていたら、ネロの妹も蘇よみがえらせられなかった……！」


    　アーシェは一瞬だけ非難の眼まな差ざしを向け、そしてうつむく。


    　もはや目も合わせずに呟つぶやいた。


    「ママ、あたし……がっかりだわ」


    　愛する娘からのその言葉は、ミドナにとっては致命的だった。


    　背中の羽の羽ばたきが勢いをなくし、あっと言う間に階段の上に落下した。


    　うつぶせから、哀れを誘うほど弱々しい動きで身体を起こす。腰を地に着け、両腕でかろうじて上体を支えて、それは土下座にも似た姿だった。


    「……ごめんなさい」


    　言葉と同時に、瞳ひとみから大粒の涙がこぼれ落ちる。


    　泣き濡ぬれて、顔を手で覆って、もう一度「……ごめんなさい」と謝る。


    　小さな妖よう精せいのような姿をしているが、本来のミドナは立派な大人だ。それが、[image: ]しかられた子供のように泣き崩れている。


    　ミドナの裏切りが原因とはいえ、ネロは彼女の悲しみを想像し、思わず胸が苦しくなった。


    　一方、ギルダはまたもくすくすと笑いだした。


    　それだけでは収まらず、さらに腹を抱かかえてけらけらと嗤わらう。この姉妹は仲が悪いのかもしれない。実の姉を[image: ]あざ笑わらうギルダに、ネロたちの、ミドナを責める気持ちは逆に萎なえていく。


    　しばらくして、肩を震わせて泣いていたミドナが突然動かなくなった。


    　まるで操あやつり人形の糸が切れたみたいに──


    　上体が揺れて、ゆっくりと横に倒れた。背中の羽が瞬く間に輝きを失う。


    　儀式の間を照らす明かりは、マルガレットの角カン灯テラだけとなった。


    「……ミドナさん……？」


    　呼びかけても反応がない。ミドナの瞳は涙に濡れたまま閉じていた。


    「あらあら、あんまりショックで気を失っちゃったのかしら。だらしないわねぇ。まあ、そのほうが都合がいいわ」


    　儀式の邪魔でもされたら面倒だものね──と言い、ギルダはアーシェに尋たずねる。


    「それで、どうするの？　今すぐ〝第三の盟約〟で儀式をする？」


    　アーシェは、ぐったりと階段の上に横たわるミドナを一いち瞥べつした。


    　一瞬の躊躇ためらいのあと、ネロとマルガレットと視線を交わし、決意を込めて頷うなずいた。


    「えぇ、やるわ。もちろん」

  


  
    



    　アンゼリカの願い
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    　二年前のある日。ネロの住む村の外はずれにある森、その中でのこと。


    　ネロは左の頰ほおを手のひらで押さえていた。頰はズキズキと痛み、熱を帯びて腫はれていた。殴られたのだ。


    　対たい峙じしているのは、ネロよりも一つ年上で、体つきは一回り以上大きい少年ケリーだった。彼もネロと同じ村の住人だ。ケリーは、ネロの妹のアンゼリカをなかば攫さらうように連れ出し、ネロをこの場に呼びつけた。


    　ネロが駆けつけたとき、アンゼリカは無事だった。すぐに解放されたアンゼリカは、今はネロの後ろで震ふるえている。


    　ケリーはいかにも面倒臭そうな顔をして、己おのれの正当性を主張した。


    「元々これは、お前の妹と、俺の弟の喧けん嘩かだったんだ。そこに先に首を突っ込んだのは、ネロ、お前だぜ。だからやむなく、この俺も口を出させてもらうことにしたんだ」


    　それが呼びつけた理由だった。ケリーはネロを殴った拳こぶしを開いて、ぷるぷると振る。


    「お前らが素直に和解案に応じれば、俺は手まで出さずにすんだんだけどなぁ。もう一度言うぜ、ネロ。妹と一緒に土下座して謝れ。ちゃんと地べたに額ひたいを擦こすりつけてな。そうしたら許してやるよ」


    「ふ……ふざけるな！」


    　ネロは声を荒らげて反発した。そもそもケリーの弟がアンゼリカを泣かせたのだ。お使いの途中だったアンゼリカの荷物を、ケリーの弟が取り上げた。帰りが遅いので心配したネロが、泣いているアンゼリカを見つけて、事情を聞き、ケリーの弟をとっ捕まえた。荷物を取り返し、二度とこんなことはしないようにと説教した。


    「あれはお前の弟が一方的にアンを虐いじめていたんだ！　こっちが謝る理由なんてない！」


    「おいおい、ネロ～」呆あきれたように肩をすくめて、ケリーはネロに近づき、ネロの肩をつかんだ。小声で囁ささやく。「お前も男ならさ、わかるだろ？　弟は、お前の妹が好きなんだよ。気を引きたくて、ちょっとからかっただけなんだ。それだけのことだよ。なのに、しゃしゃり出てきたお前に説教されて、好きな子の前で恥をかかされちまった。弟はいたく傷ついた。な、ここでお前に謝ってもらわなきゃ、弟の面メン子ツが立たねぇ」


    　自分勝手もはなはだしい理屈だった。


    　さらにケリーは、事の発端は、ケリーの弟がお使いを手伝おうと申し出たのに、アンゼリカが断ったことにあるのだと告げた。だからアンゼリカも土下座をせよと言うのだ。

  


  [image: ]


  
    「断る！　僕もアンゼリカも、そんな理不尽な理由で土下座なんかするもんか！」


    「そうかよ」


    　ケリーの膝ひざがネロの鳩みぞ尾おちに突き刺さる。


    　その後もネロは殴られ、蹴けられ続けた。ネロもやり返そうとはした。だが、ろくに喧けん嘩かなどしたことのないネロの拳こぶしは、ケリーの肩をわずかにかすっただけだった。ケリーは村の子供の中では一番身体からだが大きく、力も強く、喧嘩慣れしていた。ネロが敵かなう相手ではなかった。


    　さんざん痛めつけられて、ネロはうつぶせに叩たたき伏せられる。


    　髪の毛をひっつかまれて、無理やり顔を上げさせられた。ケリーがしゃがみ込んで、


    「どうだ、そろそろ自分たちの過あやまちを認める気になったか？」と尋たずねた。


    　ネロは、自分一人なら、諦あきらめて相手の言いなりになっていたかもしれない。


    　だが、朦もう朧ろうとする意識のなかでアンゼリカの泣き声が聞こえてくる。


    　ネロの、兄としての責任感は、どんなにボロ雑ぞう巾きんのようになっても決して折れなかった。


    　アンゼリカに理不尽な辱はずかしめを受けさせることを断じて許さなかった。


    「……断る……！」


    「まったく、往おう生じよう際ぎわの悪い奴やつだな。逆にみっともないぜ、ネロ」


    　ケリーは、つかんでいたネロの頭を振り下ろし、顔面から地面に叩きつけた。ネロはもはや、たいした痛みも感じない。ただ、鼻の奥がじわっと熱くなって、なにかが鼻び腔くうを流れていくのはわかった。鼻血だ。


    　ケリーという少年は、自分が悪いことをしているという自覚が皆無のようだった。むしろ弟思いのいい兄貴という認識なのだろう。ゆえにまったくの遠慮がなかった。


    「あくまで謝りたくないって言うんなら、しょうがない、強制的にけじめをつけてもらうからな。お前が弟の面メン子ツを潰つぶしたように、お前にも兄貴としての面子を潰してもらう」


    　倒れ伏して、地面しか見えないネロの耳に、衣きぬ擦ずれのようななにかの音が聞こえてきた。


    　ネロの頭にぬるい液体が注がれる。後頭部から顔のほうにも流れてくる。かすかな刺激臭を帯びた液体の正体は、すぐに察しがついた。激しい嫌悪感にネロは顔をしかめる。畜生、ケリーの奴、小便をかけている！


    　ネロは必死に身体を動かそうとしたが、手足はろくに言うことを聞いてくれない。


    　やがて汚水による制裁は終わった。いかにも爽そう快かいそうなケリーの吐息と、再び衣擦れのような音。ズボンの前を閉じているのだろう。


    「ネロ、これでお互いさまっつーことで、今回のことは水に流してやるぜ。……おっと、今のは別に洒しや落れを言ったわけじゃないぞ」


    　ケリーの弟がゲラゲラと笑った。


    　洒落じゃねーっつーの！　と、笑いながら弟を軽くたしなめるケリー。そして彼らは去っていった。捨て台詞ぜりふを残して。


    「じゃあな、ネロ。このことを言いふらされたくなかったら、少しは懲りろよ」


    「だっせーの。俺の兄貴がお前じゃなくてよかったよ。かっこわりー」


    　静かになった森の中にアンゼリカのすすり泣く声だけが響く。


    「……うっ……いてて、クソッ……」


    　しばらくして、ようやくネロは四つん[image: ]ばいの状態にまで起き上がることができた。


    「兄にいちゃん……兄ちゃん……」


    　アンゼリカが近づいてくる。ネロはとっさに大声を出してしまった。


    「来ちゃ駄目だ、アン！　僕に近づくな！」


    　ネロの身体からだは小便にまみれて悪臭を放っている。アンゼリカを汚れさせたくなかった。


    　だが、アンゼリカにはネロの真意はわからず、怒られたのかと思ったのか、さらに激しく泣きだした。ネロも泣きたくなる。それでも歯を食い縛って、涙をこらえて、立ち上がった。


    「怒ったんじゃないよ、アン。……さ、帰ろう」


    　よろよろと歩くネロの後ろに、嗚お咽えつを上げるアンゼリカがついてくる。


    「アン……できれば家に着く前に泣きやんでくれるかな。父さんには知られたくないんだ」


    「兄ちゃん……」アンゼリカはズズッと洟はなをすする。「ごめんなさい……」


    「謝らなくていいよ。アンはちっとも悪くなかったんだから」


    　ネロは立ち止まって振り返った。


    「で……でも……」


    　アンゼリカは、傷だらけ小便まみれの兄を見上げて、瞳ひとみからぽろぽろと涙をこぼす。


    　ネロはにこりと微笑ほほえんでみせた。


    「いいんだよ。僕はアンを守り抜くことができた。僕がどんな目に遭ったって、そんなのは全然構わないよ」


    　見栄でも強がりでもなく、本気でそう思っている。


    「僕はさ、身体も細いし腕力もないし、喧けん嘩かなんてこれっぽっちも強くないから、いつだってアンを守ってあげられるとは限らない。でもね──僕は、アンを守るときだけは、絶対に負けを認めたりしない。どんなに痛い目に遭わされても、決して諦あきらめたり、逃げたりしないよ。それが僕の、アンの兄ちゃんとしての、精一杯の戦いなんだ」


    　だからネロは、今日、自分が負けたとは思っていない。少し誇らしいとすら感じている。しかし──


    「そんなのやだ！」アンゼリカは声の限りに叫んだ。


    「兄ちゃんが痛いの、やだァ……！」


    　アンゼリカはネロに駆け寄り、小便の染みたネロの身体に、ついにギュッとしがみついてしまった。あぁ……と、ネロはため息をつく。しょうがない、帰ったら一緒に身体を洗おう。


    「……ありがとう。アンは本当に優しいね」


    　アンゼリカの頭を、愛情を込めて撫なでてあげる。繰り返し、繰り返し。


    　すると、涙に濡ぬれそぼって、くしゃくしゃになっていたアンゼリカの顔が、ようやく少しだけ笑った。


    　二人は手を繫つないで歩きだす。


    　力を込めたら簡単に壊れてしまいそうなくらい儚はかない、アンゼリカの小さな手を握り締めて、ネロは心の中で謝った。


    （ごめんよ、アン。アンが嫌いやでも、僕はやっぱり、アンのためならどんなことでもするから）


    　その誓いは、二年の月日が過ぎても、アンゼリカが死んでしまった今でもなお、ネロの心を力強く支え、駆りたてている。
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    　光の球体が儀式の間の天井近くを漂い、真下の舞台を明るく照らしている。ギルダの魔法によって作り出されたものだ。


    　部屋の隅に行くほど光は朧おぼろになり、階段の上段辺りに倒れたまま放置されている月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハの身体からだをぼんやりと照らしている。月光揚羽は、取り憑ついているミドナともども、依然として気を失っているようだ。


    　アーシェはもう一度、指先を切って、台座の凹くぼみに血を垂らす。[image: ]あふれ出した光が再び溝を走り、舞台の床に魔方陣を描き出した。


    「さぁアーシェ、間違えないでね、〝第三の盟約〟よ！」


    　階段の中ほどまで下りてきたギルダがアーシェに呼びかけた。魔方陣の中央に立つアーシェが、「はい！」と、大きな声で答える。


    　ネロとマルガレットは、ぎりぎりまで舞台に近づき、願いを込めて見守っていた。


    「この儀式が終われば、その子は蘇よみがえるんだよね」


    　ネロたちの後ろにアンゼリカの遺体が横たえられていた。


    「そしたら、その次はジェロームさまも……。あと少しだよね、ネロ」


    「えぇ、そうです、あと少しです」


    　固かた唾ずを呑のんで、ネロは頷うなずく。


    　すると、後ろのギルダがマルガレットに声をかけてきた。「ねぇ、そこの角つの人びとの子、あなたさっきから〝ジェロームさま〟って言ってるけど、それってもしかして、ジェローム・ブライアントのこと？」


    「え……そうだけど、あなた、ジェロームさまを知っているの？」


    　ギルダはほんの一瞬、驚いたように目を見開いた。


    「……そうね、まぁちょっとだけ」


    　だが、すぐに、さして興味もなさそうに視線を逸そらす。


    「そっかぁ、彼、死んじゃったんだ……ふーん」


    　なんだか少し気になる態度だった。しかし、舞台ではアーシェが今にも儀式を始めようとしている。ネロの意識はそちらに持っていかれ、ギルダへの関心はうやむやのまま消える。


    　アーシェがまぶたを閉じた。


    　胸に手を当て、一度、深呼吸すると、


    「我われは命ずる」


    　朗々と唱える。


    　きっと魔導帝国時代の魔法使いたちもそうしていたのだろう。


    　三百年の歳月を経て、儀式の言げん句くが今ひとたび、儀式の間に響き渡った。


    「我わが血をもって、第三の盟約を──果たせ！」


    　その言葉を引き金に、床の魔方陣の光がさらに明るさを増す。


    　それに呼応するように、アーシェの左目も、青く、強く、輝きだす。


    　アーシェは左目を押さえて悲鳴を上げた。


    「うぁ……目が……あ……熱いッ……！」


    　よろりと倒れそうになりながら苦く悶もんの声で呻うめく。


    「我慢して！　その場所から動いちゃ駄目！　耐えるのよ！」


    　ギルダが厳しく制した。


    　アーシェの左目から蔓つるの文様が現れ、それは凄すさまじい勢いで成長した。蔓から蔓が分岐し、首筋から胸元へ伸び、すぐさま全身に広がった。文様は手に、脚に絡からみつき、獲物を締め上げる蛇のように不気味に蠢うごめく。「痛い……痛い……ネロ……助けて……！」アーシェはついに床に膝ひざを突いて泣き声を上げる。


    「ね、ねぇネロ……ほんとにこれ、平気なの……？」


    　隣でマルガレットが戸と惑まどう。ネロの不安も限界に近かった。


    「ギルダさん、本当に大丈夫なんですか？　これじゃあアーシェが……！」


    「大丈夫よ。妹を蘇よみがえらせたいなら、いいから黙って見ていなさい」


    　階段に腰かけるギルダは、煩わずらわしげに答えた。その間、アーシェの苦しむさまから片時も目を外はずさない。その顔に喜悦の笑えみが浮かび、左目が青白く輝く。文様が現れる。独り言のようにぼそぼそと呟つぶやく。「もうすぐ、もうすぐよ……ついに、やっと……うふふふふふっ」


    　ネロの不安は拭ぬぐわれない。だってこれじゃあ、まるで呪のろいに苦しんでいたミドナさんみたいじゃないか……！


    　このまま、言われたとおりにただ見ていていいのだろうか？


    〝第三の盟約〟で本当に間違いないのだろうか？


    　ギルダの笑みには禍まが々まがしいものが見え隠れしている。今さらだけど、この人を信じてよかったのだろうか？


    　ネロの不安が疑惑へと変わりかけたそのとき──


    　一ひと際きわ高いアーシェの叫び声、そして彼女の左目が爆発的な閃せん光こうを放つ。


    　腕で顔を覆う間もなかった。視界が真っ白に染まった。
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    　閃光が収まると、舞台の床の魔方陣も消えていた。


    　回復した視界に飛び込んできたのは、舞台の中央で倒れているアーシェの姿だった。


    　ネロは慌てて駆け寄る。マルガレットもあとに続く。


    　仰あお向むけに倒れたまま、アーシェは微動だにしない。全身に絡からみついていた蔓つるの文様はすでに消えている。左目の、閉じたまぶたの隙すき間まから青い微光が漏もれている。


    「アーシェ、アーシェ、大丈夫ですかッ？」


    　繰り返し肩を揺する。


    　すると突然、アーシェはぱちっと目を開けた。勢いよく身体からだを起こす。


    　周囲をきょろきょろと見回し、きょとんとした顔で首をかしげる。驚いて目を丸くしているネロとマルガレットに尋たずねた。


    「あれ？　あたし、なにをしていたんだっけ……？」


    「な、なにって……決まってるじゃない、儀式よ、儀式！　どうしちゃったの、アーシェ。寝ぼけてんの？」


    「え？　あぁそうか、あたし、儀式をしてたんだ……」


    　アーシェはまた首をかしげ、腕を組んで、ぶつぶつと呟つぶやく。


    「目が火傷やけどしそうなくらい熱くて、身体中も痛くなって、もうこのまま死んじゃうんじゃないかと思ったんだけど……そうだ、思い出したわ。急にね、痛いのとか苦しいのとか、そういうのじゃない不思議な感覚が、お腹なかの奥のほうから湧わき上がってきたの。あったかくて、気持ちいいような感覚だったわ」


    　その感覚はみるみる強くなり、アーシェは自分が今、苦しいのか、心地いいのか、わけがわからなくなる。二つの相反する感覚が、身体の中でせめぎ合い、交ざり合い、アーシェの意識は荒波に揉もまれる小舟のように翻ほん弄ろうされて、恐ろしくなって思わず叫んだ。


    　どうやら、そこで気を失ってしまったようだ。


    「今は、大丈夫なんですか？」


    「えぇ」と、アーシェは頷うなずく。「もう、苦しいのは全然ないわ。でも、いい気分なのは少し残ってる。なんだか身体中に力がみなぎってて、今ならなんでもできそうよ」


    「それが魔法使いであるということよ」と、ギルダが言った。「大気中に存在するマナを吸い込んで、体内で練り上げ、精製し、魔力へと導く。魔力は肉体と結びつき、活力を与え、悠久にも等しい寿命と健康を約束するの。それが今のあなたに起こった変化よ」


    　ギルダが言うには、おそらく今までのアーシェは、魔力を生み出すところまでしかできなかったのだ。せっかく魔力があっても、それを上う手まく利用できない。血液を介してでないと月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハに魔力を与えられなかったのも、そのせいだったのだという。


    「でも、もう違うわ。アーシェ、あなたは……そう、生まれ変わったのよ。おめでとう！　お誕生日、おめでとう、アーシェ！」


    　ギルダは笑顔と拍手でアーシェを祝福した。マルガレットも釣られてパチパチと手を叩たたく。


    「なんだかよくわからなかったけど、よ……よかったね、アーシェ。おめでとう」言うやいなや、照れ臭そうに顔を赤くしてネロに振る。「ほ、ほらっ、ネロも！」


    　促されて、ネロも拍手した。「お、おめでとうございます、アーシェ」


    「え……あ、ありがとう、みんな……」


    　アーシェははにかんで微笑ほほえみ、もじもじしながら紅潮した頰ほおを両手で押さえて、くにくにとこね回した。もの凄すごく嬉うれしいときにアーシェがよくやる仕草だ。左目も光り輝いている。


    　そんな彼女を愛らしく感じながら、しかしネロは頭の中で、先ほどのギルダの言葉を思い返していた。


    　悠久にも等しい寿命──


    　つまりネロが死んでしまったあとも、アーシェは百年でも二百年でも生き続けるということだ。そうなれば、ネロは過去の思い出の人となり、きっといずれは忘れ去られてしまう。それはとても寂しいことに思えた。


    （姿形は同じでも、人間と魔法使いは、やっぱり別の種類の存在なのかもしれないな……）


    　ネロの拍手が弱々しく、まばらになる。


    　ほかの者たちもそれに合わせるように、自然に拍手はやんでいった。


    「さぁ、じゃあ早速、初仕事だね」マルガレットは逸はやる気持ちに小鼻をふくらませる。「まずはネロの妹を蘇よみがえらせて。その次はジェロームさまだよ。急いでお爺じいちゃんたちが待つお城に戻らなきゃ」


    「あ……う、うん。でも……」


    　アーシェは困惑した目をギルダに向ける。


    「ん？　どうかしたの？　あなたは[image: ]こう蝠もりや虫けらみたいな小さな命なら、蘇らせたことがあるのでしょう？」


    「ええ……でも、ほんの一瞬よ。すぐに魔法は解けてしまったわ」


    「それでも、やり方は一緒よ。今のあなたならできるわ。さあ、やってみて」


    　アーシェはまだ少し不安そうに頷うなずき、横たわるアンゼリカの前まで移動した。緊張した面おも持もちで、毛布にくるまれたアンゼリカの胸元に右手を当てる。


    　アーシェの両隣で、ネロとマルガレットは祈りを込めてじっと見守る。


    　大きく、ゆっくりと息を吸い込んで、アーシェはアンゼリカの胸元に乗せた手を見据えた。その手に全神経を集中させているようだった。


    　左目が濃い青に輝きだす。蔓つるの文様も現れる。


    「あっ……」


    　小さな声で呟つぶやいた。


    「なに……これって……」


    「ど、どうしたの？」


    　マルガレットが尋たずねる。しかし、アーシェは答えなかった。


    　無言で、ぶるっと身み震ぶるいする。


    　彼女の頰ほおはいつしか赤く染まっていた。左目の輝きが強くなった。


    　ギルダは艶なまめかしい笑えみを浮かべる。「儀式のときの不思議な感覚が蘇よみがえってきたのね。大丈夫よ、アーシェ。それが魔法を使うときの感覚なの。その感覚に身をゆだねて。最初は戸と惑まどうでしょうけど、すぐに馴な染じむわ」


    「わ、わかったわ……！」


    　アーシェは空あいている左手で衣服の胸元をぎゅっとつかむ。


    　額ひたいに小さな汗の粒が浮き上がってきた。

  


  [image: ]


  
    　食い縛った歯の隙すき間まから「くうぅぅ……」とかすかに呻うめく。


    「アーシェ、あの……頑張ってください……！」


    　ネロの励ましに、アーシェは少しだけ頷うなずいてみせる。


    　左目の輝きはますます強く、色は濃くなっていく。


    　蔓つるの文様は身み悶もだえるようにアーシェの顔をのたうち回る。


    　そして、ついにそのときが来た。


    　アンゼリカの閉じたまぶたが、ひくひくと痙けい攣れんした。マルガレットが、あッ!?　と叫び、ネロは息を呑のむ。


    　ギルダが満足げに微笑ほほえみ、魔法の成功を告げた。


    「アーシェ、もういいわ。その子は蘇よみがえったわ。ご苦労さま」


    　アンゼリカから手を離すと、アーシェは大きく息を吐き出す。


    　左目の輝きが明滅しながらゆっくりと収束し、蔓の文様も、名残なごり惜しげに小刻みに打ち震ふるえつつ、まぶたの奥に吸い込まれるように戻っていく。


    　身体からだがよろけて倒れそうになり、マルガレットが慌てて支えた。


    　ネロは、アンゼリカから目が離せなかった。


    　アンゼリカのまぶたがうっすらと開く。


    　まるで寝起きのように眉み間けんに皺しわを寄せ、視線をあちこちに巡めぐらせて、


    「……兄にいちゃん……？」


    　ネロを見つめた。


    　さっきまで命の通わぬ人形のようだった身体が動きだし、毛布の下から、小さくて愛くるしい手が出てくる。震えながら、一生懸命、その腕はネロに向かって伸びてくる。


    　アンゼリカの手を、ネロは壊れ物を扱うように優しくつかんだ。


    　冷たかった。やはり、作り物のように硬かった。


    　それでも、ネロの手に伝わる感触は、夢でも幻でもない現実を実感させる。


    　アンが蘇った……!!


    　ネロの瞳ひとみから熱い涙が一気に[image: ]あふれ出す。


    　ずっと待ち望んできた。この瞬間を。こらえきれず、毛布をはねのけ、アンゼリカの身体を抱き起こし、強く抱き締めた。小さくて、ネロの腕の中にすっぽりと収まってしまうアンゼリカの身体。この感じ──まるで数年ぶりのように懐かしい。


    「よかった……アン……よかった……!!」


    　マルガレットがずっと洟はなをすする音がした。もらい泣きの声が、「うんうん、ネロ、本当によかったねぇ……」と呟つぶやく。


    　腕の中のアンゼリカがもぞっと身じろぎし、ネロの背中に腕を回してくる。


    　必死にすがるように、ぎゅっとしがみついてくる。


    　ネロは嬉うれしくて、アンゼリカを抱き締める腕にさらに力を込めた。


    「苦しい……」


    　ネロの胸に顔を押しつけながら、アンゼリカが呻うめいた。


    「あっ……ご、ごめんよ、アン」


    　ばつが悪そうに苦笑いしながら、ネロは腕を緩ゆるめた。アンゼリカは顔を上げて、しがみついたままネロを仰あおぐ。


    　ネロの視界は涙に満たされて、すべてがぐにゃぐにゃして見えた。だからすぐには気づかなかった。服の袖そでで目元を拭ぬぐい、愛いとしい妹の顔を覗のぞき込む。


    「…………アン？」


    　アンゼリカの顔は苦痛に歪ゆがんでいた。


    　ネロにしがみつく腕は、今なお震ふるえている。


    　その口から、荒い吐息と共に、か細い声が漏もれた。


    「兄にいちゃん、苦しいよ……痛いよぉ……」


    



    　　　　　　　　　　４


    



    「ど、どうしたの？　苦しいってなにが……魔法は、成功したんでしょ？」


    　マルガレットは狼狽うろたえながらアーシェを問い詰める。


    　しかしアーシェとしても、魔法使いとして覚かく醒せいし、中途半端ではない正式な死霊魔法を使ったのは、これが初めてなのである。「あ、あたしにもわからない……！」と、困惑しながら首を振ることしかできなかった。


    「ええ、もちろん魔法は成功したわよぉ」


    　ギルダはにこやかに告げる。アンゼリカを指差し、


    「その子は肩に矢傷を受けたのでしょう？　その矢に塗られていた毒に冒されて死んだのでしょう？　だからこれはなるべくしてなった、死霊魔法における極ごく当たり前の結果よ」


    　ギルダがアンゼリカの死因を知っているのは、例によって真実の書で調べていたのだろう。そんなことよりも、死霊魔法における当たり前の結果とは──


    「……それはいったいどういうことですか？　あなたは、こうなることがわかっていたんですか!?」


    「ええ、もちろん。だってこれは死霊魔法の常識だもの。死霊魔法で蘇よみがえった者は〝不死者アンデツド〟となり、死んだ瞬間の感覚をずーっと引きずるのよ。寿命で眠るように死んだ者はなんともないけど、怪け我がや病気なんかで苦しみながら死んだ者は、ずーっとそのときの苦痛を味わい続けるの。魔法を解いて、ただの死体に戻してあげない限りね」


    「そんな！」ネロはにわかには信じられなかった。そんな話は聞いてない。「じゃあ、アンはこれからも、いつまでも、こうやって苦しみ続けなきゃいけないんですか!?」


    「んー、そうだけど、いつまでもってわけにはいかないと思うわぁ」


    　ギルダは小首をかしげて、ばつが悪そうに苦笑した。


    「だって、不死者アンデツドの身体からだには免疫機能がないし、新陳代謝も行われないから、そう長くは持たないわよ？」


    「え……？」


    「免疫……新陳代……？」


    　ネロとマルガレットには理解できない言葉だった。


    「要するに、腐っちゃうのよ。普通の死体と同じように、ドロドロのぐちゃぐちゃにね。それでも構わないって言うのなら、魔法を解かなければ、不死状態は維持できるけど……」


    　ギルダは気分が悪そうに眉まゆ根ねを寄せて、かぶりを振る。


    「でも、かなり臭うわよ。あちこち汚れるから、家の中にも置いておけないしね。私は、やめたほうがいいと思うわぁ」


    　死体の腐臭を思い出したのか、鼻をつまんで、くすくす笑った。


    「なにそれ……じゃあ、ジェロームさまを蘇よみがえらせても……!?」


    　マルガレットは愕がく然ぜんとして言葉を失う。


    　ネロもなにも言えなかった。腕の中で苦痛に戦慄わななくアンゼリカのためにどうすればいいのかわからない。目眩めまいがする。意識に靄もやがかかる。どうしてこんなことになった？　苦労して、命を落としかねない危険を何度も乗り越え、僕はやっと願いを叶かなえたんじゃないのか？


    　願いは叶った。アンゼリカは蘇った。


    　でも、こんな結果を望んだわけじゃない。


    「ど……どうにかならないんですか……なにか、あの、魔法で、魔法でなんとか……お願いします、アンを助けてください、お願いします……」


    　ネロはアンを抱かかえて、階段に腰かけるギルダの足元ににじり寄った。主人にかしずく奴ど隷れいのようにひざまずいて、必死に請こい願った。ネロの額ひたいの前で、脚を組んだギルダのつま先が楽しげにぷらぷらと揺れる。


    　ギルダはネロを見下ろし、何度も頷うなずきながら呟つぶやいた。「そうそう、やっぱり私たちに対する人間の態度はこうあるべきよねぇ、うふふふふふっ……」左目の奥で、青白い仄ほのかな光が、蠟ろう燭そくの炎のように揺らめいている。


    「アーシェ、わかる？　これがかつての魔導帝国の姿よ。人間は魔法の恩恵を求めて、自みずから進んで魔法使いにひざまずいたの。魔法使いは無力な人間たちを庇ひ護ごしてあげたのよ。それなのに魔導帝国が滅びた途端、手のひら返して私たちは悪者扱いよ。ねえ、すっごく理不尽だと思わない？」


    「そんなの……今はどうだっていいわ！」


    　アーシェは苛いら立だつように叫ぶ。「そんなことより、ネロの妹を助けてあげる方法はないの？　その、真実の書っていうので調べられないの？　お願い、なんとかしてあげて！」


    　ネロを[image: ]さげすみ、[image: ]あざけるような態度に、アーシェは業ごうを煮やしていた。


    　ギルダは「はいはい、怖い怖いアーシェ」と、おどけるように肩をすくめる。


    「真実の書で調べるまでもなく、死体の腐敗を止める方法は一つだけよ」アーシェとネロを順番に見る。「その方法はあなたたちもよく知っているはずだけど？」


    　よく知っている？　しかし、ネロにはわからなかった。今のネロは、なにかを冷静に考えるような余裕を失っている。考えることがままならない。アーシェも同様だった。


    「ど、どういうこと？　もったいぶらないではっきり言って！」


    「せっかちな子ねぇ」ギルダは悪いた戯ずらっぽく舌をチロッと出す。「忘れたの？　私は、死んだその子をどこから持ってきたんだったかしら？」


    　保存庫──！


    　ネロの意識の靄もやの切れ間から、一条の光が差し込んだ。


    「おわかりかしら？」ギルダが笑えむ。「魔法で完全な防腐処理をしようと思ったら、結界を張るしかないわ。その技術を持った魔法使いが今も生き残っているかどうかは調べてみなければわからないけど、その必要はないわよね。結界を張られた場所はすでにあるんだから」


    　アーシェの顔が一瞬、明るくなる。


    　だが、すぐに表情を曇らせて、かぶりを振った。


    「確かにそれなら、ネロの妹の腐敗は防げるわ。でもそれじゃあ、ずっと保存庫に居続けなきゃならないじゃない。それに、毒に冒された苦しみを取り除く方法は？」


    「あ、それは無理」と、ギルダはあっけなく言った。


    「世の中、そんなに都合よくはできていないのよ。不死者アンデツドが死んだときの感覚から逃れられないのは、死霊魔法の原理から来る問題なの。止まってしまった死者の魂の時間を零れいとすると、死霊魔法はこの零を魔法の力で、極限まで零に近い正数に変えるの。あとは正数になった魂の時間を、魔法が続く限り引き延ばしていくんだけど……」


    　ギルダはその状態を発ば条ねにたとえた。


    　しかし、誰だれもその意味を理解できなかった。


    「……まぁ、難しいこと言ってもわからないでしょうね。要するに、こればっかりはどうにもならないってことよ。悪いけど諦あきらめて」


    「で……でも、じゃあママは？　ママはとても苦しんで死んだけど、アゲハに乗り移ったママは、全然苦しそうじゃなかったわ」


    「姉ねえさんの場合は全然話が別よぉ。死の直前まで苦しんでいたわけじゃないし、死霊魔法で魂の時間を無理やり動かしたわけでもないもの。死者に魔法の才能があれば、自力で魂の時間を動かして霊的存在になれることもあるけど、ただの人間にはまず無理ねぇ。並外れた未練や怨おん念ねんがあれば、絶対にあり得ないとは言えないけど」


    　ギルダの死霊魔法に関する解説を、ネロは呆ぼう然ぜんとしながら聞いていた。


    　なにを言っているのか半分以上わからなかった。ただ、もっとも大事な結論の部分は理解できた。アンゼリカの苦痛のこと、そして身体からだの腐敗のこと。


    　残酷すぎる──とネロは思った。


    　まだ、たった六歳の子なのに、どうしてこんなにも辛つらい現実と向き合わなければならないのだろう。ネロはやり切れない思いで胸が張り裂けそうになる。奥歯をギリギリと嚙かみ締める。


    　だが、この現実を伝えなければならなかった。


    　理解してもらわなければならなかった。


    　これからのことを決めるためにも。


    　腕の中で震ふるえるアンゼリカに、順を追って話して聞かせる。


    「アン……これから兄にいちゃんが言うことは、アンにとって、とても辛くて悲しいことだと思う。でも、しっかりと聞いてね」


    　ネロはアンゼリカの頭を優しく撫なでる。


    「……アンはね、死んでしまったんだよ」


    　ネロにしがみつきながら、アンゼリカはゆっくりと上を向いた。大きな瞳ひとみは暗く濁り、じっとネロを見つめる。


    「アン……死んじゃったの？」


    「うん、ごめんよ。兄ちゃんはアンを守れなかったんだ。本当にごめん……」


    　罪悪感から、ネロはアンゼリカから目を逸そらしたくなった。だが、己おのれの心に鞭むちを入れ、まっすぐに見つめ返す。


    　アンの心に浮かんだ疑問が、小さな皺しわとなって眉み間けんに現れた。


    「死んじゃったのに、どうして兄ちゃんとお話しできるの？　兄ちゃんも死んじゃったの？」


    「ううん、違うよ。アンは一度死んでしまったけど、でも生き返ったんだ。魔法の力でね」


    「魔法……？」


    「そうだよ。魔法でアンを蘇よみがえらせたんだ。……でも、だけどね、アンは今苦しいよね？　それはどうやっても治らないんだ。アンにかけた魔法を解かない限り、その苦しみはずっと、いつまでも続くんだよ」


    「え……」


    　アンゼリカの顔が歪ゆがむ。


    　それがどれだけ辛いことか、恐ろしいことか、幼いながらも理解したようだった。


    　ネロは心の中でまた謝った。何度も何度も謝った。絶対に守ると約束したのに、それを信じた妹を裏切った。守れなかった。そんな自分を責める。悔いる。


    　今、アンゼリカを死の苦しみから救うには、魔法を解くしか方法はない。


    「だから、アン……」


    　それしかない。どうしようもない。


    　だが、ネロの心は叫んだ。


    　嫌いやだ！


    　そんなの嫌だッ！


    　せっかく蘇よみがえったのに、またお別れしなきゃならないなんて。


    　もう二度と、アンと話せなくなるなんて。


    　アンをこの腕に抱き締めるのが、これで最後になるなんて。


    　絶対に、嫌だ……!!


    「このままじゃ辛つらいよね。ごめんね……」


    　ネロはもう一度謝ってから、震ふるえる声で恐る恐る尋たずねる。


    「だけどね、だけど……それ、なんとか我慢できないかな……？」


    　え……？　と呟つぶやいたのは、後ろにいるマルガレットだった。アンゼリカは少しだけ目を大きく開き、ネロを見つめ続ける。


    「アンも、兄にいちゃんと一緒にいたいって……思ってくれるよね？　僕は思うよ。ずっとアンと一緒にいたいよ。だからさ、辛いだろうけど、苦しいの、我慢してくれないかな……？」


    「ネロ、なにを言っているの……!?」マルガレットが驚きの声を上げた。「妹と一緒にいたい気持ちはわかるけど、駄目だよ、この子、こんなに辛そうじゃない。それがこの先、何年も、何十年も続くなんて、そんなの可か哀わい想そうすぎる。そんなこと言うなんて──」


    「うるさい！　黙ってろッ！」


    　ネロは、自分でもわけがわからぬほどに大声で怒鳴った。


    　己おのれの内に潜ひそんでいた猛獣がネロを駆りたてていた。


    　マルガレットは黙った。ネロに命令されたからではなく、おそらく絶句しているのだろう。だが、今のネロにはどっちでもよかった。そんなこと、知ったことか！


    　アンゼリカが呟く。「アンが我慢すれば、ずっと兄ちゃんと一緒にいられるの……？」


    「うん、そうだよ！」


    　ネロは内なる猛獣に理性を食い散らされていた。アンゼリカに向かって、早口で、必死に説得しようと、言い訳を、甘言を並べたてる。


    「あ……で、でもね、ごめんよ、それだけじゃないんだ。アンの身体からだは、このままだと腐ってしまうんだよ。そうならないようにするためには、保存庫っていう場所にずっといなきゃいけないんだ。そんなに広くはないし、窓もなくて暗いけど……でも！　兄ちゃんもずっとそこにいるよ！　そこで暮らすよ！　兄ちゃんは死ぬまで、ずっとアンの面倒だけを見る。ううん、死んだあとも、兄ちゃんも魔法で蘇らせてもらって、そしたら本当にずっとだよ。ずっと、いつまでも、アンと一緒にいられるよ」


    　そうだ、そうしよう。


    　そしてネロは閃ひらめいた。それならもっといい方法がある。


    「そうだ、僕、今すぐ死ぬよ」


    　腰から提げたストームブレイドをすらりと引き抜く。


    「この剣で胸を貫つらぬく。もの凄すごく痛くて苦しいだろうけど、いいよ、構わないよ。アンにだけ苦しい思いはさせたくないもの。僕も死の苦痛に耐えながら、ね、二人でいつまでも一緒にいよう。そうしよう」


    　ストームブレイドの刀身が、ネロの血走った瞳ひとみに反射してギラリと光った。


    「だ、駄目、ネロッ！」


    　アーシェが慌てて、ストームブレイドを持つネロの腕をつかもうとした。


    　だがその寸前で、ネロは魔剣の力を発動し、ゆっくりの時間に入った。アーシェの手を難なくかわし、切っ先をアーシェに向ける。ゆっくりの時間を解除する。


    「お願いしますね、アーシェ……!?」


    　猛獣の眼まな差ざしで睨にらみつける。有無を言わせぬ口調にアーシェは凍りついた。


    　ネロはこれまで、アーシェを守るためだけにストームブレイドを振るってきた。


    　それが今、彼女の喉のど元もとに突きつけられている。


    「う……噓うそ……」


    　アーシェの瞳は極限まで見開かれ、視線は切っ先とネロの間を、繰り返し、行っては戻る。


    「ネロが、あたしに……？」


    　一歩、二歩と退しりぞく。


    　そして、力尽きたかのようにがくっと崩れ落ちた。


    　ネロは一転して優しい声でアンゼリカに語りかけた。「じゃあアン、少しの間離れていてね。今から心臓を貫くから」


    　本気だった。


    　それが正しいことだと、今の自分がやるべきことだと、そのときのネロは信じていた。


    　だが、腕の中のアンゼリカは、ネロの背中に回した両腕を決して離そうとはせず、じっとネロを見上げて──言った。


    「やだ」


    　自分が正しいと信じていたネロにとっては、予想外の一言だった。


    「え……？」


    　アンゼリカはネロを見つめながら首を横に振った。「そんなのやだ」


    　ネロは戸と惑まどった。必死の説得を再開する。「で、でも……兄にいちゃんと一緒にいるにはそれしかないんだよ？　アンは、兄ちゃんと一緒にいたくないの？」


    　アンゼリカは黙って首を振り続ける。


    　まるで、だだをこねる子供をたしなめる母親のように。


    「わ、わかったよ。死ぬのはやめる。そうだよね、死んだら、兄にいちゃんも保存庫の外に出られなくなったら、アンが欲しいものを取ってこられなくなっちゃうもんね。アンが欲しいものは、兄ちゃんが全部、必ず、集めてくるよ。お金はいくらでもあるんだ。玩おも具ちやだって、お菓子だって、なんでも……そうだ、可愛かわいいペットを飼おう。アンは昔、猫が飼いたいって言ってたよね？　お金持ちのお嬢様が飼ってるみたいな猫を飼おう。真っ白で、毛が長くてふさふさなのを、ね？　それとも犬がいいかな？」


    　アンゼリカは苦しげに喘あえぎながらも、はっきりと言った。


    「そんなのいらない。嬉うれしくない」


    「そ、そんな……」


    　ネロは泣きそうだった。


    　アンゼリカの言葉は鞭むちのようだ。ネロの内なる猛獣を容赦なく打ちのめす。猛獣は力を失い、ネロの心の奥底に逃げ込んでしまった。


    　残されたのは、弱気を剝むき出しにした無力な自分。


    「どうしてそんなことを言うんだよ。アンは……兄ちゃんのこと、嫌いになったの……？」


    　絶対に守るという約束も果たせなかった。


    　命懸けで頑張ったつもりでも、結局、アンゼリカを元どおりにしてあげられなかった。


    　なんにもできなかった。


    「そうか、そうだよね……僕、全然役に立たない、駄目な兄ちゃんだったからね……」


    　全身から力が抜ける。


    　ストームブレイドが手から離れ、音を立てて階段を落ちていく。


    　アンゼリカは、ネロの背中をさらに強く抱き締め──


    　もう一度、首を振った。


    「もういいよ」


    　恨みも、怒りも、悲しみもない、か細くも晴れやかな声で言った。


    「最後に兄ちゃんとお話しできたから、もういいよ」


    　その声は、温かく、明るく、朝日のようにネロの心に差し込み、失われた理性が再び芽を出した。そして、アンゼリカがなにを望んでいるのか、ネロは理解した。


    　ネロは口を開いたが声が出なかった。躊躇ためらいが沈黙となる。


    　しばらくして、ようやくネロは、


    「本当に……いいの……？」


    　答えのわかっている問いを投げかけた。


    　アンゼリカは首を──縦に振った。


    　ネロの目め頭がしらが、火がついたように熱くなる。


    　唇くちびるを震ふるわせて、必死に勇気を振り絞った。言え、さぁ言うんだ。でも、それを言ったら、さらなる悲しみと苦しみに襲われる。嫌いやだ。でも、言うんだ。僕は兄にいちゃんなんだから。


    　言うんだ！


    　ネロは今一度、アンゼリカを強く抱き締め、かすれた、震えた、小さな声で呟つぶやいた。


    「アーシェ……アンにかけた魔法を解いてください……」


    　そのとき、アーシェはまだ、階段の上に崩れ落ちた姿勢のままだった。


    　左目は青白く光を放ち、[image: ]あふれる涙を輝かせていた。


    　彼女もまた、この残酷な結果に悲しみ、躊躇ためらっていた。自分に課せられた責任の重さに、自分がアンゼリカに再びの死を与えるということに戦おののいていた。しかし、マルガレットが厳しく咎とがめる。「アーシェ、これ以上、二人を苦しめないで！」


    　アーシェは抱き合うネロとアンゼリカを見て、唇を強く嚙かんだ。


    　やがて、ゆっくりと立ち上がる。


    「……ギルダさん、魔法を解くにはどうすればいいの？」


    「なにも難しいことはないわ。魔法は意思に反応するものだもの。あなたが魔法を解こうと考えれば、それで充分よ」


    「そう……わかったわ、ありがとう」


    　そしてアーシェは宣告する。震える拳こぶしを握りしめながら。


    「じゃあ、ネロ、やるわよ……」


    　ネロは頷うなずき、妹への最後の言葉を探した。それは結局、先ほどから何度も繰り返された謝罪の言葉だった。


    「ごめん……ごめんよ、アン……」


    　それに対し、アンゼリカもまた、同じことを繰り返すように首を横に振った。


    「ありがとう、兄ちゃん」


    　ネロを見上げ、やつれた顔で微笑ほほえむ。


    「……大好き」


    　それが最後の言葉だった。アンゼリカは静かに目を閉じた。


    　ネロにしがみついていた腕から力が抜ける。もう震えてはいない。微み塵じんも動かない。


    　アンゼリカの身体からだが、急に少しだけ軽くなったような気がした。命の重さという言葉があるが、まさにそれが、アンゼリカの身体からなくなってしまったみたいに感じられた。


    「……アン……？」


    　いつまで待っても返事はない。


    　アンゼリカは二度目の死を迎えた。
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    　硬く、冷たいアンゼリカの身体からだは、だらりと力を失い、また人形のようになる。


    　その身体を抱き締めながら、ネロは呆ぼう然ぜんとしていた。


    　生きる意味すらわからなくなり、空虚な絶望に心を満たされ、ただ涙を流していた。


    　なにも考えることができない。


    「ネロ……あの……」


    　アーシェの声は今にも消え入りそうだった。ネロは顔を上げる気力もなく、口を動かすことも難しく、黙って石像のように座り込んでいた。結果としてアーシェを無視したことになるが、それでアーシェが傷ついたとしても、今のネロはなにも感じない。


    



    　アーシェはそれ以上なにも言わなかった。言えなかった。


    　重苦しい沈黙のなか、怒りの声を上げたのはマルガレットだった。


    「なに、これ……いったいどういうことなのっ？」


    　アーシェを睨にらみつけ、つかつかと詰め寄ってくる。「あんたが魔法の力に目覚めれば、人を蘇よみがえらせることができると言った。ああ、確かにそのとおりだったね。でも、ネロだってあたしだって、こんな蘇らせ方は想像してなかった！　望んでなかった！　こうなるとわかってたら、あたしは、怪け我がしているお爺じいちゃんを置いて、こんなところまで来たりしなかったよ！」


    　非難の声を浴びせられ、アーシェは逃げるように後退した。


    「ご、ごめんなさい……。でも、あたしも知らなかったの。死霊魔法がこんな魔法だったなんて、ママはそんなこと、一言も教えてくれなかったから……」


    「あんたの、母親……！」


    　マルガレットは、先ほど気を失ったままずっと階段に横たわっている月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハ──ミドナ──の元へと今度は向かう。「起きなさいよ！　あんたのせいなのに、いつまで寝てるつもり！」


    　激高の叫びがほとばしる。


    「あらぁ、ほんとにそうなの？」


    　殺気立ったマルガレットを止めたのはギルダの一言だった。


    「……どういうこと？　アーシェの母親のせいじゃないって言うのっ？」


    「ううん、確かに姉ねえさんは許しがたい裏切り者だけど、そうじゃなくてぇ」


    　ギルダは微笑ほほえみながらアーシェを見て、小首をかしげた。


    「アーシェ、あなた、死霊魔法で蘇った者がどうなるのか、本当に知らなかったの？　本当に？　そんなことってあるの？」


    「え……？」思ってもいなかった問いにアーシェは啞あ然ぜんとする。


    「だって、あなたが死霊魔法を使ったのは、今日が初めてではないのでしょう？　今までに使ったとき、姉ねえさんはなにも言わなかったの？　姉さんだって、不死者アンデツドがどういう存在かくらいは知っていたはずよ。大事なことだし、言っててもおかしくない……ううん、是非とも言っておくべきことだと思うんだけどなぁ」


    　ギルダの言葉には緊張感の欠片かけらもなかったが、ナイフのように鋭くアーシェを斬きりつけた。マルガレットは飢えた獣けものの如ごとく、傷の匂においに引きつけられて再びアーシェに視線を戻す。疑惑の眼まな差ざしがアーシェを見据える。


    「アーシェ、あんたまさか……」


    「ち、違うわ。あたしは本当に知らなかった。ママは一度だって、そんな話はしてくれなかったもの」アーシェはぶるぶると怯おびえるように首を振った。「あたしだってママを蘇よみがえらせたくて今日まで頑張ってきたのよ！　もし、こんな結果になるなんてわかっていたら──」


    　アーシェは反論しようとして、ハッと気づき、言葉を失った。


    　こうなることがわかっていたら、あたしはどうしていただろう？


    「でもアーシェ、あなたはずっと、城の外の世界を見てみたかったのでしょう？」


    　考える暇ひまも与えず、ギルダがその問いに踏み込んでくる。


    「もしもネロが死霊魔法の真実を知ったら、あなたは外の世界を旅するきっかけを失ってしまったでしょうね。だってネロは最愛の妹を、生きていたときと同じ、元どおりの姿にしたくて、あなたと旅することを約束したのだもの。あなたの魔法で妹が元どおりにならないとわかったら、一緒にいる意味なんてないわ。旅の話はご破算。あなたはせっかくの好機を逃して、囚とらわれのお姫様のような、寂しくて退屈な日々をまた余儀なくされる」


    　ああ、なんて可か哀わい想そうなアーシェ──ギルダはまるで歌でも歌うように語った。


    　そして再び言葉のナイフを振るう。


    「だから、ほんのちょっと魔が差して、ついついネロに本当のことを言いそびれてしまったのだとしても、それであなたを責めるのは酷こくというものよねぇ」


    「違う！」


    　アーシェは戸と惑まどいと焦燥感に駆られて叫んだ。確かに、外の世界を見たいとは思っていた。旅をすることが決まったとき、心の底から喜んだ。だが、不死者アンデツドの背負う苦しみについては、本当になにも知らなかったのだ。


    「マルガレット、信じて！　もし、こうなることがわかっていたら、あなたを誘ったりしなかった。ありもしない希望を抱かせて、あなたを苦しめたりしなかったわ。考えてみて。そんなことをしたって、あたしにはなんの得もないじゃない!?」


    　必死になって反論を試みる。


    　だがその必死さが、猜さい疑ぎ心に囚われたマルガレット相手には、逆に仇あだとなった。


    　[image: ]さげすむような冷たい眼差しがアーシェを見据える。


    「なんの得もない？　そうとも言い切れないんじゃないかな。人の不幸は蜜みつの味って言うじゃない。さっきからニヤニヤ笑っている、あんたの叔お母ばさんみたいにさ」


    「あたしが……あなたたちが苦しむのを見たくて、知ってて知らんぷりをしていたって言うの!?　じょ、冗談じゃないわッ！」


    「ふん、どうだかね」


    　マルガレットはそう言うと、もうアーシェを見向きもせずにネロの元へ歩み寄り、静かに語りかけた。「ネロ、行こう。これ以上、こんなところにいたってしょうがないよ」


    　転がっていたストームブレイドを拾い上げ、ネロの腰の[image: ]さやに戻してあげる。虚うつろな目で自失しているネロを促し、立たせてあげる。甲か斐い甲が斐いしく世話をするマルガレット。


    「ま、待って、ネロ！　そうだ、真実の書を使えば──」


    　アーシェは慌てて近寄り、力なく丸まったネロの背中に触れようとした。


    　だが、その手はマルガレットに弾はじかれる。


    「ネロに触るなッ！」


    　痺しびれるように痛む手を押さえ、アーシェは立ち尽くした。「マルガ……レット？」


    「真実の書とやらを使えば、あんたの言っていることが正しいって証明できる？　ああ、そうかもしれないね。でも、すでにもうはっきりしていることがあるよ」


    　そしてマルガレットは月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハ──ミドナ──を、憎しみを込めて一いち瞥べつする。


    「それは、事の元凶があんたの母親だってことだ！　ミドナは、妹を亡くしたネロの心を利用し、さらなる絶望を与えた。ネロに救われた者として、あたしは絶対にミドナを許さない。ミドナがあんたのためにこんなことを企くわだてたというなら、あんたもネロを苦しめた原因の一つだよ！　アーシェ！」


    　マルガレットはアーシェに人差し指を突きつけ、次にギルダを指差す。「あんたもだよ！　死霊魔法とやらがこんな欠陥魔法だと知っていたなら、なんで教えてくれなかったの!?　楽しんでいたんだろ！　そう顔に書いてあるよ！」


    　ギルダはそのとおりだと言わんばかりに、悪いた戯ずらが成功した子供のように満面の笑えみを浮かべた。それはギルダがさらに楽しむための挑発でもあった。


    「どいつもこいつも……魔女、魔女、魔女ッ!!」


    　戦闘種族としての血に命じられるが如ごとく、マルガレットは猛たけり、吼ほえる。


    「お前たちはやっぱり、反へ吐どや汚物よりも汚れた、邪悪で、忌いまわしい魔女どもだッ！」


    　怒号が儀式の間に響いた。


    　その声に込められた気配にアーシェはぞっとした。マルガレットの腰には[image: ]が装着されていて、先の戦闘で折れたものとは別の長剣ロングソードが収められている。マルガレットは今にもそれを抜きそうだった。それほどの殺気を放っていた。


    　にもかかわらず、ギルダはやはり楽しげに笑った。


    「卑ひ賤せんで野蛮な角つの人びとの本性が現れたわね。うふふっ」


    　でも、いいの？　と、尋たずねる。


    「偉そうなことを言って、散々アーシェを非難したり、罵ば倒とうしたりしてるけど、あなたはそのアーシェに請こい願って、ジェローム・ブライアントを蘇よみがえらせないといけない。そうしないと、困ったことになるんじゃないの？」


    　ギルダは真実の書を掲げて見せつける。すべてご存じということだ。先ほどの儀式の最中にでも調べたのだろうか。


    「彼を蘇らせないと、彼の領民たちは路頭に迷うんでしょう？　蘇らせて、メンシルヴェニア王に謁えつ見けんしてもらい、領民たちの受け入れを約束してもらわないといけないのよね？　それが終わるまで、彼は朝から晩まで片時も休むことなく、死の苦しみを味わい続けなきゃならないけど、それはしょうがないわよね。彼が勝算もなく新国王に逆らったりしたから、領民たちは住んでいた土地を追われて、明日をも知れぬ暮らしを強しいられているんだもの。領主として、死んでも責任を取らなきゃね？」


    「黙れ、黙れ、魔女め！　お前なんかがジェロームさまのことを語るな！　ジェロームさまは隊列の最後尾で領民たちを守って、命を落とされたんだ！　ジェロームさまを恨んでいる者なんて一人もいない！　あの方を侮辱する奴やつは、このあたしが許さないッ!!」


    　ついに長剣ロングソードが引き抜かれる。


    　アーシェは息を呑のんだ。マルガレットは[image: ]きばを剝むいた猛獣のようだった。長剣ロングソードを構え、数段上に腰かけているギルダを見上げる。睨にらみつける。彼女の小さな身体からだの中で殺気がふくれ上がり、噴き出し、渦を巻くのが、アーシェには本当に見えるような気がした。


    　ところが、意外にも、ギルダは──謝った。


    「あら、ごめんなさい。別に、彼を侮辱するつもりなんてなかったのよ。でも、このままじゃ領民たちが路頭に迷うのは事実でしょう？　どうするの？　やっぱり、彼に苦痛に耐えてもらわなきゃならないんじゃない？　ええと、彼はどんなふうに死んだんだったかしら？」


    「それはッ……」


    　ブライアント元侯こう爵しやくは、喉のどに矢を受けて、地獄の苦しみののちに絶命した。


    　マルガレットは、彼が息を引き取る瞬間を目まの当たりにしていたのだろう。無念そうに、悔しそうに歯は嚙がみし、うつむいて、


    「ジェロームさまに、あのときの苦しみをもう一度味わわせるなんて、あたしにはできない。そんなこと絶対に……！」


    「ふぅん、あらそう。じゃああなたたちは？　領民たちはどうなるの？」


    「あたしには……ジェロームさまより大事なものなんてないッ！」


    　そう叫ぶと同時に、マルガレットの殺気がみるみる萎い縮しゆくしていくのをアーシェは感じた。長剣ロングソードの切っ先が、それを証明するようにだらりと下がった。


    　弱々しい声で呟つぶやく。「お爺じいちゃんだって、きっとわかってくれるよ……」


    　長剣ロングソードを[image: ]さやに収めると、座り込んで動かぬネロに寄り添って語りかけた。


    「さぁネロ、立って。一緒に行こう。……ううん」マルガレットはかぶりを振る。「一緒に来てほしいんだ。あたしたちの力になってほしいの。お願い……」


    　真しん摯しな願いの言葉はネロに届いたのだろうか。それはわからない。


    　なぜなら、アンゼリカを抱いたままゆっくりと立ち上がったネロは、虚こ空くうに視線を漂わせながら、誰だれに話しかけるでもなくこう呟つぶやいたからだ。


    「アンを……葬ほうむってあげなきゃ……」


    「そうだね、うん、そうしよう。あたしもジェロームさまを葬って差し上げないと」


    　ネロはよろよろと階段を上った。マルガレットも、持ってきた角カン灯テラに急いで火をつけて、ネロを追いかける。


    　階段を上りきったネロは、外へと続く通路へ入っていった。


    　ただの一度も、アーシェのほうを振り返ることなく。


    　アーシェは立ち尽くす。


    　脚が震ふるえて追いかけられなかった。


    　いや、仮に脚が震えていなくても、追いかけることはできなかっただろう。


    （追いかけて、〝こんなことになっちゃったけど、これからも一緒にいてくれる？〟なんて、そんなこと、言えるわけない……）


    　ネロとの旅は終わったのだ。最悪の形で。きっともう、二度と会うことはない。


    　アーシェの左目から、青白く、氷のように冷たい光が、大粒の涙と共に怒ど濤とうの如ごとく噴き出した。震える脚は、もはや立っていることもできなくなり、力を失った身体からだは階段の上にあえなくくずおれる。


    　ううううう……。


    　うぐぅううううううっ……!!


    　うずくまり、頭を抱かかえて、獣けもののような声で泣き叫んだ。


    　辛つらいとき、悲しいとき、ネロがアーシェを慰め、励ましてくれた──あの時間は。


    　嬉うれしいとき、楽しいとき、ネロも一緒に笑ってくれた──あの時間は。


    　どんな危機も、ネロが命懸けで救い、守ってくれた──あの時間は。


    　さよならも告げずに、去っていった。


    



    　泣き濡ぬれるアーシェの元にギルダがやってきて、隣に腰を下ろす。


    　うずくまって、膝ひざに顔を埋めたアーシェの頭を、ギルダは優しく撫なでた。


    「哀れなアーシェ、寂しいアーシェ。でも大丈夫よ。これからは私がついてるわ」


    　ギルダはうふふっと笑う。かつてミドナがしたように、指先が、羽根のように柔らかなタッチで、アーシェの髪の上を何度も滑り落ちていく。


    「アーシェ、これから私が言うことは──きっとあなたは驚くでしょうけど、決して噓うそや冗談ではないのよ。いい、よく聞いてね？」


    　アーシェは顔を上げなかった。それでも構わず、ギルダはアーシェの耳元に唇くちびるを寄せて、


    「姉ねえさんはまだあなたに隠していることがある」


    　そして、甘い吐息と共に囁ささやいた。


    「あなたの本当のお母さんは私なのよ」

  


  
    



    　老角人の懺ざん悔げ
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    　ネロたちが皇都を目指して古城をあとにしてから四日目──


    　どんよりとした曇り空の下、モーガン・フォルスタインは愛馬ミスティルテインにまたがり、荒野を進んでいた。魔女ギルダの手がかりを求めて、モーガンはついに旧魔導帝国の地に足を踏み入れていたのだ。


    　昼は過ぎ、夕方には少し早いくらいの頃ころ。モーガンは、ふとネロのことを思い出す。


    （そういえば、ハンスの館やかたでの別れ際ぎわ……少年も旧魔導帝国の皇城跡に行くと言っていたな）


    　彼も今、この地にいるのだろうか？　もしかしたら、どこかで会えるかもしれない。


    　そんなことを考えていると、進行方向よりやや南寄りに緩ゆるやかな丘があり、その上に小さな城が建っているのが目に入ってきた。


    「あの大きさでは……どう考えても、あれが皇都というわけではないだろうな……」


    　しかし、魔導帝国時代に造られたものであることは間違いないだろう。ならば、ギルダに関する手がかりが見つかるかもしれない。モーガンはミスティルテインに拍車をかけた。


    　城は、遠くから見たとおり小さかった。そして、とても古びている。


    　城門の前でミスティルテインから降りたモーガンは、ある気配に気づいていた。


    （城の中に人がいるな。それも、かなりの人数……）


    　古城を目指して丘を登っているときから、誰だれかに見られている感じはしていた。今もだ。きっと城壁の四隅にある塔から見張られているのだろう。


    　モーガンは息を吸い込み、城門の向こう側に向かって、大きな声で呼びかける。


    「おおぃ、すまないがここを開けてくれ！」


    　だが、しばらく待っても返事はなかった。


    「人がいるのはわかっている！　私を警戒しているのだろうが、危害を加えるつもりは一切ない！　調べたいことがあるだけなんだ！」


    　それでも、中からはなんの反応もない。どうやら居留守を使うつもりらしい。


    　モーガンはため息をついた。手荒な真ま似ねはしたくないが、こうも無視されたのではやむを得ない。再び声を張り上げる。


    「気づいているかもしれないが私は角つの人びとだ。それも二本角だ。この程度の木製の門など、その気になれば破壊して中に入るのもたやすいことだが、それでも構わないか？」


    　古城の中から、隠しようのないざわめきが漏もれた。


    　さぁ、どうする？　モーガンが相手の出方を待っていると、突然、城門の向こう側から強い殺気を感じた。モーガンの戦士としての勘が警告する。かなりの強つわ者ものがいる！


    　ミスティルテインと共に急いで数歩下がると、城門が開き巨漢の男が出てきた。角人だ。老いてはいるが、野生の猛獣のような鋭い眼光は、彼がただ者ではないことを如実に表していた。そして城門はすぐさま閉じられる。老角人は言った。


    「お前がイリュシオンの者だという可能性がある以上、断じて中に入れるわけにはいかん。門を破らせるわけにもな」


    　老角人は手にした長剣ロングソードを構え、放つ殺気がさらに濃くなった。


    　モーガンは懸命に抑えようとしたが、どうしても笑えみがこぼれてしまった。


    　少し前までのモーガンは、上官であるクルツの道具として戦っていた。クルツは任務のためなら、罪もない者に暴力を振るうことを厭いとわなかった。むしろ楽しんでいるようだった。そしてクルツは、自分の手を汚さず、モーガンにやらせることを好んだ。


    　クルツは上級貴族であり、下級貴族のモーガンに逆らう術すべはなかった。モーガンは己おのれの心を凍らせて、クルツの道具に徹しようとしていた。


    　だが今、モーガンはもうクルツの部下ではない。


    　最近になってモーガンは戦うことの喜びを取り戻しつつあった。クルツの部下になる前、戦場で敵の角人を相手に、思う存分力を振るっていたあの頃ころの、殺し殺される覚悟をしながら戦うことの充実感を。相手が強敵ならなおさら──笑みはこらえきれない。


    　ミスティルテインに積んだ荷物の中から鉄製の籠手ガントレツトを出し、素早く装着する。


    「私はイリュシオンではなく、エスタルトからやってきた者だ。……と言っても、証明できるようなものはなにもないからな。言葉だけでは、あなたも納得してくれないだろう」


    　ならば戦うしかあるまい。


    　雄お叫たけびを上げて老角つの人びとが突進してくる。モーガンの心は、すでに相手の初手を読むことに集中していた。
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    　勝負は一瞬のやり取りで決まった。


    　老角人──ニコラス──が繰り広げる斬ざん撃げきを、モーガンは体からだ捌さばきでかわし、籠手ガントレツトで受け流しながら、そのときを待った。相手が隙すきを見せる、そのときを。


    　ニコラスは連続で斬きりつけ、そこから必殺の一撃を繰り出すべく、大きく振りかぶる。流れるような動きだったが、モーガンはニコラスが振りかぶる気配を察知していた。予感していた。思ったとおりにニコラスが振りかぶった瞬間、身体からだは矢のように素早く、相手の懐ふところに飛び込んでいた。左手でニコラスの右手首をつかんで引っ張る。右手は当て身を打ち込む勢いでニコラスの腹部をつかみ、持ち上げる。同時に頭を、前のめりになったニコラスの胸に当てて、勢いよく下から突き上げた。

  


  [image: ]


  
    　巨体が宙に浮く。モーガンは腹部をつかんでいた右手を放す。


    　ニコラスは、モーガンにつかまれたままの右手首を支点にして、ぐるりと一回転する。


    　背中から叩たたきつけられたニコラスが、肺から空気を絞り出すような呻うめき声を上げた次の瞬間には、彼の喉のど元もとにモーガンの拳こぶしが突きつけられていた。


    「私がナイフを一本でも持っていれば、あなたは死んでいた」


    　宣告を受けて、ニコラスの手から長剣ロングソードが落ちた。


    「……イリュシオンの兵士なら、この絶好の機会にわしを殺さないわけがない」


    　彼は仰あお向むけのまま、モーガンをじっと見上げる。


    「どうやら、あなたの言っていることは本当だったようだ。大変、失礼をしました」


    　その後、ニコラスを助け起こしたモーガンは、古城の中に迎え入れられた。


    



    　モーガンは古城の真ん中に建つ塔に入り、三階のとある部屋に案内された。


    　ニコラスは紅茶を勧め、モーガンの強さを称たたえた。モーガンは謙虚に微笑ほほえむ。


    「そうですか、あなたの動きを見て、もしやと思いましたが、やはり脚を怪け我がされていたのですか。では、そうでなかったら、違う結果になっていたかもしれませんね」


    「いやいや、完治とまではいきませんが、もうほとんど治ったようなものでしてな。どのみち、わしは負けていたでしょう。二本角とはいえ、お若いのに実にお強い」


    　ニコラスは自己紹介と共に、自分たちの状況を説明した。一方、モーガンは、ギルダという魔女を捜していると告げるだけにとどめた。


    「ギルダ……ですと！」


    　その名に、ニコラスは強い反応を示した。丸太のような腕が震ふるえて、彼のカップから紅茶がこぼれる。


    「ご存じなのですかっ？」


    「……ええ、知っております。確かにあの魔女はギルダという名でした。モーガン殿の捜している者と同一人物である保証はありませんが」


    「構いません。是非聞かせてください」


    　モーガンは思わず身を乗り出していた。ニコラスは頷うなずき、居住まいを正す。


    「では聞いていただきましょう。わしも、死ぬ前に誰だれかにこの話を聞いてほしかった。これから話すことは……そう、わしが長年背負ってきた、決して許されぬ罪の話です」


    　老角つの人びとは昔話を始める。
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    　今から十五年前。


    　のちにニコラスが仕えることとなるジェローム・ブライアントは、まだ領主の息子むすこにすぎなかった。二十代になったばかりで、侯こう爵しやくの位も持っていなかった。


    　ジェロームは次期領主である己おのれの立場もわきまえず、ニコラスの息子ダニエルを連れて遊び回っていた。ジェロームとダニエルは年も同じで、身分に差はあれど親友だった。町の盛り場でゴロツキたちと決闘をしたり、馬を駆って遠くの森まで狩猟に出かけ、そのままひと月ほど帰らぬことも珍しくなかった。放ほう埒らつなジェロームに対し、ダニエルは真ま面じ目めで気の弱い青年だった。


    　ある頃ころになると、ジェロームは毎日のように一人で町の外に出かけ、遅くまで帰ってこなかった。どうせまた、よからぬ遊びでもしているのだろうと、ジェロームの父親である領主は苛いら立だちを募らせた。兵士にあとを追わせて詳細を探らせようとしたが、ジェロームは尾行をことごとくまいてしまい、誰だれも彼がどこへ行ったのかわからなかった。


    　領主は家臣であるニコラスへ、詳細を調べて報告するよう命じた。ニコラスは息子のダニエルを、なにか知っていることはないかと問い詰めた。真面目で気弱で、さらに不器用な性格のダニエルには、なにも知らないふりをしてすっとぼけることはできなかった。息子がなにかを隠していると察したニコラスは、さながら敵兵を尋じん問もんするかの如ごとく、怒鳴り、殴り、徹底的に詰問した。


    



    「息子のダニエルは、性格的にまったく兵士に向いておらず、わしはそれが不満でした。戦場で戦うことでしか、己の価値を表せなかったわしには、息子が歯は痒がゆかった。だから必要以上に、あの子には厳しくしてしまったのかもしれない」


    　自分勝手な、最低の父親です──そう言ってニコラスはうつむき、また話を続ける。


    



    　ニコラスは自分が、領主からの命めいを受けていることを説明し、


    「ジェロームさまのことを隠し続けるお前は、領主様に逆らっていることと同じだ！　この不心得者め！　逆賊め！　お前はこのフランドル家を潰つぶす気かッ！」と、激しく罵ののしった。


    　そしてついに、ダニエルは泣きながらすべてを話した。ジェロームは、町外はずれの森に隠れ住んでいる、ギルダという女と会っていたのだ。そしてそのギルダは、すでにジェロームの子供を産んでしまったという。


    　ニコラスはそのことを領主に報告した。領主は息子の無思慮を散々喚き散らしてから、できることなら金で解決するようにとニコラスに命じた。次期領主が、どこの馬の骨とも知れぬ女を娶めとるというのは、なんとも具合の悪い話だったからだ。ニコラスは手切れ金を持って、数名の兵士を引き連れ、ギルダがいるという森に向かった。


    　ダニエルの描いた地図に従って進むと、森の中に小さな小屋があった。ニコラスはノックもせずに中へ踏み込む。そこには女がいて、ぎょっとした顔で振り返り、慌てて左目を隠した。しかしニコラスは、すでにそれを目撃してしまっていた。


    　女の左目が青白い光を放ったのだ。


    「貴様……魔女かッ!?　ま、まさかジェロームさまのお子を産んだのが魔女だったとは……」


    　啞あ然ぜんとするニコラスに、女はもう、青く光る左目を隠そうとはせず、敵意を込めて睨にらみつけた。「どうして兵士がこの場所を……まさか、ジェローム、私を裏切ったの!?」


    　ニコラスは急いで腰に提げた長剣ロングソードを[image: ]さやから引き抜き、身構えた。


    「いいや、ジェロームさまはなにもご存じない。私は領主様の命めいを受けてきたのだ。貴様がギルダだな？　手切れ金を渡して、この地から出ていってもらうつもりだったが、魔女とわかった以上は成敗させてもらう」


    　領主の息子むすこが、魔女と情を交わして子供を産ませたなど、決してあってはならぬこと。醜聞スキヤンダルの証拠は完かん璧ぺきに隠滅しなければならない。


    「……私も、私と彼の赤ちゃんをも殺して、死人に口なしってことね。角つの人びとらしい野蛮な解決方法だこと。でも、そんなことはさせないわ」


    　ギルダは侮ぶ[image: ]べつの眼まな差ざしでニコラスを睨んだ。魔女の左目から、蔓つるの形の文様がざわざわと[image: ]はい出し、頰ほおに、額ひたいに、広がっていく。


    　魔女に魔法を使う隙すきを与えてはならない。ギルダの心臓に長剣ロングソードの切っ先を向けて、ニコラスが飛び出そうとした、そのとき──


    　表に待機している兵士たちの悲鳴が轟とどろいた。


    　尋じん常じようではない叫び声がニコラスを呼ぶ。一瞬の躊躇ためらいののち、ニコラスが向きを変えて外に出ると、部下の兵士たちは異い形ぎようの者どもに囲まれていた。人の形をしているが、身体からだのあちこちの肉が崩れ落ち、骨があらわになり、内臓がはみ出て、蛆うじ虫むしがボトボトとこぼれ落ちた。兵士たちに向かって手を伸ばし、腐臭を漂わせながらゆっくりと近づいてくる。


    　死体だった。死体が動いている。


    　群れをなして、口々におぞましい呻うめき声を上げる。


    　兵士たちは恐慌状態に陥り、奇声を上げて、武器を振り回した。ニコラスも長剣ロングソードを振りかぶり、動く死者に斬きりつけた。死者の腕がぼとりと落ち、首が飛んだ。だが、彼らの進撃は止まらない。一人の兵士が押し倒され、死者どもが群がる。死者は兵士の身体に食らいつき、食いちぎった。哀れな兵士が絶命するまで、恐怖と激痛の絶叫が森の静寂をかき乱し続けた。


    　兵士たちはおろか、戦場で数々の武勲を立てたニコラスですら、あまりの恐ろしさ、むごたらしさに戦意を失いかけていた。しかし、死者の群れはさらに数を増す。


    「この森のあちこちに死体を埋めておいたの」


    　小屋の中のギルダが言った。「あなたたちは絶対にこの森から逃げられない。全員、私の忠実な下僕に仲間入りしてもらうわぁ」


    　ニコラスは元凶と思われるギルダを攻撃するべきだと思った。おそらくあの魔女を殺さぬ限り、この死者の群れは止められない。しかし、ニコラスが死者どもをなぎ払って進む間に、ギルダは小屋から出て──ふわりと宙に浮いた。小屋の屋根よりも高い場所でとどまり、手も足も出せないニコラスたちを[image: ]あざ笑わらう。その腕には赤ん坊が抱かれていた。あれがきっと、ジェロームとの間に生まれた子供だろう。


    　また悲鳴が上がる。兵士の一人が死者どもに組みつかれ、[image: ]え食じきとなっていた。新たな犠牲者に食らいつく死者の中には、一番最初に食い殺された兵士の姿もあった。死ねば、動く死体となって、かつての味方を襲うようになるのだ。


    　味方の数が減るほど、敵の数が増える。戦場でそのような軍隊と相対したら、ずばり勝てるわけがない。ニコラスは力の限り叫んだ。「撤退だ！　全員、撤退！」


    　だが、返事の代わりに新たな悲鳴が上がる。泣き叫ぶ声が、必死にニコラスに助けを求めた。そしてまた一人、兵士が死者となった。


    「あははははっ。あぁ滑こつ稽けいだわ、愉快だわ。おかしくって笑いが止まらなーい」


    　少女のようなあられもない笑い声が、甲かん高だかく空に響いた。


    　ニコラスは歯は嚙がみする。このままでは下へ手たをすれば自分も含めて全滅だ。死の予感に、背筋を悪お寒かんが駆け抜ける──


    　突然、なにもない地面から炎が上がった。


    　紅ぐ蓮れんの炎が死者どもの数体を包んだ。


    　炎に焼かれた死者どもは、ばたばたと倒れていく。どれだけ斬きりつけようとも、切り落とした手足すら動くことをやめなかったのに、黒焦げになった死体は、もうぴくりとも動かなくなった。


    「これは……不死者アンデツドを解放する浄じよう火かの魔法！」


    　中空に立つギルダが目を見開く。


    　続けて炎が地面から噴き上がる。不思議なことにこの炎は、ニコラスたちが触れてもまったく熱くなかった。死者どもに覆い尽くされた兵士ごと炎が呑のみ込み、死者だけを倒していった。周囲の草木にも焦げ跡すら残さなかった。


    　森の奥の茂みから人影が現れる。


    　女だった。ニコラスは目を疑った。


    　女の顔は、ギルダと瓜うり二つだったのだ。左目は炎のように赤々と輝き、蔓つるの文様が現れている。この女も魔女だ。


    「さぁ、今のうちにとっととお行き」


    　左手に持つ長い杖つえで、森の外を指し示し、女は冷たく言い放つ。数体の死者が女に襲いかかるが、燃える左目に一ひと睨にらみされた瞬間、足元から炎が現れ、死者どもを火ひ達だる磨まにした。炎はこの女の魔法なのだと、ニコラスは理解した。


    「クッ……姉ねえさん、どこまでも私の邪魔をする気なのね……！」


    　今度はギルダがギリギリと歯は嚙がみする番だった。


    　生き残った兵士たちはすでに逃げ出していた。ニコラスは女に尋たずねる。


    「な……なぜ、助けてくれた……？」


    　女はニコラスのほうを向いた。赤い左目の中に自分の姿が捉とらえられ、今にも火ひ柱ばしらが上がるのではと、ニコラスは凍りついた。だが、そのようなことは起こらず、女はただ、眉まゆ一つ動かさずに答えた。


    「お前たちは、私たちを〝魔女〟と忌いみ嫌うけれど、〝魔女〟だって人助けをすることくらいあるのよ」


    　そして、邪魔者を追い払うように手を振る。


    　女は手にしていた杖つえを地面と水平に構えた。手を離すと、杖は宙に浮いた。女は杖に、横から上品に腰かける。杖が浮き上がり、女のつま先が地面から離れた。


    「さぁギルダ、もう逃がさないわよ。私のほうが速いのは知っているでしょう？　魔神の転生なんて諦あきらめなさい」と言い、中空のギルダを鋭く見据える。


    　ギルダの顔から残忍な余裕の笑えみが消え、憎々しげに女を見下ろす。


    　ニコラスは脱だつ兎との如ごとく逃げていった部下たちのあとを追おうとした。が、躊躇ためらいが己おのれの足を止めた。自分は、課せられた任務をまだ果たしていない。


    　女は、そんなニコラスを一いち瞥べつし、


    「どうしたの？　早くお行き。愚ぐ図ずは嫌いよ」


    　彼女の年は三十前後のように見える。それなのに二回り近くも年上のニコラスに対し、言うことを聞かない子供を[image: ]しかるような扱いだった。


    「し、しかし……私は、あの女と赤ん坊をこのまま放ほうっておくわけには……」


    「なるほど、要するにお前は、あの赤ん坊の父親の関係者ということね？」


    　ニコラスが頷うなずくと、それだけで女はだいたいの事情を察したようだった。


    「ギルダのことは私に任せなさい。あの赤ん坊は、二度とお前たちの前には現れないようにするわ。それでいいでしょう？　嫌いやだというなら力尽くで追い払うわよ」


    　そして次にまた、ギルダへ告げる。「魔神の魂はもう見つけたのかしら？　だとしたら私におとなしく渡しなさい。あなたに対して手荒な真ま似ねはしたくないわ」


    　明らかな上からの物言いに、ギルダの肩が戦慄わなないた。


    「いい加減にして！　姉さんは今も昔も、どうしてそんなに角つの人びとなんかの肩を持つの？　どうして魔法使いのために頑張っている私の邪魔をするの？　そんなにこの世界が好き？　私は大嫌いよ！　まだ、魔神の魂は見つけていないけれど、必ず見つけて、こんな世界、ぶち壊してやるわッ！」


    　ギルダの激高に、彼女の腕の中の赤ん坊が、火がついたように泣きだす。


    　それでも我わが子に一いち瞥べつもくれず、ギルダは姉だという女を、怒りに燃える瞳ひとみで睨にらみ続ける。


    　見上げる女の、冷たい無表情の面おもてに、かすかに──なにかを悔いるような辛つらい感情が浮かび上がった。ゆっくりと首を振る。


    「……私だってこの世界が好きなわけではないわ。でも、昔よりはましよ。あなたがあくまで考えを変えないというのなら、こうするしかないわね」


    　女は左手を受け皿のようにして構えた。左目がさらに激しく、妖あやしい輝きを放つ。


    　彼女の手のひらから、皮膚から染み出すようになにかが現れた。それは異様な大きさの、血のように真っ赤な芋いも虫むしの頭だった。芋虫は身をよじりながら手のひらから[image: ]はい出し、蠢うごめき、そして手首の周りをずるずると[image: ]い回る。


    「それは古代魔法の、魔封じの呪のろい虫……！」


    　ギルダは顔色を変えて恟きよう然ぜんとした。


    　だが、その後──小さな声で笑いだす。


    　やがて大声で、ケタケタと笑う。


    　ニコラスにはわかった。あれはおかしいから笑っているのではない。極限まで達した怒りはなぜか人を笑わせる。それは魔女も同じなのだろう。


    「許さないわ、姉ねえさん！」ギルダは叫んだ。「この私の魔法を封じようだなんて──それだけは！　それだけは絶対に許せないッ！　もう我慢できないわ、殺してやる!!」


    　そのときニコラスは、部下の遺体を両りよう脇わきに抱かかえて走りだしていた。


    　あの炎の魔法の女は、自分に任せろと言った。


    　魔女の言うことを鵜う呑のみにするなど馬ば鹿かげているかもしれないが、あの女は信用できると思えた。その言葉に噓うそは感じられなかった。そしてなにより、ニコラスの本心が逃げることを望んでいた。戦場では、自分と同じくらいの猛も者さと何度も渡り合い、生死の境を彷徨さまようほどの傷を負ったこともあったが、今感じている恐怖は、それらとは比べものにならなかった。


    　自分よりも遥はるかに強い存在というものに、生まれて初めて出会ったのだ。


    　自分が敵側の人間の兵士に与えていた恐怖を、ニコラスは初めて体験し、理解した。


    「この臆おく病びよう者が……なにが〝不死身のニコラス〟だ……！」


    　一度も振り返らずに森の外まで走り続けた。
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    「ニコラス殿、あなたのしたことは確かに任務の放棄だ。だが、やむを得ぬ判断だった思います。それがあなたの言う〝決して許されぬ罪〟ですか？」


    　モーガンの問いに、ニコラスはかぶりを振った。


    「その後、ジェロームさまが例の小屋に向かうと、ギルダは赤ん坊と共に姿を消していたそうです。ただ、小屋の前に、兵士の使う短剣シヨートソードが落ちていた。わしが回収するのを忘れてしまったのです。ジェロームさまは兵士がやってきたことを理解し、領主である父君を問い詰められた。そして、すべて知ってしまわれたのです」


    　ジェロームは激しく怒った。その怒りの最大の対象となったのは、ニコラスの息子むすこダニエルだった。ジェロームは、親友であるダニエルにだけ、ギルダとの惚気のろけ話をこっそり聞かせていたのだ。それを告げ口されたことを許さなかった。裏切り者と罵ののしった。お前のせいで俺は最愛の人と娘を失ったのだ──と。死ぬまで恨み続けてやるとまで言われた。


    　それはニコラスにとって、フランドル家にとって重大な問題だった。


    「なにしろジェロームさまは次期領主ですからな。その方に、そこまで憎まれてしまっては、領主を受け継がれた途端、フランドル家は取り潰つぶされてしまうかもしれない。わしが兵士の短剣シヨートソードを置き忘れてしまったばっかりに、そのような窮地に立たされてしまったわけですが、わしは……そうです、これから先がわしの許されざる罪です。わしはどうしていいかわからず、よりにもよって息子に責任を押しつけた。フランドル家のために、なんとしてでもジェロームさまのご機嫌を取り戻せと、浅はかにも命じてしまったのです」


    　ダニエルは必死にジェロームに謝罪し、許しを求めた。


    　しかしジェロームはダニエルを非難し続けた。そのうち話も聞いてくれなくなった。


    　追い詰められたダニエルに、さらなる悪運が追い打ちをかける。


    　ダニエルの妻が妊娠していることがわかったのだ。本来ならば祝福されるべきことだが、今のダニエルには不幸としかいいようがなかった。


    「ジェロームさまは、息子ダニエルのせいで愛する娘を失ったと思っておられた。そのダニエルに子供ができてしまったのですからな。ジェロームさまがそのことを知ったら、恨み骨こつ髄ずいに徹していたことでしょう」


    　万事休すとニコラスは、なかば諦あきらめた。


    　ある夜、ニコラスの部屋に、亡霊のような顔をしたダニエルがやってきて、こう尋たずねた。


    「父さん、生まれてきた子を殺して、なかったことにするわけにはいかないでしょうか？」


    　ニコラスは愕がく然ぜんとし、「そんなこと、していいわけがないだろう！」と怒鳴りつけた。


    　ダニエルは「そうですよね……」と呟つぶやき、部屋から出ていった。


    　次の日の朝──


    　ダニエルは自室で首を吊つっている姿で発見された。


    



    「息子は己おのれの死をもって、ジェロームさまに赦しや免めんを請こうたのです。わしの愚かな過あやまちのせいで、息子は死んでしまった……」


    　ニコラスの顔の、年輪のように刻まれた皺しわがさらに深くなる。悲しみと後悔は、十五年の歳月を経ても、いささかもやわらいでいないのだろう。


    　モーガンは口をつぐんで黙し続けた。苦悩に満ちた彼の顔を見れば、確かにあなたにも責任があるとは、とても言えなかった。かといって、あなたには罪はないとも言えなかった。ニコラスもそんな気休めは聞きたくないだろう。


    　たった一つの救いは、ダニエルが自殺してしまったことに、ジェロームも責任を感じてくれたことだった。自分が頑かたくなに拒絶したせいで、親友だった男を死に追いやってしまったのだと、彼は悔いた。


    　その後に生まれてきたダニエルの子供──マルガレット──を、ジェロームは我わが子のように可愛かわいがった。ダニエルに代わり、マルガレットの成長を見守り、できる限り援助すると約束してくれたのだ。


    「そのことを、お孫さんはご存じなんですか？」


    　モーガンの質問に、ニコラスはますます顔の皺しわを深くして、かぶりを振った。


    「孫はわしによく懐いてくれています。そして今でもジェロームさまのことを深く敬愛しております。その二人が、お前の父親の死の原因を作ったなどと……わしにはとても言えません」


    　そしてニコラスは、目め頭がしらを押さえてうつむいた。


    　窓の外からポツポツという音が聞こえてきて、モーガンはようやく気づく。いつの間にか、室内はだいぶ暗くなっていた。外に目をやると、空には暗雲が垂れ込めている。雨粒が窓ガラスをノックする。


    　ニコラスは顔を上げた。


    「すみません、話が余計な方向へ行ってしまいましたが、ギルダという魔女に関してわしの知っていることは、これですべてです」


    　彼も窓の外に視線を向ける。


    「降ってきましたな。そろそろ日暮れも近い。今夜はここに泊まっていってはいかがです？」


    「……そうですね。そうさせてください」


    　モーガンは、この古城に魔導帝国時代の書物のようなものはないかと尋たずねた。ギルダについて書かれた記録が残っているかもしれない。


    　ニコラスは首を横に振ったが、ふとなにかを思い出したような顔になった。


    「この塔の最上階へは、階段が瓦が礫れきに埋もれていて上のぼれんのです。天井が崩れていましてな。そこになら、なにかあるかもしれませんが……しかし、いつまた崩ほう落らくするかわかりませんから危険ですぞ」


    　ニコラスに、その場所を案内してもらう。注意して瓦礫の上部をどかし、なんとか人一人通り抜けられる隙すき間まを作って、モーガンは先に進んだ。


    　階段を上がった先の扉を開けると、そこは大広間だった。砦とりでに使われていたと思われるこの古城には似つかない、貴族の居室のような場所だった。


    （おそらく、この砦の最高責任者が使っていたのだろう）


    　モーガンはランプの明かりを頼りに室内を物色したが、求めるものは見つからなかった。再び瓦が礫れきの隙すき間まを通って、下の階へと下りる。ニコラスがほっとした顔で迎えた。


    　そのとき、一人の男が駆け寄ってきた。


    「ニコラスさま！　マルガレットさまがお戻りになりました！」


    　ニコラスは完治していない脚で、もどかしげに下へと向かう。モーガンもあとに続いた。


    　外に出る。強い風と雨粒が顔に吹きつける。領民たちに囲まれて、一人の少女が馬に乗っていた。あれがマルガレットかと、モーガンは察した。


    　馬にはもう一人乗っていた。やはり子供のようだ。なにかを大事そうに抱かかえ込んでいる。


    　あれは──モーガンは目を見開いた──あれは、ネロ少年ではないか！


    「少年……ここでまた出会えるとは！」


    　モーガンは駆け寄って話しかける。「君たちは旧魔導帝国の皇城跡へ行くと言っていたからな、もしかしたらとは思っていたよ。……おや、君だけか？　あのアーシェという少女は？」


    「その名前を口にしないで！」


    　マルガレットが叫んだ。馬上からモーガンを睨にらみつけて尋たずねる。


    「あなた、誰だれ？　ネロの知り合いなのかもしれないけど、二度とあいつの名前は言わないで。耳にするだけで忌いま々いましいよ！」


    　モーガンには、この少女がなにを怒っているのかわからなかった。


    　周りを囲む領民たちの幾人かが、手に角カン灯テラを持っている。その明かりに照らされて、モーガンはようやくネロの表情をはっきりと見ることができた。


    　血の気の引いた真っ青な顔に、濡ぬれた髪がべったりと張りついている。心が抜け落ちてしまったかのように、ほとんどまばたきもしないほどの無表情。


    　だが──髪から額ひたいへと流れた雨水が頰ほおを伝っていったとき、モーガンにはネロが泣いているように見えた。


    「少年……どうした、なにがあった？」


    　ネロはなにも答えず、虚うつろな瞳ひとみをモーガンに向けようともしなかった。

  


  
    



    　無音の帰還
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    　ネロたちが皇都跡を出ていった翌々日のこと。


    　アーシェは儀式の間にいた。一晩中、この場所で過ごした。ネロと別れた場所ではあるが、ネロとの最後の思い出がある場所でもある。階段にうずくまり、ネロの匂においのする毛布にくるまって、彼のぬくもりを思い出しては泣き、泣き疲れて眠りに落ち、目覚めてはまた彼を思う。そんなことをずっと繰り返していた。


    「ねぇアーシェ、多分もう朝だよ？　そろそろ外に出ようよ」


    　傍かたわらの月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハが、控えめに羽を光らせて尋たずねてくる。


    　頭まで毛布にくるまったまま、アーシェは嫌いや々いやと首を振った。月光揚羽がため息をこぼす。


    「いったい、僕が気を失っている間になにがあったの？　この身体からだにミドナさまの魂が取り憑ついているってことは、なんとなくは理解できたけど、ほかのことはさっぱりだよ。ネロは？　マルガレットは？　どこに行っちゃったの？」


    　アーシェはまた首を振った。答えたくない。ネロがいなくなってしまった理由なんて思い出したくもなかった。


    　すると、儀式の間に別の光が現れる。


    　ギルダだった。魔法で作り出した光の球体を従者のように引き連れて階段を下りてくる。真実の書は片時も離さず、彼女の左手にある。右手にはトレイを持ち、そこには葉野菜と目玉焼きを挟んだトーストサンドが載せられていた。


    　アーシェの隣に腰かけて、呆あきれたように話しかけてくる。


    「また、ここに来ていたのね。お母さんがせっかく使える部屋を用意してあげたのに」


    　おととい、アーシェの実の母親であることを真実の書で証明すると、ギルダはこう言った。


    「私は、魔法は素晴らしい才能だと思っている。だから、我わが子であるあなたを立派な魔法使いにするつもりだったわ。姉ねえさんはそれが気に入らなくて、私からあなたを奪ったのよ。酷ひどいことをするわよねぇ」


    　少し前なら到底信じられない話だった。だが今、ミドナの心像イメージは大きくぶれている。絶対の信頼を置いていた〝大好きなママ〟は、アーシェの心の中で霞かすんでいた。


    「さぁさ、とりあえずこれでも食べなさい。ほら、顔を見せて」


    　ギルダは毛布をめくって、アーシェの顔を外に出す。トレイを突きつける。


    　食べたくなんかないと思ったのに、トーストの芳こうばしい香りが鼻孔をくすぐると、お腹なかがぐぅと鳴った。「食べたら？　ちゃんと食事してくれないと、また血が不ま味ずくなって、僕が困るんだけど？」と、月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハに嫌いやみを言われる。


    「わ……わかったわよ」


    　ムッとしつつも、アーシェはトーストサンドを口にした。


    「どう、お母さんの料理、美お味いしい？　姉ねえさんの料理とどっちが美味しい？」


    　ギルダが笑顔で尋たずねてくる。


    　トーストサンドは美味しかったが、目玉焼きの黄身の硬さは、ミドナが焼いたもののほうが好みだった。それにミドナなら、これにベーコンも挟んでくれただろう。アーシェは愛あい想そ笑いを浮かべて、話題を変えようとした。


    「あの……ギルダさん、あなたが本当にあたしのお母さんなら……じゃあ、お父さんは？　どんな人だったの？」


    　ギルダは虚きよを衝つかれたように一瞬目を見開く。それから口を結んで、しばしの沈黙が生じた。どうやら答えにくい質問をしてしまったようだ。


    「……変わり者よ。あなたの父親は」


    　肩をすくめて答えた。


    「最初は、私が魔法使いであることは隠していたのよ。でも、そのうちばれちゃったの。それでも彼は、私にこう言ったわ。〝魔法使いでも関係ない〟って」


    「ほんとに？　私のお父さんって……角つの人びとだったんでしょう？」


    「そうよ。だから変わり者だって言ったでしょう」


    　アーシェの胸の内に、父親に対する興味が少しだけふくらんだ。会ってみたくなった。しかしギルダは首を横に振った。「無理よ。もう死んじゃったもの」


    「そうなんだ……」


    　生まれてから一度も会ったことがない相手だから、それほど悲しくはなかった。ただ、残念だとは思った。角人なのに魔法使いを好きになっただなんて、いったいどんな人だったのか、会って話をしてみたかった。魔法使いでも関係ない、そんな台詞せりふはまるで──


    「まるでネロみたい……」


    　呟つぶやいてからアーシェは後悔した。途端に目め頭がしらが熱くなる。みるみる潤うるむアーシェの瞳ひとみを見て、ギルダは眉まゆをしかめた。


    「いい加減に気持ちを切り替えたら？　どれだけ泣いても、過ぎ去った時間は戻ってこないわ。もう終わったのよ。あのネロって子、自分の願いが思いどおりに叶かなわなかったら、あなたのことなんかほっぽり出していっちゃって、勝手なものよね」


    「ネロのことを悪く言わないで！」


    「あら、怒った？　でも、別にあの子だけを非難して、悪口を言っているわけじゃないのよ。人間というのは元々身勝手な生き物なの」ギルダはふふんと鼻を鳴らす。「あの角人の小娘は、事の元凶は姉さんだって言っていたわね。でも、それって違うんじゃないかしら。元を正せば、ネロの妹が死ななければよかったのよね？」


    　じゃあ一番悪いのは誰だれかしら？　ギルダはニヤッと口の端を吊つり上げた。


    「ネロの父親と妹を殺されたのは、王子の側近である角つの人びとたちが、保身のためにネロの父親に罪をなすりつけたからよ。そして、あの小娘の大好きなジェローム・ブライアントが死んだのは、イリュシオン王が反逆者を殺せと命じたからじゃない。ほら、ね？」


    　ネロやマルガレットから大切な人を奪ったのは魔法使いではない。角人だ。


    「姉ねえさんを擁護するつもりなんてこれっぽっちもないけど、すべての元凶は角人なんじゃないかしら？　そう思わない？」


    　魔法使いへの差別に満ちたこの世界を作ったのも角人である。魔法使いも苦しんでいる。


    　確かに角人は多くの人を不幸にしている。だが、


    「すべての角人が悪いわけじゃないわ。いい人だっていたもの」


    「中にはいい人もいる──それを否定するつもりはないわ。でも、こうは考えられない？　角人に強大な権力を持たせるのは危険、彼らに世界を治めるだけの器量はないって。角人は、戦うためだけに生み出された人型兵器だったの。人々の上に立ち、世界を正しく治める能力などなかったのよ」


    　ギルダは演説でもするように、その口調には熱がこもっていく。


    「人間は自分勝手に己おのれの利を求める。角人には王の資格がない。だったら、今こそ魔法使いがその地位を取り戻すべきなんじゃないかしら。魔法使いに正しく管理されていたあの時代のほうが、私はよっぽど平和だったと思うわ。だから私は魔導帝国を復活させようと思っているの。そのためにはあなたの協力が不可欠なのよ」


    「あたしが……どうして？」


    「魔導帝国を復活させるには力が必要よ。角人との戦争は避けられない。けど、私たちに彼らを遥はるかに凌りよう駕がする力があれば、向こうも早い段階で諦あきらめるでしょう。無駄な血を流さないための力、戦力──それが太古の魔神の力なのよ」


    　太古の魔神とやらを復活させて、その力を使って世界を魔法使いの手に取り戻す。


    　それがギルダの長年の夢だった。


    　太古の魔神はすでに死んでいる。それを蘇よみがえらせることができるのも、やはり死霊魔法なのだという。死霊魔法の〝転生の秘術〟というものだそうだ。


    　死者を不死者アンデツドとして蘇らせるのとはわけが違った。魔神の魂をアーシェの胎内に取り込み、新たな命として産み出すのだ。それは死霊魔法を使える女性魔法使いだけの秘術だった。


    「そんなことができるのっ？　じゃあ、その秘術を使えば、ネロの妹に、新しい、本物の命を与えることができるじゃない！」


    　アーシェはすわとばかりに色めきたつ。しかし、ギルダは困ったような微笑ほほえみを浮かべて首を振った。「残念だけど、それは駄目なのよ」


    　その秘術で生まれた者は、魂は受け継ぐが、記憶は受け継がれないとのことだった。だからアンゼリカをその秘術で産んでも、かつてのアンゼリカとは別人になってしまう。大好きだった兄の顔も、自分が誰だれだったかすらも覚えていないのだ。それはもはやネロの愛する妹ではない。アーシェはがっくりとうなだれる。


    　ギルダはやれやれと肩をすくめ、強引に話を元へ戻した。


    「──それでね、実は私も死霊魔法が使えるの」


    　むしろギルダが死霊魔法を使えるからこそ、それがアーシェに遺伝したのだという。


    「でも、魔神の魂を取り込むのは、ただの魔法使いの私には無理なの。肉体が、魔神の魂の器として耐えられないのよ。だけど、あなたならきっと大丈夫」


    　ギルダはアーシェの前髪をかき上げる。額ひたいの、二本の角つのがあらわになる。


    「角つの人びとの強きよう靱じんな肉体と生命力を持つあなたなら、魔神の魂を取り込んで、転生の秘術を行うことができるはずよ。いいえ、あなたにしかできないわ。だから、ねえ、魔導帝国復活のためにお母さんに力を貸して。お願いよ、アーシェ」


    「駄目よ！」


    　月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハが叫ぶ。しかし、それはミドナの言葉だった。


    　ギルダはあからさまに面倒臭そうな顔をして、ため息をつく。


    「あら、姉ねえさん、また出てきたの。そのままずっと月光揚羽の中で塞ふさぎ込んでればよかったのに。悪いけど、今アーシェと大事な話をしているんだから邪魔しないでくれる？」


    「駄目よ、アーシェ、魔神を転生させたりしたら。魔導帝国時代の魔法使いにとって、人間は奴ど隷れい、角人は家畜だったの。あんな時代を蘇よみがえらせてはいけないわ！」


    　その言葉を聞いた瞬間、ギルダの視線の温度が下がった。


    　苛いら立だち、憎しみ、[image: ]さげすむ心が表れるのを隠すように目を細め、ミドナに詰め寄った。


    「だから魔導帝国を滅ぼしたって言うの？　自分は正しかったって言うつもり？」


    「それはッ……」ミドナは弱点を衝つかれたように、歪ゆがんだ顔で口を噤む。


    「……どういうこと？」


    　アーシェの疑問に、これ幸いとの笑えみを浮かべてギルダが答える。


    「三百年前、魔導帝国が滅亡したのはね、この姉さんが原因なの。私やアーシェ、それ以外のすべての魔法使いが、今この世界で虐しいたげられ、苦しんでいるのは、全部姉さんの浅はかな正義感のせいなのよ」


    「え……ま、魔導帝国が滅びた原因って……」


    　困惑するアーシェに、ギルダは語り始めた。「私と姉さんはね、魔導帝国の皇帝の娘だったのよ。姉さんは皇位継承順第一位だったのだけど、魔導帝国の方針に批判的だったせいで、継承権を剝はく奪だつされちゃったの。だから次の皇帝は私になるはずだったのね。それなのに──」


    　三百年前のある日、角人の収容施設で問題トラブルが発生した。


    　角つの人びとには、その自我を抑制するための魔法処理を定期的に行っていた。しかし、配属されたばかりの不慣れな担当者が、その処理に失敗した。中途半端に自我を抑え込まれた一部の角人たちは、著しく不安定な状態になり、もはや回復は不可能であると判断され、廃棄処分が決定された。


    　そのことを知ったミドナは収容施設に忍び込んだ。


    　角人を製造、管理する技術は、数百年前に一度は失われた、古代の魔法によるものだった。その古代魔法に長たけていたミドナは、廃棄処分となった数十人ほどの角人たちに対する不完全な魔法処理を根本から解除した。角人たちは不安定な状態を脱したが、同時に自我をも取り戻してしまった。


    　そして、それらの角人たちは瞬く間に収容施設を占拠した。


    　魔法処理を継続できなくなり、収容所のすべての角人たちが、やがて自我に目覚めた。彼らは皇都に攻め込み、ついに魔導帝国を滅ぼしてしまった。


    「そのせいで数千人に及ぶ貴族の者たちが大陸中で処刑され、殺されずにすんだ市民階級の魔法使いたちも人里を追われることとなったの。アーシェ、あなたも魔法使いだということで、危険な目に遭い、恐ろしい思いをたくさんしてきたでしょう？　それって全部姉ねえさんのせいよ。姉さんの浅慮な行動が、こんな世界を生み出すきっかけを与えてしまったの！」


    　語り終えたギルダは満足げに鼻から息を吐き、胸を張ってミドナを見下ろす。


    　ミドナはうなだれていた。反論はしなかった。弁解もしなかった。


    　それはおそらく、自分の罪を認める行為なのだろう。


    　アーシェは声に出さずに驚いた。魔法使いは魔力がある限り何百年でも生きられるということは知っていたが、まさかミドナが三百年前から生きていたとは思いもしなかった。そのうえ、魔導帝国滅亡の原因を作り出していたとは──


    「でも、あたしには……それが間違っていたといえるのか……わからないわ」


    　アーシェはミドナを一いち瞥べつする。彼女がネロにしたことを許したわけではないが、


    「だって、放ほうっておいたら、その角人たちは廃棄されちゃっていたんでしょう？　廃棄って、要するに殺されちゃうってことでしょう？　なんの罪もない角人たちを見捨てることが正しいことだったとは、あたしには思えないわ……」


    　ギルダの顔が凍りついた。


    「だけど、そのせいで多くの魔法使いが殺されたのよ？　それでも間違ってなかったって言える？」


    　声も冷たく、固く、こわばっていた。


    　アーシェは首を振る。「だから、あたしにはわからないわ。ただ……」


    「ただ？」


    「魔導帝国が今も健在だったら、人間であるネロは奴ど隷れいのように扱われていたのでしょう？」


    　ネロだけではない。カルロッタも。旅の途中で知り合った人間たちすべてが──だ。


    　そしてモーガンやマルガレットなどは、自我を持つことを許されぬ、戦うためだけの道具とされていたのだろう。


    　そんな世界が続いていなくてよかったと、アーシェには思えた。


    　ミドナがそっと顔を上げる。瞳ひとみを潤うるませ、嬉うれしそうにアーシェを見つめてくる。


    　ギルダは全身が凍りついていた。


    　しかし、左目が青い光を放っていた。蔓つるの文様が蠢うごめく左の頰ほおが、凍りついた身体からだの中でそこだけが小さく痙けい攣れんしていた。抑え込もうとして、抑えきれないなにかが表れているかのように、ひくひくと。


    　アーシェはそんなギルダを少し不気味に感じつつ、


    「悪いけれど、そんな世界を蘇よみがえらせようというのなら、あたしは──」


    　言いかけて言葉を失う。


    　硬く凍りついていたギルダの表情が、一瞬で笑顔に変わったのだ。


    「大丈夫よ、ネロのことは心配しないで」


    　呆あつ気けにとられるアーシェへ、満面の笑えみを浮かべてみせる。「私だって、かつての魔導帝国をそのまま復活させるつもりじゃないのよ。今度は、人間と角つの人びとを魔法使いが正しく管理しつつ、皆が幸せになれるような世界にするわ。お母さんとアーシェの約束よ。ね、それならいいでしょう？」


    　ミドナは愕がく然ぜんとした。「ギルダ……それ、本気で言っているの……？」


    「もちろん。確かに昔は、かつてのままの魔導帝国を復活させようと目もく論ろんでいたわ。でも、今は違う。十五年前のあの日から今日までの間に、私も変わったのよ」


    　不敵な笑みをミドナに向けるギルダ。と、その表情をころっと変えて、猫ねこ撫なで声でアーシェに語りかける。「ねぇアーシェ、私を、お母さんを信じて。新しい魔導帝国が世界を治めれば、もう、ネロのような悲しい思いをする子はいなくなるわ。虐しいたげられてきた魔法使いたちも、やっと日の光の下に出てこられるようになる。それって素晴らしいことだと思わない？」


    「え……？　そ、それは、確かにそうかもしれないわね……」


    　アーシェにはまだよくわからない。


    　ギルダの話を聞いていると、彼女の考えも正しいような気がしてくる。


    　だが、それは──ギルダが本当のことを言っていればの話だ。


    　ミドナは「……信じられないわッ」と吐き捨てた。「それが噓うそではないと言うのなら、証明できる？　あなたの持っている、その真実の書で。できないでしょう？　そんなことをしたら、約束を守るつもりなんてなかったことがばれてしまうもの。そうでしょ、ギルダ！」


    　ミドナが鋭く人差し指を突きつける。


    　と、ギルダの瞳に怒りの色が表れた。


    「言ってくれるわね、姉ねえさん。……私が噓うそつきですって？」


    　険しい眼まな差ざしでミドナを睨にらみつけ、[image: ]きばを剝むき、唸うなり声を上げる獣けもののように告げた。「いいわ。調べてあげようじゃない」


    「え？」


    　ミドナは意表を衝つかれたように目を丸くし、ギルダはそれを鼻で[image: ]あざ笑わらう。


    「真実の書よ」


    　ギルダの手の中で、真実の書が自みずからページを開く。


    「私がさっき、魔導帝国に関する約束をアーシェと交わしたとき、私はその約束を守る気があったかしら？」


    　問いを受けて、真実の書が淡い光に包まれる。


    　と──ギルダは、ページの間に指を挟んだ状態で、真実の書を閉じてしまった。


    「なッ……ど、どういうつもり!?」


    　声を荒らげるミドナに、ギルダは言った。「そんなに喚わめいたりしなくても、ちゃんと見せてあげるわよ。でもその前に、姉さん、もしも私の約束が本気だったら、どう責任を取ってくれるのかしら？　人を噓つき呼ばわりしたんだもの。それなりの誠意を見せてくれないとねぇ。私、なにか間違ったこと言ってる？」


    　ギルダの正論に、自信に満ちた態度に、ミドナはひるんだ。


    「せ、責任って……どうしろと言うの……？」


    「そうねぇ……」ギルダは首をかしげ、いかにも今考えているような仕草をした。


    「じゃあ、私の本気が証明されたら、もう二度と私の邪魔はしないと約束してくれる？　手伝ってなんて言わないから、私の理想を妨害しないで。いい？」


    　ミドナは戸と惑まどった。「……や……約束……？」


    　妹は噓をついているに決まっていると思っていたのだろう。自信たっぷりに条件を突きつけてくるなんて予想していなかったのだ。だが、ここまで来たら、もはや引くわけにはいかなかった。


    「い、いいわ。約束する……」


    　その言葉を引き出して、ギルダは心の底から満足そうな笑えみを浮かべた。


    「決まりね。じゃあ、はい、どうぞ」


    　真実の書の、指を挟んでいたページを開いて、得意満面に見せつけた。


    　真っ白なページの一番上に一行──


    〈ギルダは魔導帝国に関するアーシェとの約束を守るつもりがあった〉


    　と、記されていた。


    　ミドナは愕がく然ぜんとする。


    「う……噓……噓よ、噓、噓、噓だわ……！」


    　青ざめた顔で真実の書に見入る。アーシェもじっと凝視した。


    　間違いなく書かれている。あのとき、ギルダは約束を守るつもりがあった。


    　あのときはあったが、今はもうない──などということはないだろう。人は口先だけならいくらでも噓うそはつけるが、己おのれの心の真実を、自分の都合のいいようにころころと変えることはできない。約束を交わす瞬間だけ、自分の心に噓をつくなんてことはできるわけがない。


    「どう、アーシェ、信じてくれた？」


    　もはやミドナなど眼中にないと、ギルダはアーシェだけを見つめて尋たずねてくる。


    　アーシェはまた少し悲しくなった。かつては最愛の母と思っていたミドナの、あられもなく狼狽うろたえる今の姿は──月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハであることを別にしても──惨みじめだった。無ぶ様ざまだった。


    　見ていられない。アーシェは目を背そむけて、立ち上がる。


    「あたし、信じるわ、ギルダさんの言うこと。だから……あたしの力が必要だというなら協力する。その代わり、必ず約束は守って」


    「アーシェ……!!」ミドナが悲鳴のように叫ぶ。


    　ギルダは声もなく、しかしこれ以上ないほどの笑顔となった。勝者の笑えみだった。


    



    　　　　　　　　　　２


    



    　ネロは服の袖そでで額ひたいの汗を拭ぬぐい、大きなショベルを土の山に突き刺した。


    　空は雨上がりの未いまだ薄曇り。灰色の天幕をすり抜けた朝日が、ぼんやりと古城に降り注ぐ。


    　城内に遺体を納められそうな場所はなかったので、城壁の外、城門の反対側に穴を掘った。夜が明けるまでの間に、あり合わせの材料で作られた二つの粗末な棺ひつぎが、たった今掘り終わった二つの穴の中にそれぞれ入れられた。


    　一つはアンゼリカの棺、もう一つはブライアント元侯こう爵しやくの棺。


    　ネロはこの場所にアンゼリカを葬ほうむることにした。できることなら生まれ故郷に埋めてあげたかったが、お尋ね者のネロはエスタルトには戻れない。そもそも、エスタルトまでの長旅に遺体が持たないだろう。あと数日もすれば腐敗が始まる。


    　山のように積まれた土で、今度は穴を埋めていく。雨を吸い込んで湿った土は重たかった。ショベルを振るうたび、新たな汗と涙がネロの頰ほおを流れていった。


    　ネロは無言で作業を続ける。


    　なにも言わずにモーガンもネロを手伝った。マルガレットからギルダのことを聞かされたモーガンは、真実の書の奪還という己の任務のことを話した。その任務を果たすため、今すぐにでも旧魔導帝国の皇都跡へ向かいたいはずだ。


    　しかし、彼女は未だここにいる。


    　罪悪感を宿した瞳ひとみで時折ネロを見つめ、ショベルで土を運んでいる。モーガンは、ネロの父親が濡ぬれ衣ぎぬを着せられたことも聞かされた。だが、証拠が残ってない以上、下級貴族の彼女の力ではなんともできないそうだ。


    　ブライアント元侯こう爵しやくの穴は、マルガレットとニコラスが埋めていた。大勢の領民たちが城壁の上から悲しみに暮れて見守っている。


    　ざくざくと土の音、押し殺した悲嘆の声が、荒野の静せい謐ひつに染み込んでいく。


    



    　埋葬の最後として、かすかに盛り上がった地面の上に、崩れ落ちた城壁の欠片かけらを載せた。墓石の代わりだ。避難してきた領民の中に石工職人がいて、元侯爵の名前とともにアンゼリカの名前を彫ってくれた。


    　すべてが終わって、ネロの手に残ったのは──一本のリボン。


    　アンゼリカの髪を左右で結っていた、アンゼリカがお気に入りだったリボンだ。遺品として、その片方だけを手元に取っておくことにした。


    　リボンを握り締めて、ネロは墓の前にうずくまった。


    　疲れて、もう立ちたくなかった。なぜ、立たなければならない？　立ち上がる理由がなかった。もう、なにもしたくない。なんの希望もない。


    　ネロの横にマルガレットが腰を下ろす。


    「ねぇ、ネロ……これからどうするつもり？」


    　ネロは答えなかった。そんなこと、自分にもわからなかったからだ。


    「あのね、もし……もしも、よかったら、ここに残ってくれないかな？　お爺じいちゃんがね、なんとか馬に乗れるようになったらしいから、ジェロームさまの遺品を持って、メンシルヴェニアに行くことになったんだ」


    　ブライアント元侯爵に代わってメンシルヴェニア王に会いに行くのなら、やはり家臣であったニコラスのほうが適任であろうということだった。


    「お爺ちゃんがいない間、この古城にとどまって、あたしと一緒に領民たちを守ってほしいの」マルガレットはかすかに頰ほおを赤らめた。「で……できることなら、お爺ちゃんが戻ってきたあとも、これからもずっと一緒に……」


    　マルガレットがその言葉の奥にどんな感情を隠しているのか、今のネロに察することはできなかった。頭上で子供のすすり泣く声が聞こえる。城壁を見上げると、幼い少女が母親のスカートに顔をうずめて泣き震ふるえていた。少女──年は、アンゼリカと同じくらいだろうか。


    「……いいですよ」


    　ネロはぼそりと答えた。


    「ほんとに!?」マルガレットが瞳ひとみを輝かせる。「ほんとにいいの？　あたしと一緒に戦ってくれる？」


    「ええ」


    　ネロはぶっきらぼうに答えた。一度答えたことをまた答えさせられて、煩わずらわしく思う。


    　そこにモーガンが割って入ってきた。「少年、君は、ここにいる者たちを守るために、軍隊と戦うつもりか？　それがどういうことかわかっているのか？」


    「さぁ、わかりません」


    　ネロはあっさりと答えた。わからないし、興味もない。どうだっていい。請こわれたから応じただけだ。城壁の上で泣いている少女のことがちょっと気になっただけだ。


    　モーガンはネロの隣に膝ひざを突き、ネロの虚うつろな瞳ひとみを覗のぞき込んでくる。


    「イリュシオン兵がやってきたら、ここで始まるのは戦争だ。殺し合いだ。君は今までに人を殺したことがあるか？　人を殺す覚悟はあるか？　以前、私と戦ったときの君に、その覚悟はなかったな。覚悟なき者が戦場に出れば、どんなに強くても遠からず命を落とすぞ」


    　モーガンは真剣に訴えてきた。マルガレットは軍人の孫として、自みずからも見習い兵として、モーガンの言っていることが理解できたようだ。ネロに真しん摯しに問いかけるモーガンを止めようとはせず、不安げにネロの言葉を待っている。


    　ネロはつまらなそうに答えた。


    「そんなことは、わかってますよ」


    　まっすぐ正面を指差す。モーガンとマルガレットの視線が、指差す先へ──アンゼリカの墓へと向いた。


    「殺さなければ殺される。そんなこと、もう充分わかりましたよ」


    　メンシルヴェニアでネロたちを攫さらおうとした人買いたちを、黒騎士に変身して襲ってきたハンスを、ネロはできることなら殺したくないと思っていた。


    　今だって好んで人を殺したいわけじゃない。だが、しかし──


    　死んでしまった命は、もう元には戻らない。


    「誰だれかを殺されたくなかったら、守りたかったら、殺すしかない。そういうことですよね？」


    　ネロの瞳がギラリと怪しい光を放つ。


    「……そのとおりだ」


    　モーガンは静かに頷うなずいた。しかしその顔は、悲しそうな、哀れむような表情を帯びていた。


    「わかっているならいい。……だが、今の君は、普段の君ではないようだ。一見すると冷静だが、虚無感により普段の自分を逸脱しているな」


    　家族をすべて失ったんだ、それも無理はないが──と、モーガンは独りごちる。そして、


    「殺す覚悟があるならいい。だが、殺される覚悟はあるのか？　それに君は、守りたかったら殺すしかないと言ったが、その守りたいものの中に自分の命は入っているのか？」


    「……さぁ、どうでしょうね」


    　ネロにとってはまるで他ひ人と事ごと。それこそどうでもいいことだった。


    　今のネロに、生き長らえてなにかをしたいという意思はない。


    「多分、入ってないと思います」


    　率直に答えた。


    　マルガレットは「え……!?」と、困惑に目を見開く。


    　そのとき、切せつ羽ぱ詰まった声が城壁の向こう側から上がった。


    　奴やつらが来た！　イリュシオンの兵士たちが！　百人、いやもっといるぞ！


    　緊迫した恐怖が領民たちの悲しみを容赦なく吹き飛ばす。ニコラスが叫んだ。


    「マルガレット、城門を守るんだ！　行くぞ！」


    「う、うん……！」


    　マルガレットは祖父に続いて走りだす。


    　だが、すぐに足を止め、不安げにネロへと振り返った。


    　ネロはゆっくりと立ち上がって、アンゼリカのリボンをズボンのポケットにしっかりと入れる。腰に提げた[image: ]さやからストームブレイドを引き抜き、モーガンに言った。


    「じゃあ、そういうことで。……モーガンさんは皇都跡へ行くんですよね？　運がよかったら、またどこかで会いましょう」


    　ネロは歩きだす。


    「そうか、よくわかったよ」


    　モーガンは頷うなずくと、城壁の上にいる者たちに向けて、大声で指示を出した。


    「私の馬に積んだ、籠手ガントレツトの入った袋を用意して、城門の前で待っていてくれ！　今から取りに行く！」


    　呆あつ気けにとられるネロに、モーガンは言った。


    「私は君を殺されたくない。だから戦うことにする。君が自分を守るつもりがないのなら、私が君を守る」


    「……でも、モーガンさんの任務は……？」


    「任務は後回しだ。気にしなくていい。別に恩に着せようというつもりはない」


    　早く皇都跡へ行かなければ、再びギルダを見失ってしまうかもしれない。二度と足取りをつかめなくなるかもしれない。実直で、職務に忠実であろうモーガンにとって、この機を逃すことは、軍紀に反するに等しいことなのではないだろうか。


    　かすかに笑えみを浮かべたモーガンは、珍しくも少し砕けた口調で言った。


    「まぁ、これも縁だよ」


    



    　　　　　　　　　　３


    



    　旧魔導帝国皇都跡、儀式の間──


    　室内を照らす魔法の光球の下、アーシェはまた、円形劇場アリーナを彷ほう彿ふつさせるこの部屋の〝舞台〟に立っていた。すでに台座の凹くぼみにアーシェの血を垂らしていて、舞台は光の魔方陣を浮き上がらせている。


    　アーシェのすぐそばにはギルダが立っている。彼女は胸元を飾っていた黒水晶のペンダントを外はずして、


    「魔神を蘇よみがえらせるための転生の秘術といっても、別に難しいことはないのよ。やることは盟約の儀式なの。ただし、第八の盟約ね。唱える言葉は覚えてる？　〝我われは命ずる──〟」


    「大丈夫、ちゃんと覚えているわ」


    「そう、ならいいわ。じゃあ、はい、これ」


    　ギルダは黒水晶のペンダントをアーシェに差し出した。


    「その黒水晶の中に魔神の魂が宿っているの。それを見つけるのに、ずいぶん手間と時間がかかったのよ。本当に大変だったわ」


    　これがもっと早く手に入っていれば、そんな苦労はしなかったのにと、ギルダは左手にある真実の書を軽く持ち上げてみせる。


    「この中に、魔神の魂が……」


    　アーシェは気味が悪そうにペンダントを受け取った。ギルダは「大切に扱ってね。少なくとも儀式が終わるまでは」と言い、舞台の外の階段まで離れていく。


    　ミドナは儀式の間の隅に座っていた。アーシェの位置からは離れすぎて、今の小さなミドナがどんな表情をしているのかは見て取れない。きっとまだ納得のいかない顔で、敵意と疑いに満ちた眼まな差ざしをギルダに向けているに違いない。


    「さぁ、アーシェ、始めて！　ぐずぐずしていると魔方陣が消えて、やり直しになっちゃうわよ！」


    　階段の上に立つギルダが叫んだ。


    　アーシェは深々と息を吸い込み、吐き出す。緊張と不安に全身が小さく震ふるえていた。


    　つい先ほどギルダから聞かされた、転生の秘術に関する説明が脳裏をよぎる。魔神の魂を身体からだに取り入れるということは、つまり受胎だ。新しい命を得た魔神を胎内で育はぐくみ、そして出産する。アーシェは魔神の母親となるのだ。


    　恐れと共に悲しい気持ちがアーシェの胸中を満たす。母親になるなら、赤ちゃんを産むなら、好きな人と結婚して、その人と──幼い頃ころのアーシェは夢見ていた。あたしもいつかは、ママみたいな素敵なママに──アーシェは首を振り、込み上げてきた躊躇ためらいを振り払う。


    　すべては新しい世界のために。


    　みんなが幸せになる世のために。


    「我は命ずる」


    　黒水晶のペンダントを掲げて、


    「我わが血をもって、第八の盟約を果たせッ！」


    　床に広がる光の魔方陣が輝きを増す。


    　ペンダントの先で揺れる黒水晶から、どす黒い紫色のオーラが噴き出した。オーラは枝分かれし、無数の蛇の如ごとく蠢うごめく。それぞれがむくりと鎌かま首くびをもたげて、いっせいにアーシェの腹部へ襲いかかった。


    　焼けるような痛みと共に、恐怖がアーシェを貫つらぬいた。


    　入ってくる。なにかが侵入してくる。無理やり身体からだの中に。胎内に。ぞっとする感覚。


    「い……いやああぁあッ……!!」


    「駄目よ、アーシェ！　それが魔神の魂なの！　拒絶しては駄目！　受け入れるのよ！」


    　ギルダが鋭く叫ぶ。アーシェは歯を食い縛って耐えた。


    　痛みは増す。全身に広がっていく。アーシェの左目が青白く輝き、雷光の如き閃せん光こうがほとばしった。何度も、何度も、何度もほとばしった。蔓つるの文様が凄すさまじい勢いで増殖し、アーシェの全身を瞬く間に覆っていく。


    　いっそ気を失うことができたら、どれだけ楽だろう。だが、身体中を[image: ]むしばむ激痛が、それを許してくれない。立っていられなくなり、床に膝ひざをつく。


    「……ネロ……」


    　額ひたいに脂汗を浮かべながら、涙を[image: ]あふれさせながら、アーシェは彼の名を呼び続けた。


    「……ネロ……ネロ……ネロ……」


    　魔神が蘇よみがえったら、


    　その力で魔導帝国が復活したら、


    　みんなが笑って暮らせる平和な世界が訪れたら、


    （そしたらネロ……喜んでくれるかな……いつか、あたしのこと……許してくれるかな……）


    　そのとき、悲鳴のようなギルダの叫び声が聞こえた。


    「なにをするの、姉ねえさん！　邪魔はしないって約束でしょう！　それを返してッ！」


    　ミドナが勢いよく飛んできた。精一杯に羽を動かし、小さな身体でなにかを懸命につかんで──あれは、真実の書？


    　ギルダが血相を変えて舞台に駆け込んでくる。だが、それより早くミドナは、アーシェのそばにべちゃっと落下して、真実の書のページを乱暴にめくり始めた。


    「これは……！」目を剝むいて愕がく然ぜんとするミドナ。「あのとき、どうしていったんページを閉じたのだろうと思ったら……こんなちゃちな方法でッ……!!」


    　なに？　なにをしているの？　ちゃちな方法？


    　アーシェにはわけがわからない。焦点がずれて、ぼやけた視界の中で、ミドナは真実の書の一ページを──剝はがした。


    　破ってはいない。ページは少し引っ張ると、たやすく真実の書から離れた。


    「アーシェ、これを見て！」剝がしたページを、ミドナは見せつけてくる。それは先ほども見た、ギルダの本気を証明した一ページだ。「これは真実の書のページによく似た、ただの普通の紙よ！」


    「なん……ですって……？」


    　ミドナは、剝はがしたページをひっくり返して裏側を確かめる。「偽にせのページを挟み込んで、接着剤のようなもので軽く留めてあっただけだわ。私か、あるいはアーシェが疑うことをあらかじめ計算して、準備していたのね。ただの紙にペンで〝答え〟を書いて、真実の書に差し込んで張りつけていたんだわ」


    　子供の悪いた戯ずらのような、実に単純な仕掛けトリツクだ。しかし、この手の仕掛けは、単純であるがゆえに見抜けないということがある。加えて、真実の書を取り扱うギルダの動作、字が浮き出る瞬間を隠すために本を閉じる流れなど、今思い出しても、不自然さの欠片かけらもなかった。


    　ギルダはあのとき、真実の書にこう尋たずねた。


    　──私がさっき、魔導帝国に関する約束をアーシェと交わしたとき、私はその約束を守る気があったかしら？


    「ほら、これがギルダの本心よ！」


    　ミドナは真実の書のページを大きく開く。左側の一番上に一行、こう書かれていた。


    〈ギルダは魔導帝国に関するアーシェとの約束を守るつもりはなかった〉


    　ほんの一瞬だが、アーシェは、全身がバラバラになりそうなほどの激痛を忘れた。目を見開き、まばたきもせず、その一文をもう一度読み返す。


    　約束を──守るつもりは──なかった。


    「なかった……ですって!?」


    　ギルダはもはや走るのを諦あきらめていた。アーシェから五、六歩ほど離れたところに立ち、困り果てた顔に無理やり笑顔を重ね合わせた、いびつな表情で、なにかを言おうとしている。


    　だが、弁解の言葉はどうにも浮かばないようだ。


    　代わりにアーシェが問い詰める。


    「[image: ]だましたのね……ッ？」


    「ち……違うわ。その……これは……」


    　ギルダは恐る恐るアーシェに一歩近づく。ギルダがなにを恐れているのか、アーシェには察知できた。アーシェは痛みに耐え、荒い呼吸を繰り返しながら、黒水晶のペンダントをゆっくりと振り上げる。ギルダの顔から血の気が引く。


    「駄目よ、駄目、駄目……やめて、お願い……違うの、違うの、これは……あの……」


    　ギルダはぱんと手を打つ。なにかを思いついたような、わざとらしい仕草。


    「わ、わかったわ、今度こそ約束する。人間も角つの人びとも、みんなが幸せになれる世界を目指すわ。ね、それならいいでしょ？　今度は本気よ。お母さんを信じて？　私だけじゃなく、あのネロのためにも、ね、ね？」


    　しかし、もうアーシェには聞こえていなかった。


    　怒りが、身体からだの中でマグマの如ごとく燃え盛っていた。[image: ]しやく熱ねつの感情は全身に広がる激痛をも駆逐していく。額ひたいから生はえた二本の角つのが、怒りのマグマを吸い上げて成長するかのように、じりじりと伸びる。角のつけ根が熱く脈打つ。そして、憎しみの言葉が心中で渦を巻く。


    　ママは噓うそをついた。


    　本当の母親を名乗るこの人も、あたしを[image: ]だました。


    　あたしからネロを奪って、ネロの名前を利用して──


    「二人とも……大嫌い！　噓つきッ!!」


    　振り下ろす。叩たたきつける。


    　黒水晶が砕け、床に描かれた魔方陣の光を反射して煌きらめく。散らばる。


    　ギルダが絶叫する。だが、それをもかき消すような怒号が儀式の間に轟とどろいた。


    「あたしの身体から出てってッ!!」


    　アーシェは魔神の魂を拒絶した。


    　魔神の魂は、盟約の儀式の働きによって、魔法使いの身体に受け入れられようとしていたに過ぎない。拒絶されれば居場所を失い、外に出ざるを得なかった。しかし、戻るべき黒水晶はもはや無残な破片と化している。魔神の魂は困惑するように、ぐるぐると円を描いて儀式の間を漂う。


    「た……大変、このままじゃ魔神の魂が劣化してしまうわ……！」


    　ギルダは戸と惑まどった。だが、すぐに覚悟を決めて叫んだ。


    「魔神の魂よ！　私の──私の身体へ来て！　私が受け入れるわ！」


    　紫色のオーラはその言葉にすぐさま反応した。石の下に隠れていた虫が、その石をどかされてしまったかのように、安心できる場所を新たに求めて、大慌てでギルダの身体に入り込んでいった。ミドナは「な……なんて愚かなことを……！」と、愕がく然ぜんとする。


    「ウッ……!?」呻うめくギルダ。


    　直後、金切り声が──ぎゃああああああああああッ!!──大音量で響いた。


    「痛い痛い痛い痛い死ぬううううゥワアアアアアアアアァッ!!」


    　ギルダは倒れ伏し、のたうち回った。


    　アーシェはしばし言葉を失う。見み目め麗うるわしき淑女のようなギルダが、長い髪をめちゃくちゃに振り乱し、搔かきむしり、常軌を逸した声で泣き喚いていた。左目が激しく明滅し、蔓つるの文様がみるみる全身を冒していく。悲鳴、また悲鳴。


    　彼女を責めさいなむ苦痛がどれだけのものか、想像するだけでアーシェは総そう毛け立った。


    「ど、どうして……？　あたしのときより苦しそう……」


    　ミドナは辛つらそうに眉まゆをひそめる。「魔神の魂を受け入れることに身体が耐えられないのよ。あなたは二本角の角つの人びとだから、人間や魔法使いより遥はるかに強きよう靱じんな肉体を持っているから、なんとか耐えていられたけど……ギルダには無理だわ」


    　かつて、死霊魔法を操る女を使って、魔神を蘇よみがえらせるべく転生の秘術が何度も試みられたという。だが、すべてが失敗に終わった。


    「ギルダ、諦あきらめなさい！　あなたには無理よ！　魔神の魂を今すぐ拒絶して！」


    「嫌いやァアアアアアアアアアアッ!!」


    　ギルダは悲鳴を上げながらも何度も首を横に振った。ミドナの言葉を拒否しているのか、ただただ苦しみもがいているのか、もはや判断がつかなかった。


    　ギルダが搔かきむしる頭から、なにかが飛び散った。床に落ちて、魔方陣の光に照らされて、それが血の飛ひ沫まつであることがわかった。喉のどを搔きむしり、腕を搔きむしると、赤く腫はれ上がった傷がじわじわと裂けて、そこからも血が[image: ]あふれ出す。


    　傷口だけではない。ギルダは叫びながら咳せき込み、勢いよく血を吐き出す。鼻や耳から、まぶたの奥から、爪つめの隙すき間まからも、ドクドクと血が滲にじみ出てくる。


    「駄目だわ、ギルダはもうすぐ死んでしまう……」


    「な……なにか方法はないのっ？」


    「一つだけ、あるわ」ミドナはアーシェをじっと見つめる。「でも……アーシェ、あなたにしかできないことよ。あなたはギルダを助けてくれるの？」


    「当たり前じゃない！」


    　本当の母親だからとか、そんなことではない。


    　自分を[image: ]だました相手だけれど、許したわけではないけれど、それでも──助けたいと思った。目の前で人が死ぬのを見たくなかった。


    「あなたは……そうよね、あなたはそういう子よね。本当にいい子だわ、アーシェ」


    　ミドナはほんの一瞬、嬉うれしそうに微笑ほほえむ。


    「たった一つの方法、それは第五の盟約よ」


    　第五の盟約──魔法使いを人間にしてしまう術式。魔法使いの体内からすべての魔法的力、魔法的要素を奪い取り、異世界へ飛ばしてしまう。


    「それで魔神の魂も、この人の身体からだから吸い出せるってこと？」


    「ええ」ミドナが頷うなずく。「多分、そうなるはずよ。確証はないけれど……」


    「わかったわ！」アーシェはすぐさま大理石の台座の元へと駆け寄った。親指を思いっ切り嚙かんで、[image: ]れる血を台座の凹くぼみに垂らす。すでに光の魔方陣は描かれているから、特に変化は見られない。「これでいいの!?」


    　ミドナは真実の書を持って、魔方陣の外に避難していた。「いいわ！　さぁ唱えて！」


    　アーシェは心の中で例の言げん句くを確認してから、一気に言い切った。


    「我われは命ずる！　我わが血をもって、第五の盟約を果たせ！」


    　パキィン！


    　甲かん高だかい、硬質な──なにかが割れるような音が鳴り響いた。


    　それは時空に穴の開いた音だった。儀式の間の、天井に近い、なにもない空間に、皿のような黒い円が浮かんでいた。そのことにアーシェが気づいた直後、黒い円はパキパキと卵の殻が割れるような音を立てて拡大していった。途端に気流が発生する。直径が子供の身長と同じくらいになった黒い円に空気が吸い込まれ始めていた。


    　黒い円からできるだけ離れるように、ミドナは儀式の間の端まで身を引いて、恐ろしげに呟つぶやく。「あれが異世界へと通じる時空の穴……」


    　そして、黒い円が吸い込んでいるのは空気だけではなかった。


    　ギルダの身体からだから、黒ずんだ紫色の魔神の魂が抜けていく。風に乗って、黒い円に誘い込まれていく。魔神の魂は逃げようとしているみたいだったが、空気を吸い込む以上に強い力が魔神の魂を捕らえて放さないようだ。ついに魔神の魂の一部が黒い円に触れる。


    「あああッ!?」


    　ギルダが叫んだ。彼女の身体中に広がっていた蔓つるの文様までが、彼女の肌を離れて宙に浮き上がった。魔法的なあらゆるものを黒い円は容赦なく吸い上げる。文様は吹き荒れる嵐あらしに耐えるように、ざわざわと不気味に蠢うごめきながら、ギルダの左目にしがみついている。左目の発する青い光すら黒い円に吸い込まれていく。


    　黒い円の上では、ギルダの作り出した魔法の光球が、緩ゆるやかに、どこ吹く風で漂っていた。どうやら時空の穴は下向きにしか開いていないらしい。


    「い……嫌いやぁッ……やめて、お願い……私から……魔法を奪わないで……!!」


    　ギルダは片手で左目を押さえ、もう片方の手で床に爪つめを立てて、[image: ]はいずりながら魔方陣の外に逃げようとした。まるで地を[image: ]う虫のような、なりふり構わぬ必死の様子に、〝第五の盟約の儀式は、死刑の次に重い刑罰だった〟とギルダが言っていたのを思い出して、アーシェは少なからず慄りつ然ぜんとする。


    　黒い円の吸引力は、しかしギルダには到底抗あらがえないものだった。魔神の魂はすでに半分以上が円の中に吸い込まれている。次の瞬間、観念して抵抗をやめたかのように、一気に吸い取られて消えた。


    　吸い上げられる蔓の文様に引っ張られて、腹[image: ]いのギルダの上半身がのけぞる。


    　そして、根っこが引きちぎれたように、左目からずるりと蔓の文様が抜けた。


    　青い光の最後の一筋と共に、蔓の文様は瞬く間に黒い円に吸い込まれた。それと同時に、魔法の光球は消滅し、床の魔方陣も役目を終えたように光を失った。儀式の間は闇やみに呑のみ込まれる。


    　断末魔のようなギルダの絶叫。そして、ばたりと倒れる音がした。


    



    　やがて空気の流れがやんだ頃ころ、青く柔らかな光が儀式の間を仄ほのかに照らした。ミドナが月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハの羽を輝かせたのだ。アーシェの元へと飛んでいく。


    「時空の穴は閉じたようね」


    　恐る恐るミドナが中央の舞台へ飛んでいくと、黒い円は跡形もなく消えていた。


    　床にはギルダが横様に倒れている。アーシェは駆け寄って声をかけた。「だ……大丈夫？」


    　しばらくして、ギルダの身体からだがぴくりと動いた。閉じていたまぶたがゆっくりと開き、アーシェを見つけると、怒りと憎しみに歪ゆがんだ顔で、怨えん嗟さの言葉を吐き出した。


    「な……なんてことをしてくれたの……あなただって魔法使いなのに、どうしてわからないの……かつての魔導帝国こそが、魔法使いにとっての理想郷だったのに……それを復興させることが、私の長年の夢だったのに……！」


    　アーシェは首を横に振る。「どんなに魔法使いの住みやすい世界でも、人間を──ネロを奴ど隷れいのように扱って苦しめる世界なんかいらないわ」


    「また、ネロ……あなたはネロのことばっかり……そんなにあの子が大事なの……」


    　ギルダはかすれた声でそう言うと、力なく、くつくつと嗤わらった。


    「どうせ今いま頃ごろ死んでいるわ……ふ、ふ……真実を見て、あなたも私のように絶望なさい……」


    「なんですって!?　ど、どういうこと？」


    　ギルダは答えなかった。意地悪そうな笑えみを浮かべ、舌をチロッと出して、気を失った。


    「これは……！」


    　ミドナが声を上げた。真実の書を床に広げている。


    　それはギルダの本心を記したページの、一つ前のページだった。


    「きっと、あなたを[image: ]だます仕掛けトリツクのために、ギルダにとってはどうでもいいことを調べて、真実の書のページを調節していたのね」ミドナは記された文字を素早く目で追った。「……マルガレットたちが立てこもっていたあの古城に、大勢のイリュシオン兵が迫っているみたいよ。皆殺しの命令を受けてね。そして、これが記された時点で、あの古城にはまだネロがいるわ」


    　アーシェは息を呑のんだ。


    「そ、それが記されたのはいつなのッ？」


    「駄目、真実の書には、いつ調べたのかまでは表記されないのよ。でも、あなただって皇家の血を引いているのだから、その本を使う資格があるわ。やってみなさい」


    　アーシェは真実の書を受け取る。「真実の書よ」と、ギルダの真ま似ねをして、本に尋たずねてみた。ネロは今、どうしているのか？


    　ネロはまさに今、イリュシオンの兵と戦っていた。


    　敵兵は、人間と角つの人びとが合わせて百五十人ほど。味方は──


    「え？　モーガンさんがいるの？」アーシェは目を丸くする。


    「モーガン？　あの凄すさまじく強い角人のことね。どうして彼女があの古城にいるのかわからないけれど、でも、それだけではとても百五十人の兵には敵かなわないわ」


    　マルガレットは半人前、ニコラスは折れた脚が完治していない。圧倒的に不利な状況だ。


    「このままじゃネロが危ないわ！　助けに行かないと！」


    　アーシェの血をストームブレイドに吸わせれば、驚異的な破壊力の〝青い暴風〟を打ち出せる。鉄壁の防御力を誇る黒騎士をも打ち倒した力だ。


    　だが、古城から皇都跡までは、歩いて二日かかった。


    　今から向かっても、おそらく到着する頃ころには戦いは終わっているだろう。


    　それでもアーシェは、儀式の間の階段に放置されていた魔法のリュックサックをつかんで駆けだした。思いもよらぬことがあって戦いが長引くかもしれない。戦いに負けても、ネロは殺されずに捕虜になるかもしれない。


    　そんな都合のいいことが起こる可能性は極めて低い。零ゼロに近い。


    　しかし、絶対にあり得ないとは言えない。


    　一いち縷るの希望が残っているうちは、悩んで躊躇ためらっている場合じゃない！


    　そのとき──


    「待ちなさい、アーシェ!!」


    　儀式の間から外へと続く通路に飛び込もうとするアーシェを、ミドナが力強く制止した。


    「私の魔法を使いなさい。それなら、あるいは間に合うかもしれないわ」


    



    　　　　　　　　　　４


    



    　戦況はまだ絶望的とは言いがたい。それでも着実に敗北へと向かっていた。ネロは、ほかの誰だれよりも、それを感じていた。これはもう、勝てないな──と。


    



    　総勢百五十人ほどのイリュシオン軍中隊は、古城を頂く丘の前に陣を敷くと、宣戦布告もなしに速すみやかに戦闘行動を開始した。いくつもの分隊が梯はし子ごを持って、古城の各所から侵入を試みた。ネロとモーガンは彼らを迎え撃つ。ネロはストームブレイドで黒い突風を飛ばし、モーガンは籠手ガントレツトの拳こぶしによる一撃で、梯子を破壊し、兵士を撃退した。その間に、城門を突破せんとする小隊が現れ、機動力に乏しいニコラスと半人前のマルガレットが、その守備に当たった。


    　苦労の末、ネロたちは梯子をほぼすべて破壊することができたが、しかし敵兵の侵入を完全に防ぐことはできなかった。領民たちは古城の四隅に建つ見張りの塔に立てこもっている。侵入した敵兵は塔の扉を破壊しようとした。それを阻そ止しするため、モーガンは敵から奪った最後の梯子を使って、城内に飛び込んだ。「少年、私が戻るまで、決して無茶をするなよ！」


    　だが、ネロはその忠告を無視した。


    　黒い突風を打つためにストームブレイドに血を吸われ、すでに息が切れ始めていた。短期決戦にしなければ体力が持たない。敵陣に突入し、指揮官を討ち取るしかないと判断したのだ。


    　丘を駆け下りるネロと、指揮官を守る壁のように待機していた兵士たちがぶつかり合う。


    　古城を直接攻めてきた兵士は皆、人間だった。しかし、ここに待ち構えている兵士たちはすべて角つの人びとだ。精鋭部隊といったところだろうか。


    　ネロは黒い突風を飛ばす。


    　角人の兵士たちが倒れる。それでもすぐに起き上がってきた。彼らのまとう鎧よろいは大きく凹くぼみ、破損して、それなりの痛手を与えていたようだが、戦意を挫くじくほどではなかった。武器を構え、鬨ときの声を上げて、ネロに迫ってくる。


    　ネロはすでにゆっくりの世界にいる。並の兵士の攻撃なら、難なくかわすことができる。だが、角人たちの攻撃は、人間の兵士のそれより遥はるかに鋭かった。そして訓練された、連携の取れた動きだった。中にはモーガンのような、二本角の強つわ者ものもいた。彼らは漁師の網のように広がり、じわじわとネロを包み込もうとする。


    　思い切ってネロはストームブレイドを回転させた。刀身から染み出す黒い靄もやでぐるぐると円を描いた。いくつもの円を重ねて渦とする。腕に突き刺さる触しよく手しゆ針しんから、たくさんの血が代償として吸い上げられていく。「……行けッ！」


    　魔剣の軌跡が黒い竜巻と化し、イリュシオン兵の作り出す包囲網を槍やりのように貫つらぬいた。


    　悲鳴を上げて吹き飛ばされる兵士たち。直撃を受けた者は、鎧と一緒に肉をえぐられ、骨を削られ、血をまき散らしながら宙を舞った。


    　ネロの前にまっすぐの道ができる。


    　しかし、黒い竜巻は貫通力に優れていたが、攻撃範囲が狭かった。一対一なら、攻撃力を一点集中した強力な必殺技と呼べるが、多数の敵には真価を発揮できなかった。空白の道は、すぐさま左右の兵士が詰めて、埋められてしまう。


    　ネロはいったん下がった。


    　目眩めまいに襲われ、脚が絡からむ。危うく転びそうになる。ネロの体力に限界が近いことを、敵の兵士たちに見抜かれてしまったかもしれない。額ひたいから滝のように噴き出す汗を拭ぬぐって、ネロは忌いま々いましげに舌打ちした。


    　モーガンはまだ城内の敵を掃討している最中だろうか？


    　ニコラスとマルガレットは、城門を守るために未いまだ奮戦している。


    （これはもう、勝てないな……）


    　ネロは覚悟した。


    　マルガレットもモーガンも、ネロの戦いを目まの当たりにしたことがあり、その強さを信頼していた。しかし、それは魔剣を扱えるネロの強さだ。体力が限界を迎えた瞬間、ネロはただのひ弱な少年になる。戦場ではなんの役にも立たない存在だ。いともたやすく敵兵に打ち殺されるだろう。


    （そうなる前に、魔剣に血を吸いつくされるかもしれないけど……）


    　どのみちネロは死ぬ。


    　そのときは迫っていた。


    　恐怖はなかった。構うもんかと思った。家族のすべてをなくしたこの世界で、一ひと欠片かけらの希望も失った今、これ以上、生きることにしがみついてなんになる？


    　むしろ僕は、ここで死ぬべきなんじゃないのか。


    　だって、ここにはアンが眠っている。死に場所としては申し分ない。


    　それに、ネロが死んでしまえば、モーガンがこの場に居残る理由はなくなる。ネロはモーガンに少しだけ憧あこがれていた。異性として好きとか愛しているとかいう感情ではないが、もしも自分に姉がいたとしたら、モーガンみたいな人だったらいいだろうなと思う。


    　だから彼女には、この戦いから逃げて、生き延びてほしかった。


    （結局のところ、僕は死にたがっているんだ。自分でもわかる。僕は致命的に冷静さを失っている。それがわかっていても、どうしようもないくらいに。自分で自分が抑えられない）


    　こんな自分に、モーガンを巻き込みたくはない。


    （生きる望みを失った。アンを蘇よみがえらせることは失敗した。この上、僕を守るためにモーガンさんが命を落としたりしたら……）


    　ネロはぞっとした。あぁ、今の僕に、まだ恐れることがあったのか。そんなことは絶対にあってはならない。もう嫌いやだ。親しい人が死ぬのは、なにもできない自分の無力さを思い知らされるのは、もう嫌なんだ。僕はそんなに強くない。もう許してくれ。


    　だから──これで終わりにしよう。


    「……うん、決めた、そうしよう」


    　決断した証あかしとして、敵の兵士にも聞こえるくらいに、はっきりと声に出す。


    　すると、いつしかネロは笑っていた。


    　イリュシオン兵たちがじりじりと迫ってくる。いかにも頑丈そうな、分厚い鉄の長方盾タワーシールドを構えた角つの人びとたちが、先頭に出てきて横一列に並んだ。鉄の包囲網だ。


    　黒い竜巻で、果たしてあの包囲網を貫つらぬけるだろうか？


    「ようし、試してやる」


    　ネロはストームブレイドの切っ先で再び円を描く。


    



    　結論として、黒い竜巻は長方盾タワーシールドを粉砕した。


    　長方盾タワーシールドを構えていた角人兵は、後ろに並ぶ兵士たちを巻き込みながら吹き飛ばされて動かなくなった。


    　そしてネロは力尽きた。もう無理だ。もはや黒い突風すら撃ち出せない。


    　ゆっくりの時間も解除されていた。身も心も、戦うことに疲れ果てていた。


    　膝ひざを突き、ストームブレイドを杖つえ代わりにして、荒い息を繰り返す。意識が朦もう朧ろうとした。視界が歪ゆがんだ。手も足も、もはや言うことをほとんど聞いてくれない。いよいよ終わりのときが来たのだ。


    　ざっざっ──と、敵兵が近づいてくる音が聞こえる。


    （僕は死ぬ。アン、今行くからね）


    　敵兵の足音が不意に遠くなる。彼らの前進が、まるでゆっくりの世界が戻ってきたかのように遅くなった。人が死ぬ瞬間の感覚というのはこういうものなのかと、ネロは思った。


    　死を受け入れた、静かな心の中で──ふと、なにかがひっかかった。


    　誰だれかが言う。本当にそうなの？


    　誰だ？　などと問いかけても意味のないことだった。それは自分の声だった。


    　本当に生きていてもしょうがないの？　僕にはもう、なんにも残っていないの？


    　アンが死んで、今日まで僕を支えてきたのは、アンを蘇よみがえらせたいという願いだけだったの？


    　僕の旅は、願いを叶かなえる以外、なんの意味もなかったの？


    　考える前に、ネロの心には、その問いの答えが浮かんでいた。違う──と。


    （違うって？　じゃあいったい……）


    　脳裏に生々しい記憶が蘇る。儀式の間でのことだ。


    　アンゼリカを抱かかえて、外へと続く通路を歩きながら、あのときのネロには聞こえていた。アーシェの、獣けものの呻うめくような泣き声が。聞こえていたが、なにも感じることができなかった。


    　今、あのときの泣き声を思い出して、ネロの心に小さな未練が生じた。


    （アーシェが悪いわけじゃないって、僕は言ってあげなかった。アーシェが泣いているのに、僕はなにもしてあげなかった）


    　守ってあげる義理はもうない。


    　優しくしてあげる義理もない。


    　それでも、悲しんでいるアーシェを放ほうっておいた自分に後悔した。


    （だって僕は、アーシェの笑っている顔のほうが……好きだったんだから）


    　気がつけば、長方盾タワーシールドがもう目の前にまで来ていた。


    　見上げると、正面の角つの人びと兵が長剣ロングソードを天高く振りかぶっていた。


    （あぁ……できることなら……こんな未練なんて残さずに死にたかったなぁ）


    　アーシェに一言、謝りたい。


    　そう思いながら、ネロは静かに目を閉じようとする──


    　凄すさまじい速さでなにかが頭上を飛んでいった。


    　空気を切り裂いて、後ろから前へ。まるで流れ星のように。


    　ネロには黒い影にしか見えなかった。鳥だとしたら、やけに大きい。前に突き出た、細長い棒のようなものが、長剣ロングソードを振りかぶった角人の額ひたいにぶち当たる。角人は長剣ロングソードを掲げた姿勢のまま、額から血を噴き上げて仰あお向むけに倒れた。


    　飛行するなにかは、あっと言う間に遥はるか遠くまで行ってしまった。


    　イリュシオン兵たちも啞あ然ぜんとしている。大口を開けて振り返る。


    　すると、彼方かなたから先ほどの飛行物体が戻ってきた。とても生き物とは思えないほどの高速だった。だが、少しずつ減速しているのがわかる。再びネロの頭上を飛び越えるとき、それの正体がやっと見て取れた。


    　あれは、戦[image: ]ウオーハンマーにまたがったアーシェ……!?


    　その直後、ネロは意識を失って崩れ落ちた。


    



    　アーシェの頭の中で声が響く。ミドナの声だ。


    『落ち着いて、もっと速度を落とさないと、いつまでもネロのそばに降りられないわよ』


    「わ、わかってるわ！　でも、実際にやってみると難しいんだもん！」


    　戦[image: ]ウオーハンマーにまたがって、アーシェは、ネロの頭上を行ったり来たりしながら旋回する。初めての飛空魔法だった。


    　今、アーシェの身体からだには、月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハから乗り移ったミドナの魂が宿っている。


    　アーシェとミドナ、二人の意思が一致することで、記憶の一部を共有することができた。魔法に関するミドナの知識を。ミドナの魔法の使い方を。


    　凄すさまじい速度で空を駆け抜け、皇都跡からここまで飛んできた。空気と肌が擦こすれて痛いほどだった。顔を上げると目を開けていられなくなり、うつむいて、懸命に戦[image: ]ウオーハンマーを握り締めた。アーシェに角つの人びとの腕力がなかったら、途中で振り落とされていたかもしれない。

  


  [image: ]


  
    　行ったり来たりの振れ幅が徐々に小さくなり、アーシェはようやく着地した。


    　左目の輝き、蔓つるの文様──魔法使いの証あかしが音もなく消えていく。


    　足元のネロは横様に倒れていて、ぐったりと動かない。今すぐ膝ひざをついて、彼の様子を確認したいが、残念ながらそれは後回しにしなければならなかった。


    　イリュシオンの兵士たちが、ある者は怯おびえ、ある者は警戒して、距離を開けつつ、突然降りてきた来訪者に戸と惑まどっている。アーシェの異質さに、彼らは兵士としての責務を一瞬忘れていた。


    「魔女だ……!!」


    「けど、見ろ、角が生はえているぞ。あの娘は角人だ……」


    「そんなバカな！　角人の魔女だと？」


    「敵なのか？　それとも、うちの軍が保有する魔女が援軍として来たのか？」


    「でも、味方が一人、殺やられたぞ？」


    　混乱している今が好機だった。アーシェは素早くしゃがんでネロの胸に手を当てた。心臓の鼓動よりも先に、手のひらに伝わってくる不思議な感触があった。温かく、緩ゆるやかに流れるなにかに、そっと手を浸したような──魔法使いとして覚かく醒せいするまではわからなかった感触。


    　きっとこれは命の巡めぐる感触だ。


    　アーシェはほっとする。が、しかしそれは一瞬のことである。


    　これから自分がすることに罪悪感を禁じ得ない。誰だれかを殺すこと、誰かの死を利用すること、そんなことはしたくなかった。


    『アーシェ、あなたの優しい気持ちはわかるけど、躊躇ためらっている余裕はないわ』


    「わかってる」アーシェは悲しげに瞳ひとみを伏せた。「けど、あたしは別に優しくなんてなかったわ。ネロを助けるために、結局はほかの人たちを切り捨てるんだもの」


    　一瞬の間が生じる。


    　そして、ミドナは言った。


    『すべての人に優しくできる人なんていないわ。アーシェ、あなたはそれでいいの』


    　その言葉がアーシェの背中をそっと押す。


    　噓うそつきと罵ののしり、一度は嫌ったが、ミドナが自分の中にいることを、今は心強く思わずにはいられなかった。胸の中が温かくなるのを感じつつ、アーシェは意思を決める。魔法の発動の引き金となる意思を。左目がまた青く輝き、蔓の文様が[image: ]はい出す。


    　不思議な充実感が身体からだの奥から湧わき出して、全身を駆け巡った。アンゼリカを蘇よみがえらせたときにも、飛空魔法を使う瞬間にもあった、なんともいえぬ心地よい感覚。魔法使いの喜び。


    　その感覚に溺おぼれぬよう、アーシェは歯を食い縛り、眉み間けんに皺しわを寄せてこらえる。魔法使いの証あかしを再びあらわにしたアーシェに、イリュシオン兵たちがざわめき、殺気立つ。


    　アーシェは彼らに向かって、「……ごめんなさい」と、小さく呟つぶやいた。そして心の中で命じる。死者よ、イリュシオンの兵士を撃退して！


    「なにをしている！　魔女の援軍などない！　構わん、殺せ！」


    　敵陣後方から指揮官と思われる声が響いた。それと同時に──


    　イリュシオン兵たちの足元にあった死体が、静かに起き上がった。


    　黒い竜巻を受けて絶命した者たち、そして先ほどアーシェに額ひたいを打ち抜かれたあの兵士も。


    「お……お前、生きていたのか？」


    　そう言った兵士の口を、起き上がった死体の長剣ロングソードが刺し貫つらぬいた。


    　後頭部から切っ先が突き出る。貫かれた穴の前と後ろから血が噴き出す。驚きの表情で息絶えた彼は、長剣ロングソードを咥くわえたまま地面に崩れ落ちた。


    　いたる所で次々と悲鳴が上がる。蘇よみがえった不死者アンデツドたちは、手近なかつての仲間を襲った。隊列がみるみる崩れていく。いくら訓練された兵士たちでも、死んだと思っていた仲間が攻撃してくる事態は想定外だっただろう。


    「ま……魔女の魔法だ！　魔女を殺せ！」


    　誰だれかがそう叫んだときには、アーシェはネロを抱かかえて戦[image: ]ウオーハンマーにまたがっていた。ゆっくりと浮上する。


    「弓隊！　奴やつを弓で打ち落とせ！」


    　指揮官の号令と共に、弓を構えた一個分隊がいっせいに矢を放った。アーシェは片手でネロを抱え、片手で戦[image: ]ウオーハンマーの柄つかを握っている。バランスを崩さないよう気をつけるあまり、ややもたつきながら、飛んでくる矢を必死にかわして上昇する。


    　と、急に矢がやんだ。


    「どうした!?　誰が撃つのをやめろと──」


    　指揮官の叫び声は途中で止まった。彼の目は、前方を見据えて見開かれた。弓隊の兵士たちも同じ方向に目を向けていて、驚きよう愕がくし、矢を放つどころではなくなっていた。


    　丘の上、古城の城門を攻めていた三十名ほどの小隊が、さらなる数の兵に襲われている。


    　襲っている兵もイリュシオンの者だ。あれは、ネロとモーガンが倒した、城内への侵入を試みてきた人間の兵士たちだ。不死者アンデツドと化した兵士たちは、倍近い数の差で小隊を殲せん滅めつした。


    　新たな死体も加えて、百人近くまでふくれ上がった不死者アンデツドの兵隊が丘を下ってくる。指揮官のいる本陣に向かって行進を始める。


    　アーシェは矢の届かぬ遥はるか高みに避難して、その様子を見ていた。


    　混乱する角つの人びと兵たちの元に、不死者アンデツドたちが進撃する。


    　対する角人兵たちはおよそ五十名。数ではほぼ倍の差だが、本来ならばその程度で人間の兵士が角人に敵かなうわけがなかった。一人の角人が、二人の人間を殺すことなどたやすいことだ。


    　だが、不死者アンデツドの兵士たちは、切ろうが突こうが進撃をやめない。戦闘において、死を恐れぬ者ほど厄介なものはなかった。数にものをいわせて角つの人びとたちを分断し、囲い込み、鎧よろいの継ぎ目を的確に狙ねらって、次から次へと長剣ロングソードを突き入れる。腕を切り落とされても、喉のど元もと目がけて嚙かみついてくる。


    　手て練だれの角人は四方八方からの攻撃もいなし、武器を唸うならせ、不死者アンデツドの群れを蹴け散ちらした。だが、四本角、五本角といった、角人の中では弱い部類の者たちから、不死者アンデツドの[image: ]え食じきとなる。角人の不死者アンデツドは徐々に数を増し、二本角、三本角の強つわ者ものたちを次第に圧倒していった。死者が死者を生み、生者は寄ってたかって身体からだを食い千切られる。もはや戦場とは呼べぬ、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄の様相。


    　そしてついに、指揮官のいる本陣にまで、不死者アンデツドの一部が雪な崩だれ込んでいく。


    　顔の半分を切り落とされて、むごたらしい断面をあらわにしながら迫り来る不死者アンデツドに、馬上の指揮官は我われを忘れたような悲鳴を上げた。側近がその不死者アンデツドの両脚を、鎧ごと戦斧バトルアツクスで叩たたき折り、もはや歩けないようにする。それでも、指揮官はいつまでも叫び続けた。側近になだめられて、ようやく理性を取り戻した指揮官は、


    「退却ゥ────ッ!!」


    　戦慄わななきながら最後にそう叫んだ。反対する者は誰だれもいなかった。
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    　しばらくして、空中のアーシェはゆっくりと降下した。


    　着地して、ネロを支えるように抱き抱かかえ、アーシェは丘の上の古城を仰あおぐ。


    　見張りの塔に立てこもっていた者たちが、いつの間にか皆、外に出ていた。城壁の上にずらりと並び、こちらを見下ろしていた。


    　アーシェは知らぬことだが、彼女の父親はジェローム・ブライアント元侯こう爵しやくだ。


    　生まれて間もない頃ころに、ミドナに連れ去られ、なにも聞かされずに育った。


    　アーシェがこの地に来たのは運命だったのだろうか？


    　生き別れた領主の子供が、父親亡きあとに戻ってきて、父親の領民たちの窮地を救う──それは、まるで英雄物語の大団円フイナーレのよう。


    　しかし今、アーシェを迎える喜びの声はない。


    　勝利を称たたえる拍手もない。


    　アーシェの後ろには百体を超える死体が、血の海と化した地面を埋め尽くしている。


    　領民たちは、これがアーシェの魔法の仕し業わざだと理解していた。


    　死体が起き上がり生者を喰くらうおぞましさに言葉を失っていた。


    　無音の荒野にアーシェは立ち尽くす。
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    　イリュシオン兵の生き残りが敗走を始めたとき、アーシェは深追いしないように不死者アンデツドたちに命じていた。すべての敗走兵が古城から遠く離れたのを確認してから、アーシェは死霊魔法を解除したのだった。


    「苦しい思いをさせてごめんなさい。……安らかに眠って」


    　不死者アンデツドたちは端から倒れていった。草原を突風が駆け抜けるように、魔法の意思が仮かり初そめの命を薙ないでいき──そして彼らはただの死体に戻った。


    



    　地上へ降り立ったアーシェに、頭の中でミドナが語りかける。


    『アーシェ、このあとどうするつもり？　ネロが意識を取り戻したら、また一緒にいられるように話してみる？』


    　しかしアーシェはかぶりを振った。


    「助けてあげたから、これからも一緒にいてってお願いするの？　嫌いやよ。そんな図々しいこと言えないわ」


    　ネロが気を失っているのは、ある意味、都合がよかった。


    　だってネロは、あたしの顔も見たくないはずだもの。


    　ネロのことはモーガンさんたちに託そう。ネロが目を覚ます前に、あたしはここから立ち去ろう──ぐったりしているネロの身体からだを、少しだけ強く抱き締め、アーシェは心に決めた。


    『そう……』


    　ミドナはすまなそうに呟つぶやく。


    『だったら、真実の書はモーガンに渡しなさい。あとでネロに見てもらうように頼むのよ』


    「えー……」


    　アーシェは気が進まなかった。ミドナに強く勧められて、皇城から飛び立つ前に、アーシェは真実の書に今の自分の気持ちを記していたのだ。


    　しかし今は、やはりそのようなものをネロに見せるべきではないように思えた。


    　古城から二つの人影が駆け寄ってくる。あれは──モーガンとマルガレットだ。


    　どんな顔をしていいのかわからず、アーシェは硬い無表情の仮面をかぶる。二人が目の前までやってくると、息を切らしたマルガレットにネロの身体からだを預ける。


    「はい、ネロをお願いね」


    「え……え、え？」


    　マルガレットは頰ほおを赤くして戸と惑まどった。だらりとしているネロを抱き寄せ、支えて、それからアーシェを見据える。


    「あんた……どうして来たの？　ネロを助けるため？　それで許してもらえると思ったの？」


    　マルガレットの瞳ひとみは、敵意と猜さい疑ぎの心が込められて濁った色をしていた。ネロの身体からだをぐいっとアーシェから遠ざける。


    　アーシェの仮面が少しずれて、くすっと自虐的に微笑ほほえむ。


    「まさか。そんなわけないわ」


    　きっぱりと即答した。


    　呆あつ気けにとられるマルガレットを尻しり目めに、戦[image: ]ウオーハンマーにまたがる。左目が光り輝き、ふわりと宙に浮く。


    　モーガンが尋たずねてきた。「少年になにも言わずに立ち去る気か？」


    『アーシェ、モーガンにまだ真実の書を渡していないわ。あなたの思いの真実をネロに知ってもらうのよ！』


    　頭の中で声が響き、モーガンの言葉はかき消されてしまう。アーシェはミドナに対して答える。「今さらそんなことしたって……ネロだって迷惑よ」


    「そうだろうか？　私はそうは思わないが」と、モーガンは言った。また同時に、


    『そんなことないわ。私はこれまで、月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハの中からネロを観察してきて、彼の人ひと柄がらにはとても感心しているの。ネロならきっと……』


    　ミドナも語りかけてくる。アーシェは苛いら々いらとして声を荒らげた。


    「やめて、それ以上言わないで！」


    　モーガンは少し驚いたような顔で黙った。しかし、ミドナは黙らなかった。アーシェに負けないくらいの大声が脳裏に響く。


    『──いいから、ママの言うとおりにしなさいッ!!』


    　アーシェはビクッと飛び上がった。小さい頃ころは、その言葉でよく[image: ]しかられたものだ。


    『あっ……』ミドナはしまったというような声を上げた。『ご……ごめんなさい、私が今さら、そんなことを言える立場じゃなかったわよね……』


    　声は尻しり窄すぼみに小さくなった。


    『実の母親でもないのに……本当に……ごめんなさい……』


    　ミドナの魂に取り憑つかれているせいだろうか。アーシェには、ミドナの心の様子がわかるような気がした。


    　うずくまって、悲しみに深く沈んでいる姿が、まるで目に見えるようだ。


    　アーシェの胸がズキッと痛む。


    「ああ、もう、わかったわよ……」


    　背中のリュックサックを下ろし、中から真実の書を取り出した。


    「モーガンさん、これ……ネロが目を覚ましたら見てもらって」


    　渡されたモーガンの、その手がかすかに震ふるえる。「これは、真実の書……!!」


    「字の記されている最後のページ……それが、あたしの本当の気持ちらしいわ。正直、あたしにはまだ、そこまでの感情はよくわからないけれど……でも、真実の書に記されたのだから、きっと本当のことなのね。……じゃあ、お願い」


    「了解した。だが、ちょっと待ってくれ」


    　浮上を始めるアーシェを、モーガンは呼び止めた。


    「この真実の書は、我わが国の宝物庫から、ハンスによって盗み出されたものだ。これを取り返すのが私の任務だった。少年に、その最後のページを見てもらったら、私に託してもらってもいいだろうか？」


    「え、そうだったんだ……」


    　以前、ハンスの館やかたの地下牢ろうに閉じ込められたとき、モーガンがネロと一緒に助けに来てくれたが、彼女にもそういう事情があったのか──と、アーシェは納得した。


    「構わないわ、どうぞ。……さようなら、モーガンさん、マルガレット」


    　そしてアーシェは、今度こそ飛び立った。
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    　振り返れば、地上の古城がみるみる小さくなっていく。


    　頭の中でミドナがまた、独り言のように呟つぶやいた。


    『ギルダ、今いま頃ごろどうしているかしら。心配だわ、やけを起こしてなければいいけれど……』


    「……あの人のことが心配なの？　姉妹だって聞いたけど、あの人の態度から、仲はよくなさそうだと思ったわ」


    　ミドナは苦笑する。


    『二人が子供の頃は、とっても仲がよかったのよ。あの子は、それはもう、お姉ねえちゃんっ子だったんだから。でも今は……私は、あの子に恨まれても仕方ないことをしてしまったから』


    「それって……魔導帝国が滅びるきっかけを作ってしまったこと？」


    『そうね。もちろん、それもあるけれど……』


    　不意に、とある記憶が流れ込んでくる。ミドナがなにかを思い出し、それがアーシェの意識に伝わってきたのだろうか。拒絶することもできたが、アーシェはその記憶を受け入れた。今この目で見ているように、ミドナの視界が頭の中に浮かび上がる。記憶の音が鼓こ膜まくを揺らす。


    



    　場所は、アーシェとミドナが暮らしたあの城。あの居室。


    　辺りは暗く、ベッドの中にいる。夜だ。二人で寄り添って寝ている。


    　もぞもぞと隣が動きだす。四、五歳くらいのアーシェが静かに身を起こす。そっとベッドを下りて、忍び足で窓まど際ぎわまで行くと、カーテンを少しだけ開けた。月明かりが差し込む。


    （これは……なんの記憶？　あたしはなにをしているの？）


    　幼いアーシェは、ベッドのそばに戻って、ミドナの顔を覗のぞき込む。


    　しばらくして、満足そうにニッと笑えみを浮かべる。次にベッドの下にしゃがみ込み、ごそごそとなにかを始めた。ミドナはほんのわずかな薄目を開けて、寝たふりを続けながらアーシェがすることを待っている。


    　幼いアーシェがベッドの上に顔を出すと、その手には封筒があった。


    　それを、ミドナの枕まくら元もとに置く。


    （思い出した！　これって、あたしが初めてバースデーカードを送ったときのことだわ。ベッドの下に封筒を隠しておいたんだっけ……）


    　いそいそとカーテンを閉めると、幼いアーシェはベッドの中に戻る。


    　すぐに、すうすうと寝息を立て始めた。


    　すると今度はミドナが起き上がる。


    　枕元の封筒を手にし、窓まど際ぎわへ行って、幼いアーシェと同じようにカーテンを少し開ける。月明かりの下で、〝ママへ〟と書かれた封筒の中身を確かめる。


    　一枚の手紙が入っていた。


    　形のいびつな拙つたない文字で、一生懸命書かれたその字で、こう書かれていた。


    　ママ　おたんじょうび　おめでとう


    　ずっと　ずっと　げんきでいてね


    　メッセージの下には、ミドナの似顔絵が、嬉うれしそうに笑っている。


    （てっきり朝起きてから封筒を見つけたのかと思っていたけど……なんだ、あたしが夜中に枕元へ置いたとき、もう気づいていたのね）


    　ふふっと、ミドナは小さな声で笑う。


    　だが、そのあと、手紙の上にしずくがこぼれた。一滴、二滴、ぽたり、ぽたりと。


    （え……？）


    　ミドナはベッドに歩み寄り、あどけない寝顔のアーシェに手を伸ばして、柔らかそうなほっぺを、起こさないようにそっと撫なでた。


    「アーシェ……」


    　アーシェの寝顔がかすかに微笑ほほえむ。


    「可愛かわいいアーシェ……。私のそばにいてくれてありがとう。長く長く、四百年近く生きてきたけれど、あなたと過ごす今が一番幸せよ……」


    　ミドナの視界が、[image: ]あふれる涙でぐにゃりと歪ゆがんだ。


    　長い沈黙。そして、喉のどを締めつけられるような、かすれた声が呟つぶやく。


    「ごめんなさい、ギルダ……」


    　ミドナは強く瞳ひとみを閉じた。


    　記憶の景色が真っ暗になるなか、罪悪感に満ちた呟つぶやきは続いた。


    「この幸せは、あなたが手にしていたかもしれないのに……」


    



    　流れ込んできたミドナの記憶は、そこで終わった。


    　風を切り、薄曇りの空を駆けながら、アーシェは尋たずねる。


    「どうしてあたしを、ギルダさんから取り上げたの？」


    　しばらくして、答えが返ってきた。


    『……ギルダは、あなたを使って太古の魔神を転生させ、その力で、かつての魔導帝国時代のような世界を作り出そうとしていたわ。その野望を止めるために、私はあなたを、ギルダから奪い取ったの。あのときはもう、私がなにを言っても、あの子の気持ちを変えることはできなかったから……』


    「そう……」アーシェの心にも雲が広がる。今にも雨の降りだしそうな黒い雲が。「ギルダさんは、その野望のためだけにあたしを産んだのかしら……」


    『それは、私にもわからないわ……。でもね、私だって最初からあなたのことが可愛かわいかったわけじゃないのよ』


    「え！　そ、そうだったの……!?」


    　ショックな一言だった。ミドナは申し訳なさそうに苦笑する。


    『ごめんなさい。でもね、初めのうちは……どんな理由があっても、実の母親からあなたを引き離してしまったのだから、その罪滅ぼしだったの。あなたが立派な大人になるまで面倒を見ようっていう、ただの義務感だったのよ。……だけど、あなたを育てているうちに母親の喜びを知って、私はあなたを深く愛していったの』


    　だからこそ、罪悪感はいつまでも残り続けたという。


    　アーシェへの愛情が深まるほどに、罪悪感は増していったという。


    『ギルダがあなたを育て続けていたら、あの子も私と同じ喜びを知ることができたかもしれない。そうしたら、魔導帝国を蘇よみがえらせるなんて野望も捨てることができたかもしれないわね。だとしたら、私のやったことはなんだったんだろうって……』


    　もちろん、そう都合よくいったかどうかはわからない。だから、ミドナのしたことが間違いだったとも言いきれない。


    　しかし、ミドナは罪悪感に苦しみ続けた。


    　ギルダは憎しみと野心を募らせ続けた。


    　二人の十五年間を想像し、アーシェは思わず呟く。


    「そんなのって……なんだか悲しいわ……」


    　いや、十五年どころではない。


    　きっとこの悲しみは、魔導帝国が滅びた三百年前からずっと続いているのだろう。
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    　皇都跡まで戻ったアーシェは、皇城の、折れた尖せん塔とうの口から内部に入る。


    　床に激突しないようにゆっくりと着陸すると、月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハがアーシェを騒がしく迎えた。


    「よかった、戻ってきてくれて！　アーシェがいなくなったら、僕に魔力をくれる人がいなくなっちゃうから、どうしようって心配してたんだよ？　あ、もちろん、アーシェの身も心配だったよ？」


    「お待たせ、アゲハ。ごめんなさい、心配かけて」アーシェはくすっと微笑ほほえむ。


    　ミドナと魔法の知識を共有したことで、アーシェはもう、血を吸わせなくても直接魔力を与えられるようになっていた。


    「でも、それはちょっとあとにしてね。ギルダさんはまだ儀式の間？」


    「そうだと思うよ。僕、ずっとここにいたけど、あの人は出てきてないよ」


    　月光揚羽は頷うなずく──と、急に顔をこわばらせ、ビクッと震ふるえた。


    　アーシェは、自分の身体からだからミドナの魂が抜けていったのを感じていた。宙に舞っていた月光揚羽は、目が点になってぽとりと床に落ちる。が、すぐにむくっと起き上がった。


    「儀式の間に行きましょう、アーシェ！」


    　ミドナは再び月光揚羽の身体に乗り移った。アーシェは頷き、床をノックして秘密の合図を送る。光の点が魔方陣を描きだす。


    



    　漆しつ黒こくの儀式の間が、月光揚羽の青い輝きに照らされる。


    　ギルダはやはりいた。舞台の上で、アーシェたちがここを出ていったときと同じ姿で横たわっていた。ミドナは急いで飛んでいく。アーシェもあとに続いて階段を下りていく。


    「ギルダ、ギルダ、大丈夫……？」


    　ミドナが呼びかけても返事をしない。微動だにしない。だが、その目は開いていた。呆ぼう然ぜんと虚こ空くうに視線を向けている。焦点が合っているようには見えない。


    「しっかりして、ギルダ。立てる？　アーシェ、ギルダを起こしてあげて。それと、霊薬の小こ瓶びんがあるでしょう？　魔法の水を飲ませてくれるかしら」


    　出血はほぼ止まっているが、ギルダの身体は血まみれだ。生々しい傷が、今も血に濡ぬれ光っている。アーシェはギルダを起こそうと、膝ひざを突いて彼女の身体に触れる──


    「触らないでッ!!」


    　ギルダは突然大声を上げ、アーシェの手を、大きな音がするほど強くはたいた。


    　勢いよく身体を起こす。傷から血がドロリと滲にじみ出る。


    　頭部から額ひたいへと流れた血が、ギルダの左目に入って赤く染めていた。しかしもう、その目が魔法使いの証あかしをともすことはない。


    「姉ねえさん、よくも……また私から魔法を奪って！　今度はもう、どうにもならない。私の魔法は二度と戻らない！」


    　魔法使いの証に代わるように、怒りと憎しみの激情が、ギルダの瞳ひとみの中で燃え盛っている。月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハの姿のミドナを食い入るように睨にらみつける。


    「どうしてなの？　なんでそんなに私の邪魔をするの？　角つの人びとどもに自我を与えて、私が継ぐはずだった魔導帝国を滅ぼしてしまった。十五年前はアーシェを奪い、魔封じの呪のろいで私の魔法を封じた。そして今度は、魔神の魂ごと、私の魔法を異世界に飛ばしてしまった。なんでこんな酷ひどいことばっかりするのよ。そんなに私が嫌いなのッ？」


    　ミドナは、たとえ信念を持って行ったことでも、やはり後ろめたさは拭ぬぐい去れないのだろう。ギルダの視線から顔を逸そらし、消え入るような声で呟つぶやく。


    「あなたのことを嫌いになったことは一度もないわ、ギルダ」


    　静かに首を振った。


    「でも、三百年前のあのとき、私には哀れな角人たちを見捨てることができなかった。それに、人間と角人に非道を続ける魔法使いたちが許せないという気持ちもあったわ。だから、自我を取り戻した角人たちが魔導帝国を攻め滅ぼす可能性に気づきつつも、それを無視した」


    　こんな間違った世界は滅びるべきだと、心の底では思っていた──


    　ミドナは己おのれの心が犯した罪を告白した。


    「だけど、あなただけは……妹のあなただけは救いたかった。だから、角人たちに、あなたの命だけは見逃してとお願いしたわ。角人たちはそれを受け入れてくれた」


    「なによそれ、恩に着せる気？　ふざけないでッ！」


    　煮えたぎる怒りのマグマを吐き出すように、ギルダは叫んだ。


    「なにが、私のことを一度も嫌いになったことはない──よ。適当なこと言わないで！　私は、姉さんが大嫌いな魔法使いであることに誇りを持っていたわ。そうよ、私は魔法使いだったの！　魔法を使うときに身体からだを満たす充実感、法悦、それが私にとっての一番の幸せだったのよ！」


    　言葉が過去形で綴つづられる。


    　ギルダは──魔法使いだった。


    　不安定な心は一瞬で別の感情に支配される。ギルダは眉まゆ根ねを寄せて、がくりとうなだれた。


    「……だけど、私の幸せは永遠に失われた。私はもう魔法使いじゃない。こんな悲しいことってないわ。こんなに悲しくても……私の左目、光っている？　光ってないわよね？　だって魔法使いじゃないもの」


    　肩を揺らしてケラケラと笑う。血の混じった涙が頰ほおを滑り落ち、顎あごの先から滴したたる。


    　涙は次々に[image: ]あふれ、笑い声は嗚お咽えつに代わる。


    「私にはもう、なにも残っていない。夢も誇りも幸せも、全部なくなった。魔法使いじゃなかったら生きてる意味なんてないわ……！」


    　ミドナは妹の言葉を、悲しみを、辛つらそうに受け止めていた。


    　もはや、ごめんなさいと謝ることもできない。自分の行動の結果が、これほど妹を傷つけてしまったことに苦しんでいる。罪悪感に縛られて、身動きが取れなくなっている。


    　今、行動を起こせるのはアーシェだけだった。


    　両手を伸ばし、血にまみれたギルダの身体からだを、震ふるえる肩を──ぎゅっと抱き締めた。


    「あなたはもう魔法使いじゃない」


    　アーシェはギルダの耳元に囁ささやく。


    「それでも、あたしのお母さんだわ」


    　ギルダの濡ぬれた瞳ひとみが大きく見開かれた。


    「これからは一緒に暮らしていきましょう。あたしと、お母さんと……ママの三人で」


    　ミドナがハッとする。「アーシェ、あなた今、私のことを……！」


    　アーシェはミドナに目配せウインクを送り、にこりと微笑ほほえんだ。


    「あ、アゲハもいるから四人ね。四人もいれば、きっと毎日、結構楽しいと思うわ。みんなで旅をしましょう。あたしはまだ、この世界をもっともっと見て回りたいの。ね、お母さん、いいでしょう？」

  


  [image: ]


  
    　アーシェはギルダの身体からだを抱き締めながら、懐かしい記憶が蘇よみがえってくるような気がした。ギルダの匂におい、ギルダのぬくもり、伝わってくる心臓の鼓動までもが、まるで既視感デジヤビユのように、覚えがないのに身体が知っている。


    （きっと、あたしが赤ちゃんだったときの、お母さんが抱き締めてくれた記憶なんだわ）


    　アーシェが抱いている懐かしさを、ギルダも感じたのかもしれない。


    　ギルダは虚うつろな眼まな差ざしで、震ふるえる腕をアーシェの背中に回す。


    　躊躇ためらいながら恐る恐る抱き締めた。


    「アーシェ……アーシェ……」


    　過去の記憶に語りかけるように呟つぶやき、アーシェを抱き締める腕に愛いとおしさがこもる。


    「……私の赤ちゃん……」


    　ギルダの瞳ひとみから、先ほどとは違う涙が新たにこぼれた。


    　それは天気雨のように心地よく、彼女の心の澱おりを洗い流していくに違いない。
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    　その頃ころ、古城のネロは意識を取り戻した。


    　モーガンより真実の書を渡され、一番最後に書かれている文を見て、古城を飛び出した。
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    　ネロは再び、旧魔導帝国皇都跡に足を踏み入れる。


    　隣には、愛馬ミスティルテインの手た綱づなを引くモーガンの姿があった。古城をあとにしたネロを捕まえ、ここまで馬に乗せてくれたのだ。おかげで一日で到着した。


    　破壊された城門を潜くぐると、再びミスティルテインに乗って二人は皇城へと向かう。ネロの気は急せいていた。モーガンもネロの気持ちを察して、ミスティルテインに拍車をかけた。


    　ネロがここに戻ってきた理由は一つだ。


    　アーシェがいるかもしれない。それを確認するためだけにやってきた。


    　街路を駆け抜ければ、すぐに皇城の内城門にたどり着く。それを潜り、無残に折れた尖せん塔とうが目に入ると、今まで無言だったモーガンもさすがに声を上げた。


    「これは……かつての角つの人びとがやったというのか。現代の私たちにはなし得ぬことだ。王族、貴族とふんぞり返っているうちに角人は退化していったのかもしれないな……」


    　感慨深そうに呟く。


    　だが、今のネロはそんなことに興味はない。馬から降りると、走って前庭を抜ける。三つある棟の中央を目指す。腰から提げたストームブレイドが、焦るネロの気持ちを表すようにガチャガチャと鳴った。一人で先に、開きっぱなしの出入り口の扉を潜くぐった。


    　日暮れにはまだ時間がある。ホールの中は、明り取りの窓から差し込む光で照らされていた。月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハの明かりで見たときとはだいぶ印象が違った。


    「少年、悪いが一人で行かないでくれ。私を迷子にする気か？」


    　モーガンは小さな革袋を持って、遅れてホールに入ってきた。


    「あ……す、すみません、つい……」


    　焦りすぎて我われを忘れかけていたことに気づき、ネロは謝る。


    　モーガンは優しくネロの背中を叩たたいた。二人は正面の大階段を上り、大理石の廊下を進む。


    　その先は折れた尖せん塔とうだ。中空の塔の螺ら旋せん階段を下り、巻き貝のような渦巻き模様の床に降り立った。


    「危ないですから、床の渦巻き模様のあるところから離れてください。それから、中は暗いですから、明かりの用意をお願いします」


    「わかった」モーガンは革袋の中から角カン灯テラを取り出す。


    　ネロは渦巻き模様の外側にしゃがみ込み、素早く、秘密の合図のノックをした。驚くモーガンの足元で光の魔方陣が描かれる。


    　二人は魔方陣の床をすり抜け、円形の小部屋の内周に沿った螺旋階段を下りた。そこから通路を潜り、儀式の間に出た。


    　バクバクと高鳴っていたネロの鼓動が見る間に収まっていく。身体からだの中の熱が冷めていく。


    　誰だれもいなかった。


    「ここにいるとは限らないだろう。この城は広い。二手に分かれて捜してみよう」


    　城は三つの棟に分かれている。まずは中央の棟を捜して、その後、左右の棟にそれぞれ分かれていった。ネロは祈るような気持ちで、一つ一つの部屋、廊下、広間の隅々まで捜した。鼠ねずみの一匹も見つけられず、中央棟の折れた尖塔に駆け戻る。モーガンはすでに待っていた。


    　ネロの顔を見て、すまなそうに首を振る。


    　その手には真実の書があった。


    「手がかりになるようなことはなにも書かれていないな。これを私たちが使えれば、あの娘の行き先もわかるし、君の父親の無実を示す、確たる証拠となってくれるのだが……」


    「そうですね……」


    　消え入りそうな声でネロは呟つぶやいた。父親に着せられた濡ぬれ衣ぎぬは晴らしたい。だが、今はなにより、アーシェの行方ゆくえが知りたかった。次はいったいどこを捜せばいいのだろう？　エスタルトの、アーシェがミドナと暮らしたあの城だろうか？　そこにもいなかったらどうしよう？


    　力なく頭を下げるネロを見て、モーガンは眉まゆ根ねを寄せた。そして、なにかを決断したようだった。真実の書を開いて、ぺらぺらとページをめくっていく。


    　突然、とあるページを丁てい寧ねいに破り取った。


    　啞あ然ぜんとするネロに、そのページを渡す。


    「これは君が持っているほうがいいだろう。なに、取り戻したときには、もう破れていたことにするさ」


    　ネロは一枚のページを受け取った。


    　それは真実の書の、文字の記されている最後のページだった。古城で、すでに一度、ネロは目にしている。そこに記されていることがアーシェの本当の気持ちだという。


    　一番上の行に、


    〈アーシェはネロに対して、心より申し訳なく思っている〉


    　とあった。


    　そして、そのあとに、こう続いた。


    〈アーシェはネロを愛している〉


    〈たとえネロに嫌われても、その気持ちは変わらない〉


    　ネロの目め頭がしらがじわっと熱くなる。


    　酷ひどいよ、アーシェ、こんな言葉を残していなくなるなんて。


    　その文を目にしたとき、ネロは嬉うれしいと思うより、むしろ悲しくなった。


    　愛の告白でありながら、まるで今こん生じようの別れを告げる言葉のように思えたからだ。事実、アーシェは、ネロが目覚める前に去っていった。


    　ネロの胸にはぽっかりと穴が空いていた。空っぽの穴は喪失感に満たされている。


    　アンゼリカの二度目の死を目まの当たりにしたとき、ネロは気づくべきだった。なにもかも失ったわけではないと。自分はまだ大事なものを持っていると。冷静さを取り戻した今になって、ようやくそのことに気づいた。だが、もう遅い。喪失感はふくれ上がり、胸が張り裂けそうに痛い。苦しい。涙が頰ほおを伝う。──もう二度と会えないのかもしれない。


    「泣くな、少年よ」モーガンがネロの肩を優しく抱き寄せた。「アーシェは生きている。この世界のどこかにいる。ならば諦あきらめるのは早い。そうだろう？」


    　モーガンはネロを促す。そしてネロはゆっくりと歩きだした。


    　そのとき、どこからか人の声が聞こえたような気がした。か細い、少女のすすり泣くような声が。モーガンはすぐさま辺りを見回すが、じきに落胆のため息をこぼす。「風か……」


    　城の中を捜している間に結構な時間が過ぎた。夕方になって風が出てきたようだ。


    　尖せん塔とうの折れたところから風が吹き込み、空くう洞どうの内部に反響しているのだ。


    　二人はとぼとぼと歩き、皇城をあとにする。皇都の城門から出ると、ミスティルテインに乗って、冷気を漂わせ始めた砂漠に駆けだしていく。


    　無人となった城内では、尖塔が未いまだ寂しげに鳴いていた。

  


  
    



    　魔女は追われる
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    　大陸の最北に位置する国アークロス。


    　そのアークロスの中でもさらに北の果てに、ノーゼン山という、大きな山がある。


    　かつては金鉱の山として有名だった。アークロスに多くの富をもたらした。山の麓ふもとに作られた鉱夫たちの町バシップは、一時はこの国で一番の活気に[image: ]あふれていた。しかし金は掘り尽くされ、二十年ほど前にすでに閉山している。仕事のなくなった鉱夫たちのうち、若い者は次々と町を離れていった。しかし、新たな仕事を見つけられる見通しの低い、くたびれた身体からだの者たちは、やむを得ず町に残った。町はさびれて縮小し、残った者たちは、昔の蓄たくわえを切り崩しながら、田畑を耕したり山菜などを集めて、細々と暮らしていた。


    　そのバシップ村から、さほど離れていない場所──ノーゼン山の麓より少し登ったところに、一軒の山小屋がある。


    　金山として賑にぎわっていた頃ころ、採掘用の道具を置いたり、鉱夫たちが休憩を取るのに使われていたものだ。閉山してからは利用する者もなく、荒れ放題のまま放置されていた。


    　その山小屋に、半年ほど前から住み着いている者たちがいた。


    　今、雪深い山道を歩いて、一人の老人がその山小屋を訪ねてきていた。バシップ村の老人だ。山小屋の住人が、地面から高い位置に造られた玄関ポーチにて対応している。


    　大人らしさを身にまとい始めて間もない、うら若き娘だった。


    　その額ひたいの両端からは、二本の角つのが突き出ている。角つの人びとの麗うるわしき乙女──


    　それは十九歳になったアーシェだった。


    　旧魔導帝国の皇都跡を発たち、放浪の旅を始めてから、四年の月日が流れていた。


    



    「それでは、ありがたく頂ちよう戴だいいたします」老人は薬の入った袋を大事に抱かかえて、深々と頭を下げた。「アリシアさま、いつもいつもありがとうございます」


    「構いませんよ。……でも、さまはやめてください。何度も言ってますけど、〝アリシア〟でいいですよ」


    　アーシェはばつが悪そうに苦笑する。アリシアとは、アークロスに入ってから使っている偽名だ。


    「いえいえいえいえ」老人は厳しい顔つきで首を振った。「わしらの村にも、昔は医者がいましたが、今はアリシアさまの作ってくださる薬だけが頼りです。村は年寄りばかりですから、この薬がなかったら生きていけぬ者もおります。皆、本当に感謝しているのです。そんなアリシアさまを、どうして呼び捨てになどできましょうか」


    　アーシェはミドナから薬の作り方を教わっていた。薬草ハーブや、薬効を持った生き物などの生薬を調合して、様々な薬を作り出す方法だ。作った薬は無償で村人たちに分け与えていた。その薬に命を救われた者もおり、村人たちはアーシェに深く感謝していた。中には女神のように崇あがめ奉る者までいる。


    　アーシェは照れ臭くて顔が赤くなってくる。魔法使いの証あかしが現れないように、静かに呼吸を整えた。にこりと微笑ほほえんで、「でも──」と返す。


    「あたしたちも、この山小屋を使わせてもらえて、とても助かっています。だから、お互いさまですよ」


    「いえいえいえいえ！」


    　老人はますますムキになって首を振った。


    「ただで薬をいただいているのに、まるで厄介者を爪つま弾はじきにでもするように、こんなボロ小屋に住まわせてしまって、逆に申し訳ないくらいです。本来なら村の中に立派な家をご用意して差し上げたいところですが……」


    「そのことは以前にもお話ししましたが──」


    　今度はアーシェが首を振って、きっぱりと拒否した。「あたしたちは皆さんの村に住むわけにはいかない事情があるんです。だからここで充分です。それにあたしは、この小屋のこと、結構気に入っていますよ？」


    　老人は困ったように眉まゆ根ねを寄せた。


    　ちらりとアーシェの額ひたいの角つのを見る。


    「えぇ……わかっております。余計な[image: ]せん索さくをするつもりはありません。角つの人びと様の世界には、わしらには言えぬようなことがいろいろあるのでしょう」


    　この老人に限らず、村の者たちはアーシェのことを、どこかの貴族の隠し子だと思っているらしい。遺産争いに巻き込まれて命を狙ねらわれ、あちこち逃げ回っているうちに、この場所に流れてきたのだと[image: ]うわさしているようだ。あながち間違いではないし、それでも彼らはアーシェたちを受け入れてくれたので、ここに腰を落ち着けることにしたのだ。


    　だが、アーシェが魔法使いであることがばれてしまったら、さすがに彼らも黙ってはいないだろう。あるいはよそから来た者に魔法使いであることがばれてしまって、村人たちが〝魔女をかくまった者たち〟として罰せられてしまうかもしれない。だからアーシェたちは、村から離れたこの場所に住んでいるのだ。


    「お気遣い、ありがとうございます。これからもよろしくお願いしますね」


    　ぺこりと頭を下げると、老人もまた、こちらこそと深くお辞儀をした。


    　と、急に真剣な表情になって、アーシェに一歩近づき、耳打ちするように話す。


    「しかし、お気をつけください。昨日のことです。村に一人の修道女がやってきまして、角人と人間の女の二人連れがこの村に来なかったかと尋たずねてきたんです」


    「……え!?」


    「修道女の言う、その二人連れの特徴は、アリシアさまたちにぴったり一致しておりました。間違いなくお二人を捜しに来たのです」


    　アーシェは愕がく然ぜんとし、心臓がどくんと強く鳴った。


    　アーシェたちは三年と半年の間、大陸のあちこちを旅して回った。気に入った場所では、数日、十数日と滞在することもあった。そして、ときには魔法使いであることがばれて、文字どおり飛んで逃げたりもした。アークロスの地で正体がばれてしまったことは一度もないが、修道女などを抱かかえる教会は、国境を越えた組織集団である。各地で情報を共有しているという[image: ]うわさも聞くので、この国にアーシェたちの情報が流れていてもおかしくはない。


    　その修道女は、アーシェたちを捕まえるためにやってきたと考えるのが自然だろう。


    　角つの人びとの魔女──などという存在は、角人を尊び、魔法使いを卑いやしめる教会の教えを、根底から揺るがしかねない。一刻も早く捕まえて、この世から消し去りたいと、各国各地を捜索していることは充分にあり得るだろう。


    　左目が光りはしなかったが、アーシェは顔がこわばるのを抑えられなかった。すると、


    「いえいえ、大丈夫です。ご心配には及びません。どうにも怪しい修道女だったので、村人全員そろって知らん顔しましたよ。そんな者たちは見たこともないと。ええ、素すっ惚とぼけるのは年寄りの得意技ですからな」


    　白い息を吐きながら、老人は声を出して笑った。元鉱夫らしい豪快さが少しだけ顔を出していた。じきに老人ははっとして、すぐにまた神妙な態度に戻る。


    「……失礼しました。しかし、そういうわけなので、ご安心ください。修道女は諦あきらめて、今朝方、村を出ていきました」


    　アーシェはほっとした。それがあからさまに表情に出てしまう。


    「どうやらお役に立てたようで嬉うれしく思います。アリシアさまに害をなすような者はわしらで追っ払いますから、これからも末永く、どうかわしらをお助けください」


    　老人は玄関ポーチを出て、半分雪に埋まった階段を下り、来た道を引き返していった。


    　最北端のアークロスでは、大陸の南に位置する国々よりもずっと冬が長い。


    　雪が溶け、春の息吹いぶきが感じられるようになるまで、もうしばらくかかるだろう。
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    　玄関扉を閉じて冷気を締め出すと、アーシェを呼ぶ声が聞こえてきた。この山小屋には部屋は二つしかなく、声は居室にしているほうの部屋から響いた。アーシェは廊下を小走りし、居室の扉を開ける。「はいはい、なぁに、お母さん？」


    「お腹なか空すいたわぁ。早くお昼ご飯を作ってちょうだい」


    　部屋の中央辺り、暖炉の前にどっかと揺り椅い子すを置いて、ギルダが沈み込むように腰かけていた。ギイコギイコと揺らしながら、


    「あの爺じいさん、話が長いのよねぇ。アーシェ、あなたに気があるんじゃないの？　恭うやうやしい態度してるけど、本当はかなりのスケベ爺さんだと思うわ。私に挨あい拶さつしてくるときも、必ずおっぱい見てくるし」


    「まさか」アーシェはぷっと吹き出した。「──じゃあ、なに作る？」


    「なんでもいいわ。早くして。お腹が減って死んじゃいそうよ」


    「ギルダ、そんなに早く食べたいなら、たまにはアーシェの手伝いをしたら？」


    　ギルダの目の前に月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハが飛んでくる。腕を組み、険しい眼まな差ざしでギルダを見据えた。


    「あなた、そうやって暖炉の前に座っているばっかりで、このところなんにもしてないじゃない。少しは働きなさい」


    　それはミドナの言葉だった。ミドナは今でも月光揚羽の身体からだに取り憑ついている。特別な用事でもない限り、ミドナと月光揚羽は一日交替で身体を共有していた。月光揚羽は、自分の創造主であるミドナのことを敬うやまっているので、特に不満はないそうである。


    　ギルダは煩わずらわしそうにつんとそっぽを向いた。


    「やーよ。私はこんな寒いところに住むなんて今でも反対なんだから。少なくとも外の雪が溶けてなくなるまで暖炉の前から動かないって決めたの」


    　あなたねぇ！　と、ミドナは声を荒らげる。しかし、ギルダのこういうわがままはいつものことだ。アーシェは「はいはい、わかったわ。今すぐ作るから待ってて。ママもお腹空いてるかしら？　だったら先に魔力をあげるけど」と二人をなだめる。


    　ミドナは諦あきらめたようにため息をついた。「私はまだ大丈夫よ……」


    「そう？　じゃあ、お昼ご飯の用意を先にするわね。ねぇ、お母さん、あたしがご飯作っている間に、カルロッタがどうなったか調べてよ。今日明日辺りに赤ちゃんが生まれそうなの。暖炉の前でできることだから、それくらいはいいでしょ？」


    「えー、めんどくさいわぁ」


    「ギルダッ！」


    　ギルダは首をすくめる。「冗談よぉ。まったく姉ねえさんは昔っから頭が固いんだから……」


    　ぶつぶつと不満をこぼしながら、ギルダは懐ふところから一枚の紙切れを取り出した。


    　その紙切れは、あの真実の書の一ページだ。アーシェは真実の書をモーガンに渡す前に、こっそり一枚だけ破り取っておいたのだった。紙切れ一枚になっても、魔法の働きは失われていない。


    　だからアーシェは、カルロッタが出産を間近に控えていることを知っていた。四年前、メンシルヴェニアの漁村で別れたカルロッタは、その後、村の若者と結婚した。今では完全な村の一員となり、肌も真っ黒に焼けて、毎日夫の漁の手伝いをしているという。


    「真実の書よ──」


    　ギルダが問いかける。真実の書は、魔導帝国の皇家の血を引く者にしか使えない。ギルダは魔法使いであることのすべてをなくしてしまったが、皇家の一人だったという事実までは消え去らなかったようだ。


    　アーシェは部屋の扉の脇わきに設置された、こぢんまりとした台所に立ち、昼食の支度を始める。さて、なにを作ろう？　バシップ村の老人が、昨日、人差し指くらいの小魚を、一日では食べきれないくらい持ってきてくれた。村の近くにある湖の、凍った湖面に穴を開けて釣り上げたのだそうだ。揚げてもいいし、焼いてもいい。


    　アーシェが悩んでいると、暖炉の前のギルダが声を上げた。


    「赤ちゃん、もう、生まれたみたいよ」


    「え、本当に!?」アーシェは飛び上がって、ギルダの元に駆け寄る。「男の子？　女の子？」


    「女の子」ギルダは言った。「……と、男の子」


    「二人!?　それってつまり双子ってこと!?」


    「えぇそうよ。……はいはい、いろいろ調べておいてあげるから、あなたは私のお昼ご飯の準備を続けて続けて」しっしっとアーシェを追い払う。


    　台所の前に戻ったアーシェは、威力を抑えた火か焰えん魔法で竈かまどに火を入れて、焼き網を用意した。早くしてとのギルダの要望に応え、手早く塩を振った小魚を網に載せて火にかける。ジュウジュウと焼けていく小魚を見守りながら、アーシェはギルダに尋たずねた。「お母さーん、ねぇ名前は？　赤ちゃんの名前はもう決まったの？」


    　ギルダの調べたところ──双子にもかかわらず、あっと言う間の安産で、母子共に健康そのものだそうだ。カルロッタ夫婦は、男の子が生まれたときと、女の子が生まれたときの名前を考えていたので、その両方を使うことにした。


    　姉の名はアーシェ、弟の名は──ギルダは一瞬言いよどむ──ネロ。


    　アーシェは衝撃のあまり、ひっくり返していた焼き網を落としてしまいそうになった。生まれた赤ん坊に、魔法使いである自分の名前をつけてくれた。今でもアーシェのことを友達だと思ってくれているということだろう。嬉うれしくて、左目が青く輝く。蔓つるの文様がざわめく。


    　この世界に、人間のアーシェがいる。それは不思議な感覚だった。


    　人間のアーシェは、生まれながらに誰だれかに恐れられることも嫌われることもない。弟のネロと、いつまでも仲良くいられればいいなと、アーシェは心から──心から──


    「……あれ？」


    　いつの間にか、アーシェの瞳ひとみに玉のような涙が溜まっていた。鼻がむずむずして、慌ててずっとすする。「あ……危ない危ない。危うく焼き網に洟はな垂らしちゃうところだったわ」


    　アハハと空笑いし、アーシェは服の袖で目元をごしごしと擦こすった。


    　ミドナとギルダが心配そうにこちらを見ている。アーシェは勢いよく首を振って、二人の懸念を否定する。「やだ……ち、違うのよ、これは嬉うれし涙なんだから。ほんとよ」


    　首を振り、頭の中のネロの影を必死に振り払った。駄目よ、考えちゃ駄目。考えないって決めたんだから。あたしには、ネロのことを思う資格なんてないんだから。


    　二人に背を向けて竈かまどに向かい、話を逸そらすように、大きな声で独りごちる。


    「カルロッタが幸せそうでよかったわ。マルガレットも気になる男の人がいるみたいだから、思い切って告白しちゃえばいいのに」


    　真実の書で今までにもいろいろなことを調べていた。たった一ページなのですぐに書き切れなくなるが、そうなると今まで記された文字が消えて、また最初の一行目から、何度でも繰り返し使うことができた。


    　四年前、アーシェが死霊魔法でイリュシオン兵を撃退したあとのことだ。古城に立てこもる領民たちの亡命を受け入れてくれるよう、ニコラスはメンシルヴェニアに出向き、王に懇請した。このとき、ニコラスが言葉を尽くしただけでは、メンシルヴェニア王は首を縦に振らなかったかもしれない。しかしモーガンが、メンシルヴェニアの騎士長であるレントに頼んで、王を説得してもらったのだ。ブライアント元侯こう爵しやくの領民たちは、メンシルヴェニアの地に住むことを許され、イリュシオン側の送還要請からも守ってもらえた。


    　マルガレットとニコラスは、ブライアント元侯爵の血縁者が嫁とついだという、ある貴族の家に厄介になっていた。そして去年、ニコラスは寿命をまっとうした。


    　ニコラスは死を間ま際ぎわにして、息子むすこダニエルが自殺したこと、その経緯を、マルガレットに話した。父親の死の真実を知り、マルガレットはショックを受けたが、彼女は祖父を許した。自分のことを実の娘のように可愛かわいがってくれたブライアント元侯爵のことも悪く思えず、いつか、反逆者のレッテルを貼はられた彼の汚名をそそぎたいと願う。マルガレットは今、イリュシオンに潜入し、重税を強しいる国王に不満を持つ反政府組織に協力している。反政府組織がメンシルヴェニアから密ひそかに援助を受けるパイプ役となっているのだ。最近、反政府組織の若きリーダーである男のことがちょっとだけ気になっているそうだ。


    　マルガレットたちの亡命に一役買ったモーガンは、真実の書を見事エスタルトに持ち帰ったのだが、それなりの評価しか得られなかった。しかし、その後、転機が訪れる。


    　エスタルト王は亡き息子の仇かたきを取るため、ノーラン王子を討ち取った東の隣国カスパールへ執しつ拗ように攻め込んだ。しかし、休戦派である弟のブルータス大公に反乱を起こされ、王位を奪われてしまった。とあるさびれた城に幽閉され、生きる気力を失い、寝たきりの日々を過ごしている。もはや自分一人の力で起き上がることもできないそうだ。


    　反乱の際、ブルータス大公側に与くみしたモーガンは、それ以降も多くの任務で功績を挙げ、今から二年前に、ついに男だん爵しやくの位を叙任された。フォルスタイン家の者が爵しやく位いを得たのはこれが初めてで、モーガンはようやく一族の悲願を果たしたのだった。ちなみにモーガンのかつての上官クルツは、反乱において国王側についてしまい、反乱収束後、処刑こそされなかったが、爵しやく位いを剝はく奪だつされて隊長の任も解かれた。今では軍を退役して、一日中酒に溺おぼれているという。


    「ねぇアーシェ、カルロッタやマルガレットのこともいいけれど、あなたはどうなの？」


    　ミドナが台所に飛んできて、アーシェの周りをくるっと一周した。


    「あなただって、誰だれかを愛して愛される、そんな幸せを得る権利を持っているわ。私は異性との恋に落ちたことはなかったけれど、あなたからその幸せを教えてもらった。だから、あなたにも──幸せになってほしいのよ」


    　じっとアーシェの瞳ひとみを覗のぞき込んでくる。


    　アーシェは、やましいことがあるように目を逸そらす。やましいのは、ミドナがこの話をするたびに自分の心を偽いつわるからだ。


    　ミドナに視線を戻し、にっこりと微笑ほほえんでみせた。


    「大丈夫よ、ママ。あたし、今でも充分幸せよ。ママがいるし、お母さんもいるし、村の人たちはあたしを必要としてくれるもの。みんな、大好きよ」


    　そしてアーシェは、昨日の夕食だった、エンドウ豆と塩漬けした豚バラ肉のスープの鍋を、竈かまどの焼き網の隣で温め始める。お玉でスープをかき混ぜながら、話を続ける。


    「それにね、あたし、この場所がとっても気に入っているの。毎日寒いけれど、真っ白な雪景色は本当に綺き麗れいだわ。で、雪が溶けたら、どんな景色になるのかしらって、それも今から楽しみにしているのよ。ママもそう思わない？」


    　それに対し、ミドナは悲しげに眉まゆをひそめた。「そう……ならいいんだけど……」


    　この話になると、いつもこうなる。いたたまれない沈黙に苦しくなる。


    　大陸中を旅している途中、アーシェたちは何人かの魔法使いと出会うことがあった。ある魔法使いの一家の中には、アーシェと同い年くらいの男の魔法使いがいて、一緒に暮らさないかと誘われたこともあった。


    　ミドナは「悪くはなさそうな子ね」と言ったが、アーシェは断った。


    　なぜなら、アーシェの胸の奥には未いまだネロがいる。


    　アーシェは、ネロのことだけは真実の書で調べなかった。彼のことを知れば、どこにいるのかわかれば、きっと会いに行きたくなる。だから、彼に関する一切の情報を遮しや断だんした。


    　かつて自分は、散々ネロに迷惑をかけた。


    　自分のせいでネロは言葉にできないほどの悲しみにさいなまれたことだろう。


    　自分にはもはや許しを請う資格もない──アーシェはそう思っていた。もう二度とネロには近づかない。彼の人生に接点を持たないと決めた。それが自分に科した罰だった。


    　だが、一年経ち、二年経ち、それでもネロを想う気持ちは薄れなかった。募ってゆくばかりだった。禁を犯してネロのことを調べてしまいそうになることが何度もあり、アーシェはついに真実の書の紙切れをギルダに預けたのだ。


    　ネロは今、どうしているだろう──


    　その思いを必死に脳裏から追い払い、アーシェは料理に向き合う。


    　そのとき、玄関の扉がコツコツと音を立てた。


    　誰かがまた来たようだ。ノックの音が、再びコツコツと響く。


    「……お客さん？　さっきのご老人が忘れ物でもしたのかしら？」


    　ミドナが首を傾かしげる。アーシェも一瞬そう考えたが、しかし違う可能性もあった。バシップ村で急病人が出て、別の誰だれかが慌てて薬をもらいに来たのかもしれない。アーシェは急いで部屋を出て、玄関へと向かう。外への扉を開ける。


    　玄関ポーチには黒い姿の人物が一人立っていた。


    　フードのついた黒尽ずくめのマント。その下には、襟えり元もとの白い、裾すそがくるぶしまで隠れるほどの真っ黒な長衣ローブ。ひと目でわかる、修道女の服装だ。荷物のつまっていそうな革袋を左肩にひっかけている。


    　アーシェは、あっ！　と叫んだ。先ほどの老人の言葉を思い出す。


    　村に怪しげな修道女がやってきて、アーシェたちのことを探っていたという。目の前にいる、この者のことに違いない。老人は、上う手まく誤魔化して追い返したと言っていたが、違ったのだ。修道女は立ち去るふりをして、老人のあとをつけてきたのだろう。


    「……ようやく見つけましたよ」


    　深くかぶったフードの下で、修道女の口元が笑えみを浮かべる。


    　その声に、アーシェはなんとなく聞き覚えがあった。まさかと思った。しかし──


    　修道女がフードを後ろへ下ろす。顔があらわになる。


    　想像より少し大人びていたが、その顔は、アーシェの思ったとおりのものだった。


    「ネロ……ッ!?」


    　年はもう十八歳のはず。しかしネロの顔は、今でも母親似の女顔だった。修道女の服をまとう彼を見て、知らない者は、これが男だとはまず気づかないだろう。


    　ネロは左肩の重たそうな革袋を足元に置き、ふぅとため息をつく。


    「驚きましたか？　この姿だと、教会に入り込んで情報収集をするのに便利なんですよ。修道士に変装してもよかったんですが、でもそうすると、頭を丸刈りにしないといけないんです。修道士の戒律なんですって。ちょっとその度胸はなかったので……こうなりました」


    　ネロがマントを広げると、腰には帯剣用のベルトがあり、[image: ]さやに入ったストームブレイドがアーシェの目に入った。その姿は、四年前のネロの姿をまざまざと思い出させた。


    　ネロは照れ臭そうに頭の後ろを搔かく。「いや、丸刈りよりも女装を選んだからって、もちろん喜んでしているわけじゃないですよ？　この格好ならエスタルトにも入れますし」


    　声は、以前より若干ハスキーになっていた。それでも男らしいというほどではなく、中性的なままで、充分女性と言い張れる範はん疇ちゆうだろう。背も前より多少は伸びたが、十八歳の男子としては相変わらず小柄だ。
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    　久しぶりのネロは、少し変わったけれど、やっぱりネロだった。動揺が徐々に収まっていくと、アーシェの胸の奥から、懐かしい、温かい感情が込み上げる。


    　だが、それよりも強い罪悪感が、今なおアーシェの心を冷たい鎖で縛りつけていた。


    　一歩、下がる。おずおずと尋たずねる。


    「ど……どうして来たの……？」


    「どうして？」ネロは眉み間けんに皺しわを寄せた。じっとアーシェを見据える。「ずいぶんな質問ですね。どうしてだと思います？」


    　声が冷たくなった。風によって吹きつける雪の冷気より、アーシェをぞっとさせた。アーシェの膝ひざが小刻みに震ふるえだす。


    「……怒っている……のよね……」


    　ネロは答えず、くるっと後ろを向く。


    　背中で拒絶されたのだと思い、罪悪感に次いで、悲しみがアーシェの心を満たしていく。左目がかすかな光で瞬いた。蔓つるの文様がまぶたの縁ふちから顔を覗のぞかせた。謝らなければと思っても、なぜか言葉が出てこない。言葉も息も詰まって苦しい。


    　すると、ネロが語りだした。


    「アーシェを捜して旅をしている間、ずっと僕は思っていました」


    　背中を向けたまま、まるで独り言のように、灰色の空に向かってこう言った。


    「一人だと寂しいなって」


    「……え？」予想していなかった言葉に、アーシェは思わず声を上げる。


    　ネロは続けた。


    「アーシェと一緒に旅をしていたときは、辛つらいこともたくさんありましたけど、それでもやっぱり楽しかったんです」


    　空腹に喘あえぐこともあった。


    　夜の寒さに凍えたこともあった。


    　危うく命を落としそうになったこともあった。それも何度も。


    　それでも、アーシェを捜して大陸中を一人で歩き、誰だれとも声をかわすことなく一日が終わりを告げる夜。ネロは、こう感じずにはいられなかったそうだ。


    　あの頃ころは、アーシェがいてくれたときはよかったな──と。


    「アーシェは今、どうしているだろう？　早くアーシェに会いたい。毎日そんなことを考えながら旅をしていました。四年前、いろいろありましたけど、アーシェは僕の心を支えてくれたんです。アンゼリカを亡くして、悲しみに暮れていたはずの僕の心を」


    　ネロは身をよじって、顔だけ振り返る。


    　ネロの顔も、触ったら火傷やけどしそうなくらい真っ赤だった。


    「だから、その……」


    　マントの下から一枚の紙を出して、アーシェに差し出す。


    　そこには、アーシェはネロを愛している──と、書かれていた。四年前に真実の書に記した、アーシェの真実の想おもいだ。


    　ネロはその一ページを素早くマントの下に戻すと、恥ずかしそうに顔を逸そらして、ポーチの屋根の向こうを、灰色の空をまた仰あおいで、そして告げた。


    「ぼ……僕もアーシェを、愛してます。……今さら言われても困るかもしれませんけど」


    　アーシェの顔が、一瞬で火がついたように赤く熱くなった。


    　顔だけではない。全身が熱くなる。


    　ネロが、あたしのことを──愛している？


    　心を縛る罪悪感の鎖が、身体の奥から噴き出した高熱で、氷のように溶けてゆく。


    「で……でも、ネロは[image: ]だまされたのよ。あたしのせいで……」


    　ネロは背中で答える。「アンが生き返ると言われなかったら、僕はエスタルトの兵士たちに復讐しようと無謀な戦いを挑み、あっけなく殺されていたでしょう。偽りの希望でも、あのときの僕には必要だったんです。だからもう恨んでなんかいませんよ」


    　そのときアーシェは、自分を縛り、抑えつけていたすべてのものから解放された。


    　身体からだが軽い。まるで羽根のよう。込み上げる衝動のまま飛び出し、彼の背中に抱きついた。


    



    　角つの人びとの力で、後ろから思いっ切り飛びつかれて、ネロは玄関ポーチから宙に舞った。階段を飛び越える。抱きつかれて、両腕を封じられていたから、受け身もとれずに落下した。


    　雪に顔面から突っ込んだ。雪が積もっていなかったら大怪け我がをしていたところだ。


    「ネロ……あたしも愛してる！　ずっとずっと、今でも愛してる！」


    　ネロの背中に、アーシェは感極まって顔をぐりぐりと擦こすりつけてくる。アーシェの額ひたいの二本の角が、尖とがったところがごりごりと押しつけられた。いててててッ！


    　ネロが痛がると、アーシェは慌ててネロの上から離れる。「あっ……ご、ごめんなさい！」


    　雪の上に正座をして、申し訳なさそうにするアーシェ。ビクビクしながら上目遣いで見つめてくる。ネロも、十九歳になったアーシェを改めてまじまじと眺めた。


    「うん、やっぱり思ったとおりだ」


    「……え……な、なにが？」


    「アーシェはミドナさんみたいな素敵な女性になりましたね」


    　手を伸ばし、アーシェの角にそっと触れる。「よく似合っていますよ」


    　アーシェの左目もその周囲も、魔法使いの証あかしが盛大に現れていたが、ネロの言葉でさらに勢いを増す。照れ臭そうに左右に身をよじりながら、これ以上なく赤く染まった頰ほおを、アーシェは両手で挟むように押さえ、


    「ほんとに……？　う、嬉うれしいわ……!!」


    　くにくにとこね回した。大人びた姿になっても、そういうところは昔のままだ。ネロの中で愛いとおしさがふくれ上がる。


    　今度は思い切ってこちらから抱き締めたいが、その前に言わなければならないことがあった。ネロは顔を近づけて囁ささやく。「アーシェ、四年前のあのとき、僕はアーシェを無視して皇城跡から出ていきました。アーシェは全然悪くなかったのに……本当にすみません」


    　アーシェは何度も首を振る。「ううん、ネロはとってもショックを受けていたんだもの。ネロこそ全然悪くないわ。謝らないで」


    「そうですか。……じゃあ、これで昔のことはすべて解決ってことですね」


    　ネロは右手を差し出す。アーシェはその手を握る。握手を交わす。


    　二人でくすくすと笑った。


    　アーシェの後ろから声をかけられた。「あなたたち、なにやってるの？」


    　玄関ポーチに立つギルダが、呆あきれた顔でこちらを見下ろしていた。「年とし頃ごろの男と女が子供みたいに雪遊び？　はぁ、情けなくって、ため息が出るわ」


    　ネロはアーシェの手を離し、慌てて立ち上がる。


    「ご、ご無ぶ沙さ汰たしています、ギルダさん」


    　アーシェを追いかけて情報を集めているうちに、ギルダが一緒にいるらしいことは知ることができた。ギルダがアーシェの実の母親であることは、どういう経緯かはわからないが、真実の書に記されていた。ネロは礼儀正しく頭を下げて挨あい拶さつをする。


    　ギルダはネロをじろりと眺めて言う。「あなた、そういう服を着るのが趣味だったの？」


    「えっ!?　ち、違います！　これはあくまで変装でして……！」


    　しかしギルダは、ネロの言い訳に耳を貸さず、


    「アーシェ、いつまで遊んでいるの？　魚が黒焦げになっちゃったじゃない」


    「あッ！　わ、忘れてたわ。ごめんなさい、お母さん」


    　アーシェは服についた雪を急いで払い落とし、山小屋の中に戻ろうとする。


    　が、その腕をギルダにつかまれた。


    「冗談よ。魚はもう、お皿に移しておいたわ。スープの鍋も竈かまどから外はずしておいたから」


    「え？　あ、ありがとう……」アーシェはきょとんとした。


    　ギルダは防寒用のマントを羽織っていた。玄関ポーチから下りていく。


    「あ、そうそう、私、なんだか急に魚食べる気分じゃなくなったから、あれ、いらないわ。外で食べてくるわね」


    　そう言って、ネロの横を通り過ぎていった。


    「え、え？　外で食べてくるって……ちょ、ちょっと、お母さん？」


    　戸と惑まどうアーシェの横を、山小屋の中から飛び出してきたなにかが勢いよくすり抜けて、ネロの顔にびたっと張りつく。「ネロ、久しぶり！　遅いよ、もっと早く来てよかったんだよ？」


    　月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハだった。相変わらずの調子に、ネロは頰ほおを緩ゆるめる。


    「やあ、アゲハ、久しぶり。元気にしてた？　まぁ、聞くまでもないみたいだけど」


    　と、月光揚羽はネロから離れて、ネロの顔の前で静かに頭を下げた。「よく来てくれたね、ネロ。お前ならいつか私たちを見つけてくれると信じていたわ。ありがとう」


    　その上品な微笑ほほえみは月光揚羽のものではない。「あ……ミ、ミドナさんですか！」


    　まだ月光揚羽の中にいたのかと驚き、ネロも頭を下げた。ミドナは嬉うれしそうに頷うなずき、ネロの耳元で囁ささやく。「ギルダにしては珍しく気を利かせてくれたわ。どうぞごゆっくり」


    　そして、茶目っぽい笑い声を残しながら、ギルダのあとを追いかけるように飛んでいってしまった。


    「えーと……」


    　アーシェはしばし呆ぼう然ぜんとしていたが、


    「とりあえずネロ、中に入って。今ね、お昼ご飯を作っていたの。お母さん、いらないそうだから、よかったら食べてくれる？」


    「え……あ、は、はい、喜んで！」


    　ミドナの意味深な言葉にネロの心臓は高鳴っている。そのことをひた隠しながら山小屋の中に入り、外とは別世界の暖かい居室へ通された。美お味いしそうな匂においがネロを歓迎する。


    「今、スープをよそうから、テーブルで待ってて」


    　部屋の奥の窓まど際ぎわに丸いテーブルがあった。


    　ネロは革袋を部屋の隅に置くと、壁に取りつけられたフックにマントをかけた。そして言われたとおりに、テーブルの二つある椅い子すの片方に腰かける。


    　アーシェはご機嫌で、鼻歌を歌いながら棚から皿を下ろす。お玉でスープをよそう。


    　その動作の一つ一つを見ていると、ネロの胸の動どう悸きは次第に収束し、心が凪ないでいくのだった。一つ屋根の下に二人っきりということも忘れて、穏やかな気持ちに、充足感に包まれる。ネロはうっとりと、その感情に身を任せた。


    　ああ、いいなぁ……こういうの……。


    　ふと、昔のことを思い出した。


    　ネロの住んでいた家。食事の支し度たくをする母の背中。テーブルで静かに麦酒ビールを飲む父。


    　自分用の小さなスプーンとフォークをしっかりと握って、子供椅子の上で両脚をばたばたさせているアンゼリカ。そのアンゼリカの襟えり元もとに、ネロは涎よだれ掛けのナプキンを挟んであげる──


    　その記憶が、目の前の情景と重なった。交ざり合って、入れ替わる。


    　アーシェの後ろ姿を眺めながら、ネロはまるで我わが家に帰ってきたような気持ちになった。


    　母は病気で死んだ。父と妹は殺された。


    　ネロは今日まで彷徨さまよい続けた。なくなってしまったものを追い求めて。長い長い旅をした。


    　そしてようやく、失った場所に、家族の空間に戻ってこられたのだ。


    　アーシェの背中にそっと語りかける。「……なんだか新婚さんみたいな気分です」


    「え？　なーに、ネロ？　なにか言った？」


    　アーシェはなみなみとスープの注がれた皿を両手に持って振り返る。


    　ネロはかすかに頰ほおを赤くして、微笑ほほえみながら首を振った。「なんでもないです」


    



    　　　　　　　　　　３


    



    「で、あなたはどこへ行くつもりなの、ギルダ？　外で食べるって言っても、この辺りに食事ができるお店なんてないわよ」


    　ギルダに追いついたミドナは、彼女の肩に留まって尋たずねた。ざくざくと雪を踏み分けながらギルダは答える。


    「バシップ村に行って、適当な年寄りにたかるわ。普段、ただで薬をあげているんだから、お昼ご飯をご馳ち走そうするくらい安いもんでしょ」


    「偉そうねぇ。薬を作っているのは、いつもアーシェよ。あなたが作ってあげたわけじゃないでしょう」


    　ミドナは呆あきれたように顔をしかめる。だが、すぐにニッと笑った。「まあ、たまにはいいんじゃないかしら」


    　ギルダは照れ臭そうに頰を赤くして、そっぽを向く。


    　それから、なにかを思いついたような顔をし、懐ふところから例の紙切れを取りだした。真実の書よ──と呼びかける。


    「魔法使いは、これからもずっと──永遠に、世界中の人々から嫌われ続けるの？」


    　紙切れが仄ほのかに輝き、短い文章が記される。


    「どうしたの、急に？」ミドナが目をぱちくりとさせた。


    「別に」記された一文を見て、ギルダはふんと鼻を鳴らした。それはギルダが予想したとおりの文章だった。「ただ、あのネロって子を見ていて、あんな変わり者がたくさんいたら、この世界も少しは変わるのかしらって思っただけよ」


    　ギルダは真実の書の紙切れをしまい、雪の山道を歩いていく。


    　真実の書は、真実であることしかわからない。真実であることしか記さない。


    　今のギルダの質問に対して、真実の書の紙切れは、やはり真実をもってこう答えた。


    



    　──未来のことはわからない。

  


  
    　あとがき


    



    　こんにちは、小こ木ぎ君きみ人とです。


    　いきなり三巻を買って読んだ、という方はまずいらっしゃらないでしょうから、これを読んでくださった皆さんは、一巻、二巻と読み続けてくださったということですよね。


    　本当にありがとうございます。


    　おかげさまで本シリーズは無事に完結しました。作者としても、企画当初から構想していたラストを充分に描くことができて、とても満足しています。


    　そして、素晴らしいイラストで物語を彩り続けてくださったそとさんへ、心よりの感謝を。


    　そとさんが〝姿〟を与えてくださったおかげで、僕の頭の中でネロが、アーシェが、月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハが──その他たくさんのキャラクターたちが生き生きと動いてくれました。読者の皆さんの心にネロたちが宿って、これからも生き続けてくれれば、それに勝る喜びはありません。


    　それでは、またいずれ、皆さんにお目にかかれることを願って。


    



    　　二〇一四年七月


    
      小木君人　　

    

  


  [image: ]


  
    小木君人


    Kimito Kogi


    



    最近、体調がよろしくないので軽い運動を始めたのですが、腹筋を使ったあと、たまにお腹を壊します。なんなの？

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    魔女は世界に嫌われる３
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